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　生まれつき身に染しみついた、『紫し雲うん』の痣あざ。

　それはまるで、呪のろいの印だ。

「あなた。本当に、こちらのお守りに御ご利り益やくはあるのかしら。『福ふく神じん』なんて、本当に存在して……加護になってくれると思う？」

「そうだなぁ……『厄やく神じん』が存在したのだから、過去に『福神』がいても不思議ではないだろう。加護は、気休め程度かもしれないが。まったく、どうしてうちの子が『厄神』の因いん縁ねんを背負って生まれることになったんだか。大昔なら、それなりに存在理由も見返りもあっただろうが、今の時代では枷かせにしかならないものを……」

　パタパタ傘かさに当たる雨音に混じって、右みぎ隣どなりの頭上から母親の声が聞こえてくる。それに答えたのは、左側にいる父親だ。

　両親に挟はさまれて歩く千ち幸さは、レインブーツの底で濡ぬれそぼった砂利じやりを踏ふみしめる感かん触しよくに夢中になっていた。

　天気予報はお日様マークだったはずだけれど、千幸が出かける時に天候が悪化することは珍めずらしくない。

　それがわかっている両親は外出時に雨具の準備を怠おこたらないので、千幸に黄色のレインコートを着させて傘を手にしている。

　駅を出てすぐに降り出した激しい雨は、ついさっき石の鳥居をくぐったところで少しだけ小降りになったけれど、まだ止やみそうにない。

「この子は、先々代ぶりに『紫雲』の痣を持って生まれたんだ。本家で調べたことが、どこまで事実か……伝承されるうちに誇こ張ちようされたものか、わからないがな。千幸が係かかわると、なにかしら良くないことが多くなるのは間ま違ちがいない。『福神』と『厄神』が相そう殺さいする説が事実なら、こうして参ることが無意味ではないと信じたいな」

「そうね。福神様に、少しでもこの子を護まもってもらえたらいいけど」

　母親の声がそう言った直後、強い風が後ろから吹ふいてきて千幸の背中を押した。身構えていなかった千幸は、よろめいて濡れた砂利の上に転んでしまう。

「千幸っ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「……へーき」

　慌あわてた母親に抱だき起されて、濡れたズボンの膝ひざを小さな手で払はらった。小石が、パラパラと落ちる。

「泣かないのねー。偉えらいわぁ」

　すぐ傍そばを通りかかったおばあさんに褒ほめられて、恥はずかしくなった千幸は無言で足元に視線を落とす。

　偉いなんて、滅めつ多たに言われないから……どうすればいいのかわからない。

「千幸。すみません。人見知りな子で」

「いえいえ、やっぱり男の子は強いのね。ウチの孫なら大泣きしてるわ。この子よりお姉ちゃんなのにね」

　そう言って、父親らしい男の人に抱かれた綺き麗れいな着物の女の子を視線で指す。母親が差しかけた傘の隙すき間まから雨が吹き込むのか、不ふ機き嫌げんそうに白しろ足袋たびと草ぞう履りを履はいた足をバタつかせていた。

「おばあちゃん、立ち止まってないで行きましょう。せっかくの七五三の晴れ着が、濡れちゃう。ビニール傘じゃダメね。雨の予報じゃなかったのに……」

「そうブツブツ言うな。ほら、そこの屋根の下に入れば雨を凌しのげる」

　父親の言葉に、千幸を追い越こした四人は社しや殿でんに向かって早足で歩いて行った。

　千幸も、両りよう脇わきの両親に「行きましょ」と促うながされて歩き出す。

　転ぶのは慣れているから、これくらいでは泣かない。

　なにより、今日の服は半ズボンではなく長ズボンだったから、砂利の上に転んでもあまり痛くなかった。

　風で飛んできた紙を踏んで滑すべって転んだ時や、パン屋の前を通りかかった時に看板が倒たおれかかってきた時に、周りの大人から「タイミングが悪い」とか「運がよくなかった」と言われる千幸にしてみれば、血が出るような怪け我がをしなかっただけで幸運だったと思う。

「お守りを売ってるのね。買っていく？」

「祈き禱とうの後でいいんじゃないか？　縁えん起ぎ物だ。千ち歳とせ飴あめも買ってやろう」

　白い布がかけられた台のところに何人か立ち、通りかかる参拝者に「いかがですか？」と声をかけているようだが、千幸の身長ではいろんなものが置かれているらしい台の上がよく見えない。

　千歳飴というものにもさほど興味はなく、素知らぬ顔で通り過ぎようとしたけれど……誰だれかに呼ばれたような、不思議な空気に足を止める。

　ふと顔を上げた千幸は、大人たちに交じって一人のお兄さんがいることに気がついた。家の近所に住んでいる、中学生のお兄さんと同じくらいの年だろうか。

　千幸と目が合ったそのお兄さんは、ニッコリと笑いながら手を振ふってきた。

　まるで、キラキラ……細かな光が周囲に舞まっているみたいに見えて、千幸は不思議な光景に目をぱちくりさせる。

「千幸？　あら、どこに……」

　名前を呼ぶ母親の声も耳に入らなくて、目に見えない糸に引き寄せられるかのようにお兄さんに歩み寄った。

　白いシャツに上着を羽は織おり紺こん色いろのズボンを穿はいているお兄さんは、足を止めた千幸に少し背中を屈かがめて笑いかけてきた。

「こんにちは。五歳かな。お名前は？」

「ちさ……」

　名乗ったきり、どうすればいいのかわからなくなる。

　不思議な光に惹ひかれてこちらから近づいてしまったけれど、初対面の人とは上手うまくおしゃべりができないのだ。

「チサくんか。千歳飴、あげるね」

　小さな袋ふくろに入った一口サイズの千歳飴を差し出されて、戸と惑まどいながら右手のひらに受け取った。

「あ、ありがとう」

　お兄さんの指先が千幸の手のひらに、ちょこんと触ふれる。その瞬しゆん間かん、パチンとかすかな光が弾はじけたように見えて、小さく首を傾かしげた。

　今の光はなに？

　両親が『しるし』と言っていた紫むらさき色いろの雲の痣が、少しだけピリッとした？

　それに、ビュービューと強く吹いていた風が……止まった？

　不思議に思って振り向いた千幸は、雨も今すぐ止みそうなくらい小降りになっていることに気がつく。

　なんだろう。不思議なことが、いっぱい起きた。

　千幸が目をぱちくりさせていると、追いついてきた母親がお兄さんに話しかける。

「あら、すみません。飴の代金は……」

「参拝者のお子さん皆みな様さまにお配りしているものですから、代金は結構です」

　母親に向かって大人みたいなしゃべり方をしたお兄さんは、千幸の左手を取って手のひらを上に向け……もう一つ飴を置いた。

「オマケ。他ほかの子には秘密だからね」　>>>♥

　イタズラっぽく笑いかけられて、本当にいいのかな？　とお兄さんを見上げる。

　千幸と目が合ったお兄さんは、千幸が頭に被かぶっていたままだったレインコートのフードを除のけてくれた。

「さっき、そこで転んじゃったのを見たけど……泣かなかったご褒ほう美びだよ」

「……ありがと」

　素す直なおに受け取った千幸は、両手でギュッと飴を握にぎり締しめる。二つの飴を失くさないようにズボンのポケットに入れると、改めてお兄さんを見上げた。

　お兄さんが千幸の手に触さわると、やっぱり『しるし』が熱くなった。

　不思議は他にもあって、前を見るのに少し邪じや魔まだったレインコートのフードが無くなったら、お兄さんのキラキラはますます強くなったみたいだ。

　どうしてキラキラしているの？　と聞こうとしたけれど、お兄さんと話しているあいだにお守り等を買ったらしい母親に、「行きましょう」と右手を握られた。

　それとほぼ同時に、建物のところから女の人が顔を覗のぞかせて声をかけてくる。

「コーキくん、ちょっといいかしらー？」

「はい！　今行きます」

　コーキ、という名前らしいお兄さんが女の人に返事をして、千幸に向かって少し屈めていた背中を伸のばした。

「あ……」

　離はなれて行ってしまう……？

　どうしてかわからないけれど、それが少し淋さみしくて、パッと顔を上げた。身体からだの向きを変えようとしていたお兄さんが、視線を感じたのか立ち止まって千幸を振り返り、「バイバイ」と手を振ってくれる。

　引き留められない。どう言えばいいのか、わからない。

　仕方なく千幸は、左手を少しだけ上げて小声で「バイバイ」と返した。

　母親に手を引かれた千幸は、何度か振り向きながらその場を離れたけれど、やっぱりお兄さんは他の人とどこか違ちがう……不思議な空気を纏まとっているみたいだった。

「千幸に飴をくれたあの男の子、なんだか不思議ね。独特な雰ふん囲い気きの子。人見知りする千幸が、自分から近づくのも珍めずらしいし……キラキラ明るい、光を纏っているみたい」

　母親も千幸と同じように感じたのか、不思議そうにそう言って背後を振り返る。畳たたんだ傘かさを手にした父親は、「そうか？」と首を捻ひねった。

「まぁ、ここの息むす子こさんじゃなくても、神社の関係者みたいだからな。氏うじ子こさんか、なにかしら縁えん者じやだろう。福の神を祀まつっていると謳うたうくらいだから、好こう影えい響きようがあるのかもなぁ。貰もらった飴やお守りに、少しでも御ご利り益やくがあればいいなー」

　千幸の頭に大きな手を置いた父親は、そう言って笑う。

　福の神を祀った神社。

　自宅から遠いのに、ここを選んで参拝する理由。

　両親が悲しそうな顔で『しるし』と言う、自分の身にある『紫雲』の痣あざの意味。

　五歳の千幸にはよくわからないことばかりだけれど、あのお兄さんがキラキラ光って見えたことは確かだ。

　手のひらに少しだけ触ったお兄さんの指は、あたたかかった。

　普ふ通つうにしていたら気にならない『しるし』が、ピリピリ熱くなったのも、きっとお兄さんが千幸に触ったからだ。

　千幸は、不思議な光を見たということも、自分の身にある『しるし』の異変についても両親に話すタイミングを逃のがしてしまった。

　左右のポケットに入れた飴が、きちんとそこにあるのだと確かめるように、ズボンの上からポンと叩たたく。

　父親が言った『ごりやく』がなにかはわからないけど、あのお兄さんがくれたものだから、きっといいものに違いない。










　父親が太い縄なわを摑つかんで揺ゆすると、ガランガランと大きな鈴すずが鳴る。

「千幸。お母さんと同じように手を合わせて」

「……うん」

　母親に促うながされた千幸は、右手と左手の手のひらを合わせる。

「お願いします。福の神様。お守りください。この子に咎とがはありません」

「先祖の厄やくを身に受けるのは、理り不ふ尽じんです。福の神がおられるなら、厄の神にそのように説得していただきたい」

　母親と父親は真しん剣けんな顔で口を開いたけれど、千幸はなにも言えずに顔の前で合わせた両手をジッと見み詰つめた。

　ふくのかみというものは、やくのかみより強いのだろうか？

　それなら、千幸もお願いしなければならない。

　あの子は、百鬼なきりの『厄』を背負って生まれた。不運だ。不幸だ。長く生きられないかもしれない。

　そう親しん戚せきの大人たちが、こっそり話していることは千幸の耳にも届いている。

　千年あまりも時を遡さかのぼる大昔。

　百鬼の祖先は、百の鬼を使し役えきして世の中に『厄』を拡散していた。いつしか『厄の神』と呼ばれ、人々に畏い怖ふされる存在となっていった。

　時を経るにつれて、鬼を使役する能力は失われ……かつて『厄』を背負わされていた鬼の呪のろいにより、稀まれに不幸を身に集める体質の者が生まれることがある。我が身に背負うだけでなく、接せつ触しよくが深くなった他人にまで『厄』の影えい響きようを及およぼす。

　選ばれし者の証しるしは、身に刻まれた『紫雲』の痣。

　千幸は、百鬼の傍ぼう系けいであるにもかかわらず、その証を有して生まれた。

「少しでも幸せな人生を送ってくれればいいな」

「そうね。千幸……百の鬼に負けない、千の幸せがこの子に訪おとずれますように。ほら、千幸。あなたも、お願いしますってお辞じ儀ぎをして」

「んー……」

　真剣に祈いのる両りよう脇わきの両親に倣ならって、ぺこりと頭を下げた五歳の千幸は、我が身に背負う運命をまだよくわかっていなかった。

　不思議な光を纏っているような、コーキという名前のキラキラとしたお兄さんのことも、時が経たつにつれて忘れてしまった。










《一》







　直径、約二センチ。小さな穴から覗く視野は、暗くて狭せまい。

　頭が大きいせいで重心が高く、膝ひざや足首のストレッチも利きいているとは言い難がたい。

　注意して歩かなければ、わずかな段差でも躓つまずいて転ぶ羽目になる……ということは、何度もこの身で経験済みだ。

　必然的に、誰だれしもゆったりとした動きになるはずだと思っていたけれど、何事も例外というものは存在するらしい。

　こちらに向かってくる巨きよ大だいなトラ猫ねこの着ぐるみが視界に入ったから、わざと背を向けて離れようとしたのに、敵は予想外のスピードで近づいてきた。

「……っ！」

　背後からガシッと首に腕うでを回されて、動きを止める。千幸は頰ほおを引き攣つらせたが、そんなことを知る由もない子供の無む邪じや気きな声が聞こえてきた。

「ママ！　トラたろとクロすけ、なかよしだね！」

「そうねぇ。トラたろは、クロすけが大好きなのね」

　……子供にそんなふうに言われてしまっては、首に絡からむ手を邪じや険けんに振ふり払はらうことができないではないか。

　今の千幸は、手足と尻尾しつぽの先だけが白毛の、黒い猫の着ぐるみを身に纏まとった『クロすけ』なのだから。

　ここクローバーパークの、イメージキャラクターの……所謂いわゆる『中の人』だ。

　千幸に絡んでくる鬱うつ陶とうしいトラ猫の着ぐるみは、同じくイメージキャラクターの『トラたろ』だ。

　二匹ひきの猫は仲良しのお友達という設定なので、『中の人』である千幸が疎うとましく思っていても、子供の前では露ろ骨こつに態度に表すことができない。

　千幸は、こっそり『トラたろ』の足を踏ふみつけながら、インディゴデニムのオーバーオールのポケットから二匹の猫のイラストが印刷された風船を取り出す。その風船を、巨大な肉球に載のせて子供に差し出した。

「くれるの？　ありがと、クロすけ！」

　五歳くらいの男の子は、嬉うれしそうに笑って風船を受け取り、母親に手を引かれてブランコ形のアトラクションに向かっていった。

　周辺に子供の姿がないことを確かく認にんした『トラたろ』が、千幸……いや、『クロすけ』に頭をぶつけて話しかけてくる。

「おい、さり気なく足を踏んだな」

「……わざとじゃない」

「噓うそつけ。ったく、おまえがスキンシップ苦手なのは知ってるけど、そんなに嫌いやがるなよ。傷つくなー」

　千幸こそ、心の中で「噓つけ」と零こぼす。

　初対面の時から、この男は図ずう々ずうしかった。やけに馴なれ馴れしくて、スキンシップ過多で……一番苦手なタイプだ。

　更こう衣い室のロッカーに貼はられた名札を指差し、「これ、なんて読むんだ？　ヒャッキ？」と興きよう味み津しん々しんに尋たずねてきて、千幸は「ナキリ」と無ぶ愛あい想そうに答えて口を噤つぐんだ。これまでの二十年で、数え切れないほど繰くり返したやり取りだ。

　答えるのも面めん倒どうだ……という内心が、低い声にも無表情の顔にも表れていたはずだ。それなのにこの男は鈍どん感かんなのか、怯ひるむことなく「へぇ！」と声を上げた。

　そして、

「百鬼か。かっけーなぁ。俺、佐さ々さ原はら竜りよう馬ま。誰からインスパイアされたのか、バレバレで恥はずかしー名前だろ」

　などと朗ほがらかに笑いつつ、バシバシ千幸の背中を叩いてきたのだ。

　それが、四月の初頭だ。

　以来、半月あまり。触さわられそうになれば身体からだを逃にがし、極力目を合わせようとしない。そうして苦手意識を隠かくそうとしない千幸が避さけたがっていることを知っていながら、無ぶ遠えん慮りよに距きよ離りを詰つめてくる図太い神経の人間が、これくらいで傷ついたりするものか。

「そういやさ、今日って視察の日だろ」

「……視察？」

　無視しようと思っていたのに、つい聞き返してしまった。千幸が反応したせいか、佐々原は嬉しそうに「そうそう」と返してくる。

「ここの社長のお坊ぼつちゃん！　御おん曹ぞう司しが、今年度からの新規従業員に顔見せ……ご挨あい拶さつに来るって、朝のミーティングで……さては聞いてなかったな」

「そうだっけ？　あー……視察がナントカは、憶おぼえがあるような気もする」

「女どもはキャーキャー言ってたぞ。なんでも、すげーイケメンだってさ。ここのパークを含ふくむ施し設せつ全体って、現在二十六……当時学生だったお坊ちゃんが中心になって計画したんだと。頭脳明めい晰せきで眉び目もく秀しゆう麗れいの、非の打ちどころがない御曹司。ま、名前からして尋じん常じようじゃないよなぁ。福ふく富とみ皇こう輝き、って……すげーインパクトがある尊大なお名前だ。しかも名前負けしてなくて、冗じよう談だんみたいな強運の持ち主らしいぞ。あだ名が、『幸運皇子』だとか『福の神』だとか……接触で、お福分けされるとかって説まであるけど、そこまでいけば都市伝説だよなぁ」

　笑いながら、よどみなく御曹司について語る佐々原を、被かぶり物越ごしに横目で見み遣やる。

　そんな情報の数々は、どこから仕入れたものだろう。まるで、お昼のワイドショーの芸能リポーターだ。

「ふーん……興味ない。よく知ってるな」

「掃そう除じのオバちゃんたちまで、妙みようにそわそわしながら話してるんだから、嫌でも耳に入るっての。完全スルーができるおまえのほうが、不思議だよ。相変わらずテンション低いよなぁ」

　御曹司、か。それも、なにやら派手な人物像だ。福富皇輝という名前など、佐々原が「尋常じゃない」と零こぼすのもわからなくはない。なんとなくおどろおどろしい自分の名前とは、正反対だ。

「どうせ、おれには関係ないし。あっちも、おれらの名前を覚える気もないだろ」

「ま、そうだろうけど。挨拶っていうのも、形式的なもんだろうしな」

　本社採用の正社員ならともかく、単年契けい約やくの下っ端ぱ従業員などアチラも大して興味などないだろうに、わざわざご苦労なことだな。

　そう捻ひねくれたことを心の中で零したところで、ピンク色のワンピースを着た小さな女の子がこちらを指差しているのが視界に映った。

　いつの間に、近くに来ていたのだろう。迂う闊かつにも気がつかなかった。自分たちの会話は、聞こえない距離だと思うけれど……。

　着ぐるみの中で焦あせる千幸をよそに、女の子は無邪気に笑って母親に話しかける。

「ママ、にゃんこちゃんたち仲良し？」

「あら、そうねぇ。仲良しさんねー」

　母親にクスクスと笑われて、自分たちの体勢に気がついた。慌あわてて、密着していた佐々原……いや、『トラたろ』の頭を押し戻もどす。

　違ちがう。決して、仲がいいわけではない。被り物のせいで、頭をピッタリ触ふれ合わせないと声が聞こえづらいのだ。

　……と、言い訳することはできなくて、オーバーアクションで女の子を手招きしている佐々原を横目で睨にらみつける。

「わーい。トラたろ！」

　駆かけ寄ってきた女の子が勢いよく抱だきついても、無様に足をふらつかせないことだけは褒ほめてやろう。

　女の子を受け止めたのが千幸だったら、勢いに負けてうっかり尻しりもちをついている可能性が高い。

　女性でも着用できる小こ柄がらな『クロすけ』担当としては、千幸では持て余すＸＬサイズの『トラたろ』が窮きゆう屈くつだという佐々原が憎にくたらしい。

「……？」

　グイグイと手を引かれて顔を上げると、女の子の母親がカメラを構えていた。『トラたろ』の腕が肩かたに回されて、女の子を挟はさんで立つように促うながされる。

　佐々原からの言葉はないが、『クロすけ』の自分がどう振る舞まわなければならないのかは、明白だ。

　千幸は憂ゆう鬱うつなため息をつくと、左足を斜ななめに出して身体を右に傾かたむけ、規定の『可愛かわいい記念写真ポーズ』を取る。

　仕事だ、仕事。

「ありがとー、トラたろにクロすけ！　またねー！」

　上じよう機き嫌げんの女の子は、手を振り返した『クロすけの中の人』がとてつもない仏ぶつ頂ちよう面づらだなどと、知る由よしもないはずだ。

　コミュニケーション能力に問題があると自じ認にんしている千幸でも、わざわざ子供の夢を壊こわそうとするほど捻くれてはいないので、まぁ……いいけれど。

　いつまでも馴れ馴れしく肩を抱いている佐々原の足は、思い切り踏みつけてやった。










　ここに来るまでにはまだ少し距離があるのに、視察のため施設内を回っているという件くだんの御曹司がどこにいるのかは察せられた。

　どう表現すればいいのか、妙に空気が華はなやいでいるのだ。

　やけに上空を旋せん回かいしている小鳥が多かったり、パーク内の客が一ヶ所に引き寄せられるみたいに集中していたり……たいてい、そのあたりに御曹司がいる。

「うーん、派手だな。どこにいるのか、だいたいわかるぞ。昼飯の時も従業員食堂にいたみたいだけど、周りをガッツリ囲まれてたもんな。天然の人タラシか」

　佐々原は感心するように口にしたけれど、千幸は被り物の中で眉まゆを顰ひそめた。

　昼休きゆう憩けいの際に、従業員用の食堂で一いつ瞬しゆんチラリと目についた御曹司は、一言で言えば苦手なタイプだった。

　全身に纏まとうオーラが華やかで、明朗で……老ろう若にやく男なん女によが惹ひきつけられる。明らかに、自分とは対極の人間だ。

　千幸は、よく言えばひっそりと大人しい空気を纏っている。歯に衣きぬ着せぬ物言いをする人からは、陰いん気きで暗いと言われるのだが、否定はできない。

　だからというわけではないけれど、御曹司のようなタイプとは、きっと間ま違ちがいなく相あい性しようがよくない。

　あまり接したくないのは、お互たがい様のはずだ。

　もうすぐこのあたりにやって来るとわかるから、さり気なく場を離はなれようとしたのに、佐々原に目め敏ざとく気づかれてしまった。

「あれ、百鬼？　どこ行くんだ？　そろそろ、御おん曹ぞう司しがこのあたりに来るけど……」

「よ、用を足しに。ついでに水分補給」

　着ぐるみを着用している自分たちは、頻ひん繁ぱんな休憩を認められている。特に気温が上がるこれからの季節は、三十分に一度は水分補給とクールダウンが義務づけられていて、二体のキャラクターが並んでいなくても不ふ審しんがられないはずだ。

　佐々原にも引き留められることなく、「行ってら～」と手を振ふられたのだが、うつむき加減で歩いていたせいで道の選せん択たくを誤った。

「あ……っと」

　進路の先が、妙に華やいでいて賑にぎやかだ。避けようとしていた人物に、逆に接近してしまったようだと気づいて歩みを緩ゆるませる。

　漏もれ聞いていた年ねん齢れいは、二十六歳。福富皇輝という派手な名前に負けない、ハイスペックな王子様……。

　尾お鰭ひれや腹はら鰭びれでゴテゴテに装そう飾しよくされた、眉まゆ唾つば物ものの人物像……と佐々原の噂うわさを半分以下で聞いていたが、五メートルほどの距きよ離りで目にした御曹司は、噂に違たがわぬキラキラとしたオーラの持ち主だった。

　被り物越しの、申し訳程度の視界でもわかる。

　周囲の人……いや、動物まで魅み了りようするような、自然と目を惹かれずにいられない光り輝かがやく誘ゆう引いん力を有していて……怖こわい。

　コレは、自分とは対極に位置する存在だ。得体が知れない。仏閣に対する畏い怖ふに近い、奇き妙みような恐おそろしさが湧わいてくる。

　非現実的なまでの、神こう々ごうしいとしか言いようのない人物を目にして啞あ然ぜんと突つっ立っていた千幸だが、このまま進めば真正面から行き合ってしまいそうだと我に返って、ジリッと足を引いた。

　よし、逃にげよう。

　そう決めて回れ右したところで、想定外の悲劇が降りかかってきた。

「ああーっ！」

　子供の悲鳴が聞こえてきて、何事だと振り向いた千幸の目に映ったのは、レトロゴシックな飾かざりつけが施ほどこされた華やかなメリーゴーラウンドだった。

　ゆっくり上下しながら回っている白馬に乗っている女の子の手から、すっぽ抜ぬけたらしいソフトクリームが……飛んだ。

　メリーゴーラウンドと千幸の中間点には、件の御曹司がいる。

　にこやかに清せい掃そうスタッフと話している御曹司は、ソフトクリームが自分を目がけて飛んでくることに気づいていないようで……。

　宙を舞うソフトクリームのコースは、その御曹司に直ちよく撃げきするはずだった。

「っっ！」

　不意に、突とつ風ぷうが吹ふいて千幸の背中を押す。

　その風に煽あおられたのか、御曹司の足元に、どこからともなくポップコーンの紙箱が転がってきた。

　爪つま先さきに当たった紙箱を拾い上げようとしたのか、ひょいと背中を屈かがめた彼の頭上をソフトクリームが通過する。

「えぇぇぇぇっ？」

　時間にして、ほんの十秒そこそこだったはずだ。

　けれど、立ち尽つくす千幸の目には、古い映画のフィルムをコマ送りしているかのように、一連の経けい緯いがやけに明めい瞭りように映った。

　御曹司に直撃するはずだったソフトクリームは、標的を千幸に変へん更こうして向かってくる。

　まるでスローモーションのように、目に映るソフトクリームがぐんぐん接近してきて、ついに視界を塞ふさぐ……のに、動けない。

「ッ！」

　直後、右目の視界がゼロになり、千幸の目に映る世界は半分だけになった。

　標準サイズの、ただのソフトクリームだ。

　ぶつかった衝しよう撃げきはたいしたことのないものだったけれど、視界が突とつ如じよ狭せばまったことで三半規管が混乱してしまったらしく、足元が大きくふらつく。

　頭が大きいせいで、バランスを崩くずしてしまったら立て直すのは容易ではない。

「ぅわわっっ」

　しかも運悪く、ふらついたことですぐ傍そばにあった花か壇だんのレンガブロックに躓つまずいてしまい、勢いよく顔面から地面に倒たおれ込んでしまった。

　……着ぐるみが幸いして、身体的なダメージはさほどない。でも、ショックのあまりすぐさま跳はね起きることができなかった。

　なんなんだ。この仕打ちは。御曹司の運がいいのか、千幸の運が悪いのか……両方か。

　地面に突っ伏ぷしたまま硬こう直ちよくしていると、

「大だい丈じよう夫ぶか？　ええと……クロすけ」

　キャラクター名を呼びながら、着ぐるみ越ごしに手首あたりを握にぎられる感かん触しよくが伝わってきた。中ちゆう途と半はん端ぱな視界の隅すみで、小さな光がパチンと弾はじけた……？

「な、に？」

　なにかが、目の端はしでキラキラしているみたいだ。胸の奥がざわざわとして、心臓の鼓こ動どうが奇妙にスピードを上げる。

　引き起こされるままに、のろのろと上半身を起こした千幸は、狭せまい視界にアップで映る端たん整せいな男の顔に息を吞む。

「うーん、これじゃ右目が見えないか」

　親切にも、白いハンカチで目元のソフトクリームを拭ぬぐってくれたおかげで、しっかりハッキリ見て取ることができた。

　……例の、御曹司だ。近くで見れば、いっそうキラキラしている。

　目の前の人物の正体を認にん識しきした途と端たん、何故なぜか、ゾワッと腕うでに鳥とり肌はだが立った。動どう悸きは、どんどん激しさを増す。

「怪け我がは？　ああ、とりあえず頭だけでも外したほうが……」

「平気ですっ。すみません。ごめんなさい」

　……頭を外すとか、怖すぎる……。

　混乱のあまり、そう支し離り滅めつ裂れつなことをつぶやいた千幸は、素す早ばやく立ち上がってキラキラ光を放つ御曹司の前から逃げ出した。

「あっ、クロすけくん！」

　驚おどろいたような声で呼び止められたけれど、「キラキラ、怖い」と零こぼした千幸はますます足の運びを速くして、休きゆう憩けい所にもなっているロッカールームに向かった。

　まだ『クロすけ』の就業時間は残っている。ひとまず応急処置で汚よごれを落として、仕事を続けなければならない。

「なんだよ、これ。あの人、本気で怖い……」

　相変わらず視野は狭く、少し暗い。

　それなのに、御曹司が放っていたキラキラ眩まぶしい光の余よ韻いんが目の前をチラついているみたいで……毛むくじゃらの大きな手を顔の前で振って光を追い払はらおうとしても、残光は消えてくれなかった。

　トクトクといつになく激しく脈打つ心臓も、一向に落ち着きそうにない。

　千幸は怪かい奇き現象に遭そう遇ぐうしたかのように、ただひたすら「怖い。怖い」と心の中で繰くり返しながら、泣きたい気持ちでパーク内を小走りで横断した。

　鉄てつ壁ぺきのポーカーフェイスを誇ほこる『クロすけ』が、きっと半泣きの情けない顔を隠かくしてくれていることだけが、幸いだ。










「……誰だれだろ。珍めずらしい」

　バッグに入れてあったスマートフォンに、メールが来ている。友人と呼べる存在のいない千幸に連れん絡らくしてくるのは、両親か四つ上の従兄いとこくらいだ。

「貴たか幸ゆき兄さんか」

　メールの差出人が従兄であることだけ確認して、スマートフォンをバッグに戻もどした。

　電話の着信ではなくメールなのだから、急用ではないはずだ。本文の確認は、後にしよう。

　それより、早く……。

「百鬼？　なんか、急いでる？」

　隣となりに立ってロッカーの扉とびらを開けた佐々原に不思議そうな調子で聞かれたけれど、千幸は帰り支じ度たくをする手の動きを止めずに答えた。

「えっ、別に……そうでもないけど」

　クロすけの頭部分を外して規定の場所に置き、着ぐるみの背中のファスナーを下ろして半分脱ぬぎ……という、中途半端な状態だ。

　本当はシャワールームで汗あせを流したいけど、今日はタオルで簡単に拭ふくだけにしよう。のんびりしていられない。

「でも、いつもより帰り支度が素早いだろ。おまえがいなかったあいだに、御おん曹ぞう司し……福富さんが回ってきて、帰り時間に合わせて改めて挨あい拶さつしたいって言ってた……って話したのに、忘れてんのか？　そろそろ、来るんじゃないかなぁ」

　もちろん憶おぼえている。

　だから、御曹司がやって来る前に素知らぬ顔で帰ってしまおうと思ったのだ。うっかり、忘れていたふりをして……。

　わざわざ念を押すように聞かされてしまっては、忘れたふりができないではないか。

　ロッカーの扉を開けてタオルを取り出しながら、恨うらみがましい思いでこっそり佐々原を睨にらんだところで、ドアをノックする音が響ひびいた。

「失礼。入ってもいいですか？」

「あ、どうぞー」

　丁てい寧ねいな口調で、入室してもいいかと尋たずねてきた男の声に、佐々原が軽く答える。

　……御曹司が、やって来てしまったらしい。逃とう走そう失敗だ。

　ガックリ肩かたを落とし、ロッカー内部に向かってため息をつく千幸の背後で、ドアの開く音が聞こえた。

　このまま背中を向けたままでいるのは、あまりにも失礼だろう。仕方なくロッカーの扉を閉めると、のろのろ回れ右をする。

　ただ、あのキラキラを思い出すと直視するのが怖こわいし目を合わせたくもないので、足元に視線を泳がせた。

「おっと、二人とも着き替がえている途と中ちゆうでしたか。お邪じや魔まをしてすみませんが、少しだけご挨拶をさせてください。このクローバーパークの施し設せつ管理の責任者を担になっています、福富皇輝です。クロすけと、トラたろ……お二人とも、今年度からのスタッフですよね」

　朗ほがらかな声で話しかけてきた御曹司……福富に、明朗快活の似た系統の性格だろうと思われる佐々原が、にこやかな声で応じた。

「はい。パークでは、失礼ながら被かぶり物越しに挨拶をしましたけど、俺が、トラたろ……佐々原竜馬です。こっちが……おい、百鬼」

「……クロすけの、百鬼千幸です」

　脇わき腹ばらを肘ひじでつつかれて促うながされ、うつむいたままボソボソと口にした千幸の視界に、丁寧に手入れされていることがわかる黒い革かわ靴ぐつが映った。

　ビクッと顔を上げると、予想以上の近きん距きよ離りに福富が立っている。目の前、一メートルも離はなれていない。

「クロすけ、……百鬼くんか。大丈夫だった？　怪我は？」

「ない、です。すみません……」

　目を合わせられないまま小さく答えると、隣に立っている佐々原が「あれ？」と不思議そうな声を上げた。

　パークの視察中に回ってきたという際には、千幸はその場にいなかったので、福富とは今が初対面だと思っていたのだろう。

「なんか、ありました？」

「パークで逢あった時に、クロすけ、私の目の前で派手に転んだんです。怪我していなかったかと、気になっていて……」

「ああ……こいつ、しょっちゅう転ぶんですよ。どん臭くさいからなぁ。クロすけには、派手なアクションをさせないでやってください」

　ははは、と笑いながら佐々原に肩を叩たたかれて、無言で唇くちびるを引き結ぶ。事実なので、反論できない。

「大だい丈じよう夫ぶならよかった。アクションは……戦隊もののアクターに任せますから、ご心配なく。着ぐるみアクターは、これから暑くなればますます大変だろうけど、無理のない程度によろしくお願いします。我が慢まんしないで、しっかり水分と休憩を取ってください」

「はい。トラたろたちは子供たちの人気者だから、楽しんで仕事をさせてもらってます」

　視界の端で、佐々原と福富が握あく手しゆを交かわすのがわかった。

　まさか、次は千幸の番か？　握手など……慣れない挨拶だ。日本人同士なのだから、お辞じ儀ぎでいいのでは。

　どうやって逃にげようかと焦あせる千幸に、福富の靴先が向いてしまった。

「百鬼くんも、無理のないように。あと、きみは……足元に注意だな」

　派手な転てん倒とうシーンを思い出したのか、クスリと笑われたのはわかったけれど、愛あい想そ笑いを返すことができない。

　千幸はうつむき加減のまま、軽く頭を下げてポツポツと答えた。

「落ち着きがなくて、すみません。……頑がん張ばります」

「いや、だからあまり頑張らないように……って話だけど。百鬼くん？……話をする時は、目を合わせてください」

「っっ！」

　予想外のことが起こった！

　やんわりとした口調で言い放った福富の手が、なんの前まえ触ぶれもなく千幸の頭を挟はさみ込んで、強ごう引いんに顔を仰あお向むけさせられたのだ。　>>>♥

　否いや応おうなく視線を絡からまされた瞬しゆん間かん、キラキラの光が目前で舞まったように感じたのは……気のせいだと思うけれど、驚きのあまり硬こう直ちよくしてしまい、瞬まばたきもできない。

　着ぐるみに入っている時はわからなかったけれど、見上げる首の角度からして、百六十五センチしかない千幸より十五センチ以上は上背がありそうだ。

　きっと天然の淡あわい薄うす茶ちや色いろの髪かみに、瞳ひとみの色も少し薄くて……俳優やモデルだと言われても納なつ得とくできる端たん整せいな容姿に息を吞む。日本人離ばなれしたスタイルも相あい俟まって、本当に外国映画に出てくる王子様のような人だ。

　今の、きっとブランド物の上質なスーツも似合うが、派手な装そう飾しよくの王子様の衣装であってもこの男なら難なく着こなすことができるだろう。

「ん、髪が目に入りそうだな」

　福富の指が、目元を隠かくすために意図して伸のばしている千幸の前まえ髪がみを払はらう。更さらにハッキリと福富の顔が目に映ったのと同時に、ドッと現実感が押し寄せてきた。

「うわっ！　あ、あの……すみません。おれ、汗とか……で汚よごれてるし、触さわらないほうがいい、です。ごめんなさいっ」

　反射的に福富の手を振ふり払ってしまった千幸は、慌あわてて半脱ぎ状態で腰こしのところに引っかかっている『クロすけ』の着ぐるみを指差しながら、避よけたことの言い訳を口にする。

　千幸が、汗で汚れているのは噓うそではない。

　普ふ段だんだと、着ぐるみを脱いでシャワールームで汚れを落としてから私服に着替えて帰宅するのだけれど、今はその前段階で一日分の汚れが溜たまっている状態だ。

　でも、さっきの避け方は過か剰じようなものだったかもしれない。きっと、気を悪くした。

　目上の人の手を振り払うなど、失礼にもほどがある。無言の福富は、不快感を露あらわにして千幸を見下ろしているはずだ。

　どうしよう……どう言えば、場を取り繕つくろうことができるだろう。頭の中が真っ白で、なにも思い浮うかばない。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった千幸は、うつむいて泣きたい気分で立ち尽つくす。すると、一連のやり取りをすぐ傍そばで見ていた佐々原が、フォローしてくれた。

「すみません、福富さん。こいつ、極度の人見知りで……スキンシップが苦手みたいなんです。俺にもまだ馴な染じんでくれなくて、深入りしないほうがいいとか言うんですよ。百円落としたとか、コンビニでラストワンだったシュークリームをタッチの差で女子高生に負けたとか言えば、自分と接しているせいかもしれないって落ち込むし……そんなわけないだろって思いますよね。おまえは、ネガティブすぎだっての！」

　バシッと強く背中を叩かれて、「う」と呻うめいた。

　福富ほどではないにしても、佐々原の体格は千幸とは比ひ較かくにならない立派なものだ。腕わん力りよくも、張り合う気になれないほどあちらが上なのだから、もう少し手加減をしてほしい。

「へぇ……汗あせなんかは、私は全然気になりませんが」

「す、すみません。おれが、嫌いやで……失礼なこと、……すみません」

　ジリジリと福富とのあいだに距きよ離りを取りながら、謝罪を繰くり返す。

　佐々原が語ったことは、千幸にとっては切実な現実なのだ。

　厄やく災さいオーラを垂れ流す自分との接せつ触しよくが密になれば、小さな不運が積み重なり……やがて、大きな『厄やく』が降りかかるかもしれない。

　幸いにも、着ぐるみが防護フィルターの役割をしてくれているはずなのと元来のポジティブさがプラスに作用しているらしく、今のところ佐々原は、「ついてない」と笑って流せる程度のものしか身に受けていないようだが……。

　でも、そんなことをこの場で説明できるわけがない。

　祖先が『厄神』だったせいで、忌いみ力ちからを継ついだ自分が『厄』を振り撒まいているなどと語り出したら、完全に変人だ。

　今すぐ、この場から逃げ出したい。でも、背後はロッカーで脇わきには佐々原、正面には福富が立っていて退路はない。

　福富は、どうして立ち去ってくれない？　これ以上千幸に構う理由などないはずなのに……それとも、やはり怒おこっているのだろうか。

　声は不快そうなものではなかったが、福富はどんな顔で、不ふ審しんな言動の千幸を見ているのだろう？

　息苦しいような沈ちん黙もくに、耐たえられなくなった。

　そろりと視線を上げて、恐おそる恐る福富を窺うかがい見ようとして……突とつ如じよ視界に映り込んだ端整な顔に、声もなくビクッと背中を引いた。

「ッ！」

　驚おどろきのあまり、心臓が止まりそうになった。

　言葉もなく、顔を覗のぞき込まれるなんて思わなかった！　完全無欠ないい男なのに、予想外の行動をしないでほしい。

「ビックリした？　目が真ん丸だ。……避けられると淋さみしいなぁ」

　隠しようもなく驚きを表しているだろう千幸を見ながら、嬉うれしそうにそう言って笑う福富は、イタズラを成功させた子供みたいだ。

「す、みません……」

「ほら、また謝る。仕方のない子だなー」

　子……だと？

　まさか、この男にとっては子供を相手にしている感覚なのかと、頰ほおを引き攣つらせる。

　確かに、大だい企き業ぎようの役員クラスを務めている二十六歳の福富にしてみれば、着ぐるみバイトという二十歳はたちの千幸など、子供っぽく見えるかもしれないけれど……。

「きみは、油断したらうつむくんだな」

「ぁ……」

　またしても千幸の前髪に触ふれようとしてか、スッとこちらに伸びてきた福富の手を、背中を反らして逃げた。

　今度は、それほど不自然な動きではなく……さり気なく避けられたはずだ。

　けれど、

「うん？」

　千幸が回かい避ひしたことに気づいたのか、手を引いて自分の顎あごの下に触れさせた福富が、ほんの少し首を傾かしげるのがわかる。

　チラリと目を向けた千幸は、福富と視線が合う前に慌てて明後日あさつてのほうへと逸そらした。

「……着き替がえの途と中ちゆうで時間を取らせて、すまなかったね。では、また」

「あ、はい。お疲つかれ様です」

　福富と佐々原が、言葉を交かわす。

　ようやく福富が出て行ってくれそうな気配にホッとして、無言で頭を下げた千幸は強こわ張ばっていた肩かたの力を抜ぬきかけた。

　それを見み透すかしたかのように、足元を睨にらむ目の前に大きな手のひらが映り込んだ。

「！」

「百鬼くんも、お疲れさま」

　ビクッと全身を硬直させた千幸の目の前で、その手が軽く左右に振られる。

　そんなふうに注意を引かれても、顔を上げることはできない。福富と目を合わせるのが、怖こわい。

「は、はい」

　かすれた声でなんとか言い返して、早くここから出て行ってくれることを願った。

　それ以上千幸に構うことなく、福富は踵きびすを返して出入り口に向かう。ドアが閉められて……全身の力が抜けた。

「うお、どうした百鬼？」

　ペタリと床ゆかに座り込んだ千幸に、佐々原が驚きの声を上げる。

　どうした？

　そんなこと、千幸のほうが聞きたい。福富の気配がなくなった途と端たんに膝ひざが笑ってしまい、立っていられなくなったのだ。

　千幸はなにも言えないままだが、佐々原はそれらしい解かい釈しやくをしてくれる。

「いやぁ、なんかあの人、噂うわさに違たがわぬ妙みような神こう々ごうしさっていうか……独特の『ありがたい』って感じのオーラを漂ただよわせていたから、気け圧おされるのもわからなくはないけど。芸能人でもないのに、あんな人いるんだなー。マジで『福の神』って感じ」

「……キラキラで、怖い……」

「あははは、確かにヤバいくらいキラキラ輝かがやいてた！　でも、怖いってなんだよ」

　真しん剣けんな顔で零こぼした千幸のつぶやきを、佐々原は豪ごう快かいに笑い飛ばしたけれど、千幸は一ミリも笑えなかった。

　最後の最後、目が合わないように必死で視線を逸らしていた千幸の視界の隅すみで、福富が意味深な微び笑しようを浮かべていたように見えたのは……目の錯さつ覚かくか？

　それも、王子様にそぐわない、なんとなく意地の悪いブラックな笑えみだったような気がするのは、被ひ害がい妄もう想そうだろうか。

　なんにしても、怖い。怖すぎる。

　福富の振ふり撒くキラキラの残ざん滓しが、未いまだに室内に漂っているみたいで……それも、怖い。

　唯ゆい一いつの救いは、今後は福富と個人的に接する機会などないだろうというところだ。

　常に大勢の人に囲まれている……この後も従業員に挨あい拶さつをして回るはずのあの男は、一いつ介かいの着ぐるみバイトのことなど、数時間後には忘れているはずだ。

　……これまでの二十年、自分の周りには一人もいなかった類たぐいの人物のインパクトは、ただひたすら『強きよう烈れつ』の一言で。

　千幸のほうは、しばらく忘れられそうにないけれど。










《二》







　福富と、個人的に接する機会など二度とないはず。

　面と向かって、会話を交わすこともないだろう……という千幸の予想は、初対面の二日後に裏切られてしまった。

「……な、なんでここにいるんだろう」

　仕事を終え、帰り支じ度たくをして従業員用の建物を出た千幸は、通路の先に立っている長身の男に眉まゆを顰ひそめて足を止めた。

　陽ひが落ちて、パーク内の照明はナイトモードに切り替かわっている。日中より乏とぼしい光の中にいても、その男の周囲だけは妙にキラキラ輝いているみたいだった。

　従業員通路が目立たないよう、たっぷりと葉を茂しげらせた立ち木がその姿を半分ほど隠かくしているけれど、アレは福富皇輝に違いない。

　あんなに存在感のある人間は、福富以外に知らない。

「うー……どっかに行ってくれないかな」

　そこからいなくなってくれ……という念を送ってみても、福富が動く気配はなかった。

　このままでは、福富の脇を通ることになる。いくら苦手でも、無視して走り抜けるわけにはいかない。

「仕方ないな。あっちから出よう」

　遠回りになるので面めん倒どうだが、別の出入り口を使おう。

　そう決めて身体からだの向きを変えようとした瞬しゆん間かん、千幸のつぶやきが聞こえたかのように福富が通路の奥を覗き込んできた。

　絶対に、聞こえない距きよ離りと音量だったはずなのに……恐ろしいまでの勘かんの鋭するどさだ。

　おれは、あの人に気づかなかった！　見ていない！

　そう自分に言い聞かせて逃にげ去ろうとしたけれど、福富に名前を呼ばれてしまう。

「百鬼くん！」

　福富の声は、やけに通りがいい。聞こえなかったふり……をするのは、あまりにも不自然だった。

　仕方なく身体の動きを止めた千幸に向かって、福富が大おお股またで近づいてくるのがわかる。

「お疲れ様」

「……お疲れ様です」

　低く、耳みみ馴な染じみのいい声で話しかけられて、視線を福富のネクタイあたりにさ迷わせながらポツポツと答えた。

　足元に視線を落としたいところだが、また「顔を上げろ」と頭を摑つかまれる危険は回避したい。千幸にとっては、これがギリギリの妥だ協きよう策だ。

「あの、失礼します」

　ボソッと口にした千幸は、軽い会え釈しやくを残して福富の脇わきを通り抜けようとした。

　逃とう走そうは失敗してしまったが、最低限の接せつ触しよくで済ませよう……と思ったのに、

「ちょっと待て」

　と言いながら腕うでを摑まれてしまい、ビクンと身体を硬こう直ちよくさせる。

　長なが袖そでのシャツ越ごしに、福富の指の感かん触しよくがハッキリと伝わってくる。それだけでなく、体温まで布を通して浸しみ込んできて……頰ほおを引き攣つらせた。

「な、なんでしょうか」

「もう、帰るだけだよね」

「……はい？」

　質問の真意が読めなくて、戸と惑まどいながら小さくうなずく。

　その直後、用事があって急いでいるとか、尤もつともらしい逃げ文句を口にしなかったことを後こう悔かいした。

「じゃあ、少しつき合ってくれ。こっちの閉園後、十九時以降に『West』のほうへ行ったことはある？」

「は、入ってすぐの時に、見学に……」

　クローバーパークは、デイタイムは一つの大きな複合施し設せつだけれど、十九時以降のナイトタイムは『West』と『East』に分けられる。

　千幸が勤務する『East』は主に子供向けの施設が集められているので閉へい鎖さされるが、『West』は二十三時までナイター営業がされるのだ。

　観覧車やメリーゴーラウンドは、大人向けに落ち着いた色味のイルミネーションが施ほどこされる。ホテルと、その付属施設である天然の草木に覆おおわれたラグーンプール周辺ではアルコールも提供するバーカウンターが設しつらえられて、ジャズやクラシックの生演奏が行われる日もある……と、聞いている。

　佐々原は、友人や彼女を誘さそって『West』のほうで遊ぶこともあるようだが、千幸には未知の領域だ。

　そう口に出してはいないのに、福富はあっさりと看破してうなずいた。

「業務外で、個人的にはないってことだな。よし、ゲストとして招待しよう」

「えっ、怖……いえ、おれなんか、なんで誘って……」

　福富の言葉に困こん惑わくした千幸が、グイグイと腕を引いて逃げようとしても、肘ひじあたりを摑む福富の手は離はなれて行かない。

　この男は、なにを考えている？　まさか、そのためにここで千幸を待ち伏ぶせていたのか？

　福富の思おも惑わくが読めなくて、ただひたすら怖こわい。

　ジタバタと落ち着きのない千幸が、逃げたがっていることはわからないはずがないのに……更さらに強く福富の指が腕に食い込んできて、情けないことに泣きたい気分になってきた。

「……そんなに嫌いやだ？」

　これまでの朗ほがらかな口調ではない、ポツリとつぶやく低い声が頭上から落ちてきて、千幸はピタリと動きを止めた。

　反射的に顔を上げると、福富とバッチリ視線が絡からんでしまう。

　千幸と目が合ったことで、ふっ……と唇くちびるに微笑を浮うかべた福富は、少しだけ背を屈かがめて千幸の耳元に口を寄せてきた。

「この前も今も、逃げたくて堪たまらないって感じだな。俺ね、誰だれかに避さけられるの初めてなんだ。意味もなく近づこうとする人間は、掃はいて捨てるほどいたけど……」

　穏おだやかな口調だ。威い嚇かくしようとか、千幸を脅おどそうとしているわけではない。

　そうわかっていても、ゾクゾクと背筋を悪お寒かんに似たものが這はい上がった。なにを考えてそんなことを口にしたのか、言葉の真意が読めないのが恐おそろしい。

「す、すみません。でも、福富さんが悪いとか嫌ってわけじゃ、なく……て。おれに、問題があるだけで」

　怖い。今すぐ逃げ出したい。

　なのに……身体が動かないし、巧たくみな逃げ口上も思い浮かばない。

「問題？　ふーん……なんとも意味深だな。まぁ、いい。俺が嫌じゃないのなら、断る理由はないよね」

　王子様然としたやんわりとした雰ふん囲い気きなのに、意外と強ごう引いんな人らしい。千幸に尋たずねるのではなく、勝手に決めつけている。

　このまま福富のペースに巻き込まれるわけにはいかない……という危機感に背中を押され、他人とのコミュニケーションが苦手な千幸にしては最大限の努力で反論する。

「理由っ、あります。それは……おれなんかに関かかわらないほうが、福富さんのためですから」

「どうして、そんなふうに？　俺が納なつ得とくできるように説明してくれたら、今日のところは断念して出直すけど」

「う……それ、は……」

　福富が納得できるように、この場で説明？

　無理だ。絶対に、無理。もともと口下手な千幸が、咄とつ嗟さにそれらしい詭き弁べんなど思いつくわけがない。

　口を噤つぐんだ千幸は、恐る恐る福富に目を向けて……諦あきらめの吐と息いきを零こぼした。

　言葉に詰つまった千幸の負けだと、笑えみを深くした福富の表情が語っている。

「行こうか。二十歳はたちになっているんだから、少しくらいのアルコールは大だい丈じよう夫ぶだろ？　今だと気候がいいし、ラグーンプールサイドのバーは気持ちいいよ」

　千幸の個人情報は履り歴れき書で確かく認にん済みだと、言外に匂におわされ……抗あらがう気力を失った千幸は、肩かたを落として福富に従った。










「どうぞ。規定より軽めに作ってもらったから、アルコールに慣れていなくても大丈夫だと思うよ」

「はぁ……いただきます」

　オレンジ色の飲み物が注がれたコロンとしたグラスを差し出されて、小さくうなずく。グラスの縁ふちには細工切りが施された生のオレンジが飾かざられ、蝶ちようを模かたどったストローが添そえられていて、女性が好みそうな華はなやかなドリンクだ。

　でも、きっと千幸には似合わないもので……目の前にあることさえ、申し訳ないような気分になる。

　水辺のテラス席は、各テーブルの会話が聞かれない程度に間かん隔かくが設けられていて、プライバシーが確保されている。

　それでもやはり福富の存在は目立つようで、チラチラと他ほかのテーブルにいる人からの視線を感じた。

　千幸をここに連れてきた理由は未いまだにわからず、どうしても謎なぞだ。

　いつから、従業員通路のところに立っていたのだろう。誘うのは誰でもよくて、たまたま通りかかった千幸に声をかけたふうでもない。

　疑問はたっぷり渦うず巻まいていても、どう尋ねればいいのか悩なやむばかりで、一つも口に出せなかった。

　二十歳にもなって、人見知りを言い訳にするのは限界があるだろう。コミュニケーション能力に問題があるなど、誰に言われるまでもなく自覚している。

　沈ちん黙もくを誤ご魔ま化かすようにストローを吸っていると、小さなカクテルグラスを手にした福富が口を開いた。

「……百鬼くん、って変わった名前だよね」

「そう……ですね。今のところ、親しん戚せき以外に同じ名前の人は知らないです」

　ここで口を噤むからダメなのだ。福富さんの名前は……と話題を投げ返すべきだ、と頭ではわかっていても実行に移せない。

　でも、積極的にこの人と親しくなりたいわけではないので、これでいい。

　福富が、千幸と一いつ緒しよにいてもつまらないと感じて、早くこの場から解放されるように祈いのるのみだ。

　そんな千幸の思惑をよそに、福富は面めん倒どうそうな素そ振ぶりを見せることなく言葉を続けた。

「下の名前は、千幸……だっけ？　そっちのほうが呼びやすいな。うん。千幸って呼ばせてもらおう」

「え……」

　親しげに、ファーストネームで呼ばれる意味などないのでは。

　驚おどろいた千幸は、銜くわえていたストローから口を離して福富に顔を向けた。

　そうして千幸がわかりやすく反応したせいか、福富はクスリと笑って「そうだ」となにやら思いついたように口を開く。

「千幸も、皇輝って呼んでくれていいよ。福富って名前は、『ふ』から始まるせいか少し言い辛づらいだろ。知人友人は、たいてい下の名前で呼ぶから」

「そんな……図ずう々ずうしいこと、できません」

　千幸は従業員であり、福富の言う『知人友人』の括くくりには入れない存在だ。

　ぎこちなく首を横に振ふって拒こばんだのに、福富は「そうしよう。決定」と勝手に決めつけてしまう。

「千幸は、いい名前だな」

「……不幸って字に似てると思いますけど」

　常つね日ひ頃ごろ考えていることを、ついポロリと零してしまった。

　福富が、「ん？」と不思議そうに目をしばたたかせたことで自分の失言に気づき、千幸は慌あわててフォローを試みる。

「って、子供の頃ころからよく言われてて……その通りだと、おれも思いますが。えっと……」

　同じ言葉を聞かせた時の佐々原みたいに、「なんだそれ、面おも白しろいな！」と笑い飛ばしてくれればいいのに、福富は真顔で千幸を見ている。

　とてつもなく気まずい……。

「千幸と、不幸かぁ。確かに、字じ面づらは似てると言われればそうかもしれないけど、意味合いは全然違ちがうだろう。千の幸せなんて、親おや御ごさんの願いを感じる」

　テーブルの上に、指先で『千幸』『不幸』と並べて書いた福富は、そう言って苦く笑しようを滲にじませた。

　千幸の父親も、従兄弟いとこたちも……百鬼の家系に生まれた男子は、『鬼』を抑よく圧あつしようとするかのように、名前に『幸』や『福』といった字を使われることが多い。

　婚こん姻いんによって苗みよう字じが変わる可能性が高い女子とは違い、生しよう涯がい『鬼』と離はなれられない男子に対する苦肉の策らしい。

　暗いとか辛しん気き臭くさいと言われて、「不幸くん」と呼ばれていた幼少時を思い出せば、福富皇輝という煌きらびやかな名前の人間にはわからないだろうと八つ当たりしたくなる。

「おれは、名前……好きじゃないです」

　そんな自分が嫌いやで、福富と一緒にいることがこれまで以上に息苦しくなり、グラスに直接口をつけてオレンジ風味のドリンクを一気飲みする。

　テーブルにグラスを置いた千幸は、バッグから財さい布ふを出した。

「ご馳ち走そう様さまでした。これ……おいくらですか」

「千幸に払はらわせる気はないから、財布は片づけるように。そんなに、急いで帰ろうとしなくてもいいだろ」

　財布を片づけろと言いながら、福富の指が手の甲こうに触ふれる。

「っ！」

　かすかな電流のような刺し激げきが走ったように感じて、目を瞠みはった千幸はビクッと大きく手を震ふるわせた。

「あ……」

　その弾はずみで財布を足元に落としてしまい、慌てて身を屈かがめた。早くここから逃にげたいのに、なにをやっているのだろうと自分自身に歯は痒がゆくなる。

　財布を摑つかんで頭を上げようとしたところで、福富の声が降ってくる。

「……おっと。頭、危ないよ」

　テーブルにぶつけそうになったのを庇かばってくれたらしく、後頭部を包み込むように大きな手に触れられて、カーッと顔が熱くなった。

　目の前で派手に転んだことといい……どん臭くさいというか、注意力に欠けていると思われたに違いない。

　でも、福富に庇われなければ思い切り頭をぶつけていたのは確かだ。普ふ段だんの千幸なら、間ま違ちがいなく強打して涙なみだ目めになっていた。

「す、みません。……慣れていますから、放ほうっておいてくれてもよかったんですけど」

　上半身を起こしてイスに座り直した千幸は、ギュッと財布を握にぎってボソボソ口にする。

　直後、「こら」と言いながら福富の手に頰ほおを挟はさまれて、顔を横に向けられた。

「なに……っ」

「まずは、ありがとうと言ってほしいな。慣れてるって、そんなにしょっちゅう転んだりぶつかったりしているのか？」

　ギュッと両手で頰を摘つまんで引っ張られ、目を白黒させた。

　意識的にスキンシップを避さけていることもあり、千幸にこんなふうに触れてくる人間は、同じく『百鬼』の血を継つぐ従兄いとこくらいだ。

　同族には影えい響きようが少ないけれど、それ以外の人間だと、接せつ触しよくが深くなればなるほど相手に『厄やく』が降りかかるのだから……。

「は、離してください。おれに触さわらないほうが、いい……から」

「なんで？　接触で感かん染せんする、厄やつ介かいなウイルスとかを持ってるわけじゃないだろ？　健けん康こう診しん断だんは、問題なしだった」

　焦あせった千幸が身を引こうとしても、福富は許してくれない。ますます顔を近づけられて、顔面がどんどん熱くなる。

　こんなに近くで誰だれかと顔を突つき合わせるなど、身内以外にない。同性だとか関係なく、心臓がドキドキして苦しい。

「んー……千幸、よく見たら綺き麗れいな顔だな。前まえ髪がみ、もう少しスッキリさせたほうがいいんじゃないか？　顔を隠かくすみたいにしているの、もったいない」

「き、綺麗……って、あり得ない……。なにより、福富さんに言われたくないです」

　そんなこと、初めて言われた。

　それも、老ろう若にやく男なん女によが美形だと口を揃そろえるであろう福富の口から出た言葉を、そうですかと素す直なおに受け止められるわけがない。自分の顔を鏡で見て、そう言えばいいのに。

　ジッと見み詰つめてくる福富との距きよ離りが、近い。

　離れたい。いや、少しでも早く離れなければ！

　パニック状態の千幸が、おろおろしながら必死で顔を背そむけようとしても、福富は許してくれなかった。

「だから、逃げないでほしいんだけど。綺麗って言い方が気に入らないのなら、俺の好みだって言い替かえようか。個人的な好みだったら、一いつ般ぱん的な美び醜しゆうの問題じゃなくなるから否定しないだろう？」

「そ……れは……」

　反論の材料を思いつかなくて、絶句してしまった。

　好み？　こんな顔が？

　……信じられない。

　冗じよう談だんでなければ、悪あく趣しゆ味みなからかい方をされているとしか思えなかった。

「ひ、人が悪いです。そんなふうにからかうなんて」

　震える指でなんとか福富の手を引き剝はがして、顔を背ける。千幸の指の震えが伝わったのか、今度はすんなりと解放されてホッとした。

　テーブルの上でギュッと拳こぶしを握っていると、福富が大きく息をついた。

「はぁー……信じてくれないかぁ」

　まだ、千幸をからかう気か。それとも……別の意図がある？

　恐おそる恐る福富の様子を窺うかがうと、思いがけず真しん摯しな目でこちらを見ている福富と、視線が絡からんでしまった。

「なんだろう。千幸が気になるんだ。気に入った……って言い方をしたら、またからかってるのかって怒おこられそうだけど」

「からかわれているとしか、思えないです。だって、おれが福富さんに気に入られる要素なんて、どこにもな……」

「皇輝だってば。そう呼ぶまで、離さない」

　そう言いながら、テーブルの上に置いてある手をギュッと握り締しめられて、声もなく目を見開いた。

　驚おどろきを露あらわにしているだろう千幸に、福富は真意の窺えない笑えみを向けてくる。

　夜なのに……キラキラ光を放っているみたいで、怖こわい。

　からかっているのでなければ、性質たちの悪いイヤガラセだとしか思えない。王子様みたいな爽さわやかで優やさしそうな見た目なのに、とんでもないいじめっ子だ。

「っ……離してください。福富さんっ」

「うーん？　千幸がなにを言ってるのか、聞こえない」

　すっ呆とぼけた台詞せりふに、泣きそうな気分になる。

　離してほしい。なにより、福富のためだ。千幸にそんなふうに触れていたら、どんな不幸が降りかかるかわかったものではない。

　でも……そんなこと、説明できない。

　福富の手は大きくて、すっぽり包まれた右手がじわじわと熱くなってくる。

　右手だけではなく、何故なぜか……あの忌いま々いましい痣あざに熱が溜たまり、ジンジン痺しびれているような気がする。

　どうして？　普ふ通つうにしていたら、存在を意識することなどないものなのに。

　猛もうスピードで全身を巡めぐる血が、際限なく熱を上げるみたいで……自分がどうなるのかわからなくて、怖い。

「こ……皇輝、さん。ホントにもう、離してくださ……い」

　情けなく上うわ擦ずった声を、みっともないと考える余よ裕ゆうもなかった。泣きそうになりながら、離してくれと訴うつたえる。

　すると、パッと福富の手が離れて行った。

「はい、了りよう解かい。……俺に触られるの、そんなに嫌？」

　静かに尋たずねられて、千幸は躊躇ためらいがちに首を横に振ふる。

　福富を嫌きらっているわけではない。苦手だとは思うけれど、嫌だと強く拒きよ絶ぜつするほどではなくて……。

「福……皇輝さんに触られるのが嫌なんじゃなくて、おれとあまり接触しないほうがいい……と思うだけです」

　問題は、千幸側にあるのだ。

　言葉を切ってギュッと奥歯を嚙かむ千幸に、福富は仕方なさそうに息をついた。

「また、それか。理由は……答えてくれそうにないな。まあ、急がなくていいか。そのうち、口を割ってもらおう」

「え？」

　そのうち？　こうして誘さそいかけてくるのは、今回だけでは……。

　耳に入った言葉に、唇くちびるを引き結んだまま目を見開く。福富に聞き返すことができないでいると、テーブルの脇わきに誰かが立つのがわかった。

「ご歓かん談だん中に、失礼します。あの、個室にいらっしゃった北ほく部ぶ興こう産さんの社長が、ご挨あい拶さつをしたいと仰おつしやっていまして……」

　バーのウエイターの制服ではなく、黒いスーツ姿の男性だ。年ねん齢れい的にも、ホテル側の責任者だろう。

　福富は、「見つかったか」と嘆たん息そくして席を立った。

「今はプライベートなんだけどなぁ。仕方ない。千幸、好きなドリンクを頼たのんで少し待っててくれるかな」

「いえっ、おれ、もう帰りますから……失礼しますっ。ありがとうございました」

　バッグを摑つかんだ千幸は、勢いよく立ち上がって福富に頭を下げる。ここを離はなれるきっかけをくれた社長とやらに、感謝だ。

「楽しかった。また誘うよ」

　福富のそんな言葉にはなにも答えられず、もう一度頭を下げてテーブルを離れた。

　楽しかっただと？　あの、会話……にもなっていなかったはずのやり取りの、どこが楽しい？

「やっぱり、悪趣味なからかいっていうか、イヤガラセ……？」

　昼間の様相とは異なる、青と白を基調としたシックなイルミネーションのメリーゴーラウンドを横目で見ながら、足早に歩く。

　ふと、千幸の顔を覗のぞき込んだ福富が笑いながら口にした、「誰かに避けられるのは初めてだ」という台詞を思い出した。

　千幸が逃にげようとしたから、変にムキになっているだけだろうか。いや、でもそんなことでわざわざ待ち伏ぶせまでするか？

　クローバーパークの管理責任者という肩かた書がきだけでなく、本社の広報活動や新たな施し設せつの計画にまで携たずさわり……と、佐々原から伝え聞いた話だけでも、多た忙ぼうな人だと想像がつく。

　そんな福富が、千幸をからかったりイヤガラセしたりすることを目的に貴重な時間を割さくなど、考えられない。

　では、なにがしたいのだろう？

「……わかんない」

　キラキラのあの人がなにを考えているのか、本気でわからなくて怖い。

　それに、なにより……。

「キラキラした綺き麗れいな人を、おれの『厄やく』に巻き込んじゃいけない……し」

　福富には、不幸など似合わない。千幸の纏まとう、どんよりとした『厄』のオーラで侵おかすわけにはいかない。

「まぁ、どうせ……あんなこと言ってても、おれなんかをまた誘う気にはならないだろうな。絶対、無む駄だな時間だと思うし」

　どんな気まぐれで千幸に近づいてきたのかは不明だが、早々に見限って他ほかに興味を移してくれることを願うのみだ。










《三》







　築年数が三十年を超こえる１Ｋのアパートは、あちこちにガタがきている。扉とびら脇わきにあるレトロな呼び鈴りんは、千幸が入居する前から壊こわれていて使用不能だ。

　だから、訪問者は扉をノックするしかなくて……台所でインスタントコーヒーを淹いれようとしていた千幸は、すぐ近くにある扉をリズムよくノックする音が耳に入ったことで、手に持っていたマグカップを置いた。

　ここに千幸を訪ねてくる人は、身内くらいだ。

　でも、両親なら事前に連れん絡らくがあるはずだし、可能性のあるもう一人……従兄いとこの貴幸は、このところ忙ぼう殺さつされていて職場に缶かん詰づめ状態だと先日送ってきたメールで嘆なげいていたので、突とつ然ぜん訪ねて来ることはないと思う。直近に、宅配便や郵便を受け取る予定もない。

　困こん惑わくしていると、急せかすように再びノックが響ひびく。

「は、はい？」

　朝っぱらから、誰だれだ？　と訝いぶかしく思いながら扉を開けて……驚きのあまり、ピタリと動きを止める。

　扉脇に立っている人物は、爽やかな朝あさ陽ひを浴びて、これまで以上にキラキラと光を纏っているみたいだ。

　どうして、この人がここにいる？　夢……幻まぼろしだろうか。

　千幸はあまりの現実感のなさに、ドアノブを握にぎったままの体勢で言葉もなく啞あ然ぜんと立ち尽つくす。

「やあ、おはよう千幸」　>>>♥

「っ！」

　ニッコリと笑いかけながら名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、硬こう直ちよくが解けた。

　夢や幻ではない。実体のある本物だ！

　我に返った千幸は、慌あわてて摑んでいるドアノブを引こうとしたけれど、

「って、こらこらドアを閉めようとしない」

　苦く笑しようしたキラキラの男……福富が、ドアの隙すき間まから割って入ってくるほうが早かった。

　千幸はビクッと身体からだを震ふるわせて、大きく一歩足を引く。身構えた千幸の頭から足元まで視線を走らせた福富は、ふっと笑えみを深くした。

「休日だから寝ね坊ぼうしているかな、と思ったけどきちんと起きてたんだな。パジャマ姿を見られなくて残念だ」

「残念……？」

　福富の言葉に頰ほおを引き攣つらせた千幸は、シンプルなパーカに着古したジーンズという服装だ。ラフなものだが、朝食前に着き替がえていてよかった。パジャマ姿のままだったら、どんな言葉でからかわれたか想像もつかない。

「なんの御ご用ようですか？　こんなところ……に」

　住所は……福富の立場なら、履り歴れき書を見ることもできるだろうから、きっと簡単に知ることができる。

　でも、千幸が休みだということを把は握あくしているということは、わざわざシフトまで調べたとしか思えない。

　その上で、朝っぱらから訪ねてくるなど、福富と係かかわりたくない千幸にとっては謎なぞを通り越こして恐きよう怖ふだ。

　親しい友人がいなくて、身内以外の人がここを訪ねてきたことなどないので、どんなふうに対応すればいいのかもわからない。

「こんなところって、いいアパートだと思うけど。今日の予定は？」

「図書館……に」

　咄とつ嗟さに噓うそをつけなくて、バカ正直に答えてしまった。そのことを、福富が続けた言葉で後こう悔かいする。

「じゃあ、俺と遊びに行こう。朝食も、まだだろ？」

　蒸気を噴ふく電気ポットと、その脇に置いてあるマグカップを横目で見ながら問われて、無言で唇を引き結んだ。

　千幸の頭の中では、福富が口にした『遊びに行こう』という言葉がグルグルと駆かけ巡めぐっている。

　子供のような、無む邪じや気きとも言える誘さそい文句だ。そんなふうに声をかけられたことなど、小学校……低学年の頃ころ以来だった。

　応じることも拒きよ絶ぜつすることもできずに立ち尽くしていると、うつむく視界に福富の手が映り込む。

「千幸。顔を上げて。俺と出かけるの、嫌いや？」

　先日と同じように両手で頭を挟はさみ込み、自然な仕草で顔を上げさせられて、千幸は戸と惑まどいに視線を泳がせた。

　遊びに、と誘いかけてくる福富が、いつものスーツではなく白いシャツにブラックジーンズ、ライトグレーの薄うす手でのジャケットを身に着けていることに初めて気づく。

　これは、明らかに休日仕様だ。

　偶ぐう然ぜん福富も休みだったのか、千幸に合わせて休みを取ったのか……それは、ないか。たまたま休日で、千幸も休みだと知って押しかけてきたに違ちがいない。

　でも、なんのために？

　言葉通りに、千幸を遊びに誘うことが目的なら……酔すい狂きような人だ。

　少し話しただけでも、多忙な人が時間を割さいて構うような人間ではないとわかったはずなのに、どんな気まぐれだろう。

「千幸。返事は？」

　やんわりとした口調ながら、無言を貫つらぬくことを許してくれない空気で返答を促うながされて、千幸はしどろもどろに口を開いた。

「い……やじゃ、ないですけどっ。たぶん、絶対……福富さんが、つまらない」

「福富さんに戻もどってるよ。……嫌じゃないなら、いいよね。まずは、どこかでモーニングをして、そうだな……とりあえずドライブ。アパートの前に車を停とめてあるんだ。長く停めておけないから、行こう」

「え、でも……本気でっ？」

　遊びに行こうという誘いは、本気だったのか？　それも、今すぐこれから？　と戸惑いが増す。

　千幸は見るからに逃にげ腰ごしになっているはずだが、福富は端たん整せいな顔から笑みを消すことなく大きくうなずいた。

「もちろん、本気だ。靴くつはこれでいいか？　鍵かぎは？　ほら、早く戸と締じまりして」

「ちょ……と、待ってくださ……っっ。電気ポットのコンセント、抜ぬくからっ」

　早く早くと急かされて、慌てて出かけ支じ度たくをした千幸は玄げん関かん先さきに置いてある鍵を摑つかむ。福富が揃そろえた靴に反射的に足を入れると、腕うでを引いて廊ろう下かに連れ出された。

　千幸の手からスルリと鍵を引き抜いた福富が手早く施せ錠じようをして、「行くよ」と背中に手を押し当ててくる。

「あ……のっ」

「朝食は、和食派？　洋食派？　コーヒーを淹れようとしていたみたいだから、洋食でいいか。どこにしようかな。ゆっくりしたいから、混こんでないところのほうがいいなぁ……」

　ずいぶんとマイペースらしい福富は、戸惑う千幸を完全に無視してアパート前に停めてある黒い車の助手席を開けた。

　あまり車に詳くわしくない千幸でも、知っている。フロントを飾かざる『Ｌ』のエンブレムが、国産高級車の証あかしだということを……。

「はい、乗って。シートベルトを忘れないように。ドアを閉めるから気をつけて」

　福富は千幸を助手席のシートに座らせると、流れるような動作でドアを閉めた。車の前部を回り込むと、運転席に乗り込んで自身のシートベルトを装着する。手早くエンジンを始動して、静かに発進させた。

　あまりにも手て際ぎわがよくて、機き敏びんとは言い難がたい千幸は、反論したり逃げ出したりする隙すきを見つけられなかった。

「いい天気だね」

「はぁ」

　笑いながらそう言われても、気の利きいた相あい槌づちなど打てなくて……。

　胸むな元もとを斜ななめに横切るシートベルトを縋すがるように両手で摑み、なんでこんなことに？　と、泣きたい気分でピカピカのフロントガラスに視線を泳がせた。










「あれ、また赤信号に引っかかった。珍めずらしいなぁ」

　大きな交差点に差しかかったところで進行方向の信号が赤に変わり、福富が静かに停車させる。

　珍しい？　という言葉に首を捻ひねりながらチラリと運転席に視線を向けると、予期せずバッチリと視線が絡からんでしまった。

　千幸はなにも言わず慌てて目を逸そらしたけれど、福富は独り言の響ひびきだったつぶやきの続きを口にする。

「俺が車のハンドルを握っていたら、連続で赤信号に足止めされることなんか、滅めつ多たにないんだ。目的地までの五十キロくらいの道のりを、一度も停まらなかったこともある。そう言えば、感知信号も自分で変えたことはないなぁ。対向車か先行車が、俺の前に必ずいる」

「冗じよう談だん……」

「いや、本当に。今日みたいに、三連続で赤信号に遭そう遇ぐうするなんて貴重だ」

　福富は楽しそうに笑っているけれど、それはもしかして助手席に座っているのが千幸だから……ではないだろうか。

　千幸にとって、信号で足止めされるなど日常茶さ飯はん事じなのだ。青信号が続くことなどまずないし、父親の運転する車に乗っていた時に踏ふみ切きり故障に遭遇して、一時間も身動きが取れなかったこともある。

　唐とう突とつに「おれのせいだ」と言い出すこともできず、膝ひざに視線を落としたところで福富が言葉を続けた。

「赤信号も悪くないな」

「悪くない？　しょっちゅう停まるのって、もどかしくないですか？」

　楽しそうな口調を崩くずさない福富がなんだか不思議で、膝から視線を上げた。そろりと運転席を窺うかがい見ると、福富は口調そのままに微び笑しようを滲にじませている。

「急いでいるわけじゃないからね。それに、赤信号で停まった分、長く千幸を助手席に乗せていられる」

「そ、そういうのは、女性に言ってください」

　どぎまぎと福富の横顔から視線を逸らした千幸は、膝の上でギュッと拳こぶしを握にぎって硬かたい声で言い返す。

　他人から好意的に言われることなど慣れていないので、どう言い返すのが正解なのかわからなくて無ぶ愛あい想そうな調子になってしまった。

　自然な口調でサラリと語った福富は、千幸に言われるまでもなく女性相手に言い慣れているのだろうけど……。

　千幸がそんなふうに考えたことが聞こえたかのように、福富が少し声のトーンを落として口を開いた。

「うーん……女性には言わないかな。変な期待をされたくないし」

　……さすが。

　誰だれもがモテると認めるであろう男は、言うことが違う。しかも、それが嫌いや味みに聞こえないあたり、千幸から見れば理解不能な宇宙人みたいだ。

「おれ相手だと……いえ……」

　変な期待とやらをされてもいいのか、と聞き返してしまいそうになり、語ご尾びを濁にごす。千幸こそ、『変』なことを言いそうになってしまった。

　違うだろう。同性の千幸だったら、そんなふうに受け取られるわけがないと、最初から問題外なのだ。

　やっぱり、人と接するのは苦手だ。特に、福富のように距きよ離り感かんが妙みように近い人間とは上手うまく話せない。

　もう黙だまっていたほうがいいかと、奥歯を嚙かんで視線を落とした直後。

「千幸、前の車……見て」

　ふと、福富の声がこれまでにも増してやわらかな響きになる。

　足元ばかり見ていた千幸は、見ろと言われたのが『福富』ではなく『前の車』だったことで、躊躇ためらいつつも顔を上げた。

「？……あ」

　前に停まっている車の後部座席に、大きな犬が二匹ひき乗っている。好こう奇き心しんが旺おう盛せいなのか、リアガラス越ごしに食い入るような眼まな差ざしでこちらを見ていた。

　優ゆう雅がな長い毛が特とく徴ちようの大型犬は、ゴールデンレトリバーだ。テレビやポスターでよく見る犬種なので、普ふ段だんは動物に縁えんのない千幸でも名前を知っている。

　クスクス笑いながら福富が手を振ふると、口を動かしながら頭が上下して……吠ほえている声が、少しだけ聞こえる。

「可愛かわいいな。やっぱり、赤信号で停まるのも悪くない」

　こんな些さ細さいなことで、赤信号を悪くないと言える福富に、千幸は目をしばたたかせる。

　千幸は、そんなふうに考えたことなど一度もなかった。信号や踏切で足止めされるたびに、また余計に時間がかかると……うつむいてばかりだった。

　佐々原にはネガティブすぎると言われたが、ずっとそういう環かん境きようで育ったのだから仕方がないとばかり思っていた。

　でも確かに、こちらが反応したことで嬉うれしそうにはしゃいでいる犬は可愛いと言えなくもないし……悪くはないかもしれない。

「犬、好きなんですか？」

　もしかして、ものすごく犬が好きなのかと、信号が青に変わって車を発進させた福富の横顔に向かって尋たずねた。

　前を見ていなければならない……こちらを向かないことがわかっているので、福富の表情の変化を観察することができる。

「まぁ……好きかな。俺が、っていうより昔っから動物に好かれる性質たちみたいでね。街中を歩いていても、犬や猫ねこやカラスまで近くに来て……ブレーメンの音楽隊みたいになる。ブレーメンの音楽隊、知ってる？」

「……知ってます」

　千幸が答えると、福富は無言で笑えみを深くした。

　なにがそんなに楽しいのか、やっぱりわからない。

　そういえばパークを視察していた時も、福富の頭上を小鳥が舞まっていた。少し距きよ離りが離はなれていて姿は見えなくても、福富がどのあたりにいるのか千幸にも察せられたくらい、彼の周りは賑にぎやかだった。

　人間だけでなく、動物まで自然と惹ひきつけられるようだ。きっと、福富の放つキラキラとした空気が心ここ地ちいいのだろう。

　陰いんに位置する自分とは対極の存在だからか、苦手で……離れたいと感じるのは、千幸くらいかもしれない。

「あの……どこまで行くんですか？」

　朝食のために、どこまで車を走らせるのだろうと不思議になってきて、そっと尋ねる。

　千幸なら、外で朝食の調達をするならコンビニエンスストアかファストフード店だ。福富にはあまり似合わないファストフード店を目指すとは考えられなかったが、せいぜい近所のカフェくらいだと思っていたのだ。

　アパートを出て、もう三十分以上も車を走らせている。行動範はん囲いが広くない千幸には、未知の土地だ。

「もう少しで着くよ。雑誌で紹しよう介かいされるような店じゃないんだけど、自家製のベーコンが絶品なんだ。天気がいいから、テラス席でもいいな」

　千幸が質問したことの答えからは微び妙みように外れていると思うのだが、改めて問い直す気にはなれなくて。

　福富の横顔から視線を逸そらすと、助手席側のサイドガラスを流れる車窓の風景を、ぼんやりと目に映した。
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「あそこが改装中なのは残念だったけど、次のお楽しみと千幸を連れ出す口実ができた。それに、路地の奥にあんな店があったとは……新たな発見だな。自家製のマフィンと農園もののダージリンファーストフラッシュ、美味おいしかったね」

　半歩前を歩く福富が、千幸に顔を向けて同意を求めて来る。直前の足元に視線を落とした千幸は、小さく頭を上下させた。

　確かに、焼き立てのイングリッシュマフィンと添そえられた自家製の苺いちごジャムや発はつ酵こうバターとの相あい性しようは抜ばつ群ぐんで、あんなに美味しいパンは初めて食べた。上品な風味の春摘つみダージリンも千幸が初めて口にするもので、ティーバッグの紅茶しか知らなかった千幸にとっては、言葉を失うほど美味しかった。

　それも、当初目的としていた店が改装の為ために臨時休業していて、たまたま入った路地の奥で見つけたこぢんまりとしたカフェで……という経けい緯いが、なんだか不思議だ。

　千幸だと、『やっぱりついていない』の一言でため息をついて踵きびすを返すと思うのだが、福富は違ちがった。

「どこか、別の店を探そう。うーん……自分の足に任せるか」

　なんとなく楽しそうにそう言って、取り出しかけていたスマートフォンをポケットに収めたかと思えば、戸と惑まどう千幸をよそに目的地を定めることなく歩き出したのだ。

　そして、ほんの数分で路地奥の小さなカフェを見つけてしまった。

「混こんで仕事が雑になるのを避さけたいし、騒さわがしいのも嫌きらいだからって、雑誌の取材を断ってるって言ってたね。偶ぐう然ぜん存在に気づけたのは、運がよかったなぁ」

　福富は、元々の目的が叶かなわなかった不運などとっくに忘れて、新たな店との偶然の出で逢あいを幸運だと喜んでいる。

　気難しそうな初老のカフェ店主とは初対面にもかかわらず、いつしか自然と打ち解けて談だん笑しようし、帰り際ぎわには「また」の約束までしていた福富は……やはり、千幸にとって宇宙人か異世界の人間みたいだ。

「千幸？　起き抜ぬけに連れ回しちゃったから、疲つかれた？」

　立ち止まった福富が、背中を屈かがめて顔を覗のぞき込んでくる。ジリッと足を引いた千幸は、小刻みに首を左右に振った。

　予告なく顔を寄せないでほしい。見慣れない美形のアップは、心臓によくない。鼓こ動どうが乱れてしまう。

「いえっ。おれは、車に乗ってただけですし……福富さんこそ」

「誰だれって？」

　目を細めた福富は、千幸が口にした『福富さん』の呼こ称しようが気に入らないと……言外に告げている。

　端たん整せいな顔から微び笑しようは消されていないのに、妙みような圧を感じる静かな声に訂てい正せいを迫せまられて、コクンと喉のどを鳴らした。

「……皇輝さんのほうが、お疲れじゃないですか」

　渋しぶ々しぶ言い直すと、福富の纏まとう空気がふわりと和やわらぐ。千幸が素す直なおに従ったからか、実に満足そうだ。

「俺は、全然。少し散歩をしていこう。この小道を抜けたら海岸に出るって、マスターが言ってたね」

　先ほどのカフェのマスターから教えられた、海岸への近道だという路地をゆっくり歩くこと、五分弱。

　突とつ如じよ目の前が開けたかと思えば、海沿いを走る道どう路ろ脇わきに抜けた。

　片側一車線の緩ゆるやかにカーブした道路を渡わたった先には、半月状の砂すな浜はまと白波の弾はじける青い海が広がっている。

「うわっ」

　潮の香かおりを含ふくんだ海風が正面から吹ふきつけてきて、目元を隠かくすように覆おおっていた千幸の前まえ髪がみを大きく搔かき上げた。

　路地から抜けたこと、サンシェードになっていた前髪が無くなったこと、陽ひが海面に反射していること……。

　どれが一番の原因かはわからないけれど、目の前でキラキラとお日様が光り輝かがやいているみたいで眩まぶしい。

「んー……絶景。海水浴には少し早いけど、サーファーは元気だなぁ」

　海水浴場の海開きには、ずいぶんと早い。海の水はまだ冷たそうなのに、何人もの人がサーフィンを楽しんでいる。

　その様子を見て笑った福富が、突とつ然ぜん千幸の右手首を摑つかんできた。

「砂浜まで行こうか」

「えっ、なに子供みたいに……」

　千幸が戸惑いの声を上げてもお構いなしに手を引いて、通行する車が途と切ぎれた道路を早足で横断する。

　道路と砂浜を隔へだてる一メートルほどの段差を飛び降りると、「ほら、千幸も」と手を引っ張られて福富の後に続いた。

「うわ……」

　海はあまり好きではないけれど、子供の頃ころに家族で海水浴をしたことはある。

　ただ、その時はビーチサンダルを履はいていたので、シューズの底がサラサラの砂を踏ふむ感かん触しよくは初めてだ。

「ここまで来たからには、波打ち際まで行ってみよう」

「は……本気ですかっ？　福……皇輝さんっ」

「もちろん」

　砂に足を取られて思うように歩けない千幸をよそに、福富は砂を蹴けるようにしてリズムよく歩を進めて波打ち際に向かう。

　安物のスポーツシューズを履いている千幸とは違って、高級そうな革かわのシューズなのにお構いなしだ。

　外見の印象を裏切る、子供のよう……いや、ここに来る途と中ちゆう見かけた大きな犬みたいに、楽しそうだ。

「サラサラのいい砂だなぁ。でっかい砂山とか、作れそうだ。道具を使わず、手作業では難しいかな」

　しゃがみ込んだ福富は、手のひらに砂をすくって真顔で口にする。福富の育ちの良さが察せられる、綺き麗れいな長い指のあいだを零こぼれ落ちる砂を見ていた千幸は、目をしばたたかせてつぶやいた。

「……砂山……って」

　冗じよう談だんを言っている雰ふん囲い気きではない。この人は、もしここにスコップがあれば本気で巨きよ大だいな砂山作りに挑いどむだろう。

　容易にその姿が想像できてしまい、自然と頰ほおが緩んでしまった。　>>>♥

「千幸。……笑ったね」

　千幸自身も意識していなかった、かすかな笑えみを見み咎とがめられてしまったらしい。

　しゃがんでいた砂浜から立ち上がった福富が、真顔でマジマジと千幸を見下ろしてくる。

「あ、す、すみません。つい……バカにする気とかじゃなく、て」

　しまった。普ふ段だんは笑うことなどほとんどないのに、このタイミングで唇くちびるを綻ほころばせた上にそれを福富に見られてしまうなど、間が悪い。

　焦あせった千幸が、しどろもどろに言い訳を試みていると、福富は「なんで、すみません？」と苦笑して千幸の頰に指先を触ふれさせた。

「いいな。笑っているほうが、ずっといいよ。お人形みたいなクールな表情も綺麗だけど、笑ったら可愛かわいい」

「…………」

　綺麗？　可愛い……だと？

　スラスラと福富の口から出た言葉に、どんな反応をすれば正解なのかわからなくて唇を引き結ぶ。

「うん？　笑顔は一いつ瞬しゆんのボーナスか」

　千幸が頰を引き攣つらせたことに気づくと、福富はククッと肩かたを震ふるわせて冗談めかした口調でそう口にする。

　変な人だ。やっぱり、宇宙人。

　なにより、頭上から降りそそぐ太陽光や海面に反射する光よりも、福富の周りにある空気がキラキラ輝いているみたいで……めちゃくちゃに怖こわい。

「千幸？　なんで目を逸そらすかなぁ」

「なんでって……あんまり、おれと接せつ触しよくしないほうがいいと思います」

　福富から目を逸らした千幸は、頰にある福富の指からも逃にげる。こうして接するのは半日くらいなので、まださほど影えい響きようがないかもしれないけれど……これ以上、距きよ離りを縮めないほうがいい。

　きっと、赤信号に頻ひん繁ぱんに引っかかったのも、目的の店が臨時休業していたのも、千幸が一いつ緒しよにいるせいなのだ。

「だから、その理由は？　千幸は、俺と一緒にいるの嫌いやなのか？」

「おれは……」

　これまでより、少し低い声で質ただしてきた福富に答えようとした瞬しゆん間かん。

　バシャン！　と音を立てて、大きな波しぶきが襲おそってきた。避さける間もなく膝ひざから下に海水を被かぶり、びしょ濡ぬれになってしまう。

　波打ち際ぎわからは少し離はなれていたので、福富も千幸も油断していた。

「ッ！」

「……高波か」

　不意打ちに身み動じろぎ一つできなかった千幸とは違ちがい、福富は千幸の肩に手を回して自らが海に背を向けている。

　それが千幸を庇かばう体勢ではないかと気づき、慌あわてて福富の腕うでを摑んだ。

「なにやってんです。危ないと思ったら、自分が逃げるのが先でしょうっ？」

「危ないと思ったから、千幸を庇わなきゃ……って身体からだが動いたんだよ。砂浜だから、この程度で済んでよかった」

　靴くつも、ズボンもびしょ濡れなのに……千幸を見下ろす福富は、笑っている。しかも、この程度で済んでよかったなんて……千幸なら、笑えない。

「そんな顔をしなくても、車にタオルがあるから大だい丈じよう夫ぶだよ。それに、もう一つ幸運だったのは真冬じゃないことだな」

　福富は、自然な仕草で千幸の髪かみをクシャクシャと撫なでながらそう言って笑みを深くする。

　そんな顔と言われても、今の自分がどんな顔をしているのか、千幸はわからない。

「うーん……でも、庇ったつもりなのに、結局濡れ具合は同じくらいか。残念」

　千幸の足元を指差した福富が、本当に残念そうな顔と声で、そんなことをぼやくものだから……一気に気が抜ぬけた。

「今の、笑うポイントか？　攻こう略りやくは簡単そうじゃないなぁ、千幸」

「攻略……おれはゲームじゃないですけど」

「わかってるよ。ゲームなんかより、ずっと複雑そうだ」

　千幸のつぶやきに答えたそんな言葉と、

「とりあえず、車に戻もどろうか。誰だれかと出かけて、こんなに予定外なことに遭そう遇ぐうするのは初めてだなぁ。いろいろ新しん鮮せんで、面おも白しろい」

　海に背を向けて道路に戻りながら続けた福富の台詞せりふに、千幸はほんの少し眉まゆを顰ひそめる。

　ゲームより、複雑。

　新鮮で、面白い。

　福富は……これまで自分に降りかかったことがなかったであろう、小さな不運の数々を楽しんでいる？

　すべて、「だから運が悪い」という方向に捉とらえる千幸とは違って、「だからよかった」と、プラスに変へん換かんして……。

　こんな人、初めてだ。

　しかも、

「千幸。引っ張り上げてあげるから手を出して」

　そう手を差し伸のべてきた福富は、日光を背にしているわけではないのに、眩まばゆい後光が差しているように見える。

　足元がびしょ濡れでも、キラキラで……やっぱり、怖い。

「いいです。女性や子供じゃないんだから、これくらいの段差は自力で上がれます」

　無ぶ愛あい想そうに断りながら福富から目を逸らした千幸は、高くなっている道路に両手をついて砂すな浜はまにあった足を蹴り上げる。

　道路についた腕に力を込めながら、弾はずみをつけて身体を引き上げるつもりだったのに、シューズの底が丸いものを踏んで滑すべった。

「っ……！」

「おっと、道路にキスするよ。もったいない」

　福富の口から出たのはふざけた台詞だったけれど、二の腕を摑つかんで引き上げてくれたことでアスファルトに顔面を強打する危機を脱だつせられたのは事実だ。

「なにが……ああ、砂浜に空き缶かんがあったのか。海にゴミを捨てたのは誰だ」

「……すみません」

　福富の手を可愛げなく拒こばんでおいて、結局助けられてしまった。それが恥はずかしくて、道路に座り込んだ千幸はポツリと謝罪を零こぼす。

「千幸。言葉のチョイスを間ま違ちがえてるだろ」

「あ……」

　大きな手に頭を挟はさみ込まれて、顔を上げさせられた。

　千幸を見下ろす福富は、「意地を張るからだ」と嘲あざけるでもなく、小さな子供を窘たしなめて言葉を引き出そうとしているみたいな、優やさしい目をしている。

　だから、頭で考えるより先にスルリと言葉が溢あふれ出た。

「ありがとうございます」

「うん。……笑顔と、皇輝さんっていう一言がプラスされていれば、パーフェクトだったな。次に期待しよう」

　笑みを浮うかべながら冗談めかしてそう口にした福富は、ポンと千幸の頭に手を置いて屈かがめていた腰こしを伸ばす。

「立てるか？　車がきたら危ない」

「あっ、はい」

　引っ張り起こしてくれた福富の手を、今度は拒むことができなかった。

　手首に絡からむ福富の指から、ぬくもりが伝わってくる。

　体温を感じるほど近くで、誰かと接することには慣れなくて……だから、変に心臓がドキドキしているのだろう。

　女性は陰いん気きな千幸に話しかけても来ないし、スキンシップを仕かけてくる同性の友人もこれまではいなかった。……千幸がどんなに避けようとしても、懲こりず臆おくせず絡んでくる佐々原は、初めての例外だ。

　千幸の手を引いたまま道路を横断する福富の広い背中を、ジッと目に映す。

　こんなふうに接触することは、福富のためにならない。『次』の誘さそいは、絶対に拒まなければならない。

　そう、決意していたのに……。

「風か邪ぜをひくことはないだろうけど、すぐに熱いシャワーを浴びるんだよ。カフェのマスターとも約束したし、また行こう」

　アパートの前まで送ってくれた福富が、そう笑いかけてくるのに曖あい昧まいに頭を揺ゆらすことで応こたえてしまった。

　きちんとうなずくことはもちろん、ハッキリと首を横に振ふって拒きよ否ひすることもできなかった。

　福富は、明確に答えられなかった千幸に「仕方ないなぁ」とでも言いたそうな苦く笑しようを浮かべて手を振ると、ゆっくり車を発進させた。

　もう二度と一緒に出かけたりしない。

　声をかけないでほしい。

　冷れい淡たんにそう告げて、キッパリと拒まなければならないと、決意したはずなのに……。

「なんで……？　おれ、嫌いやだって、言えなか……た」

　福富は本気で、『次』の機会を作るつもりだろうか。今日と同じように、誘われたら……自分は、どうするだろう。

　……わからない。

　自分のことなのにこれほど不可解なのは初めてで、混乱するばかりだ。

　そういえば……今日は、わかりやすい不運に見み舞まわれなかった？

　いや、小さな『ついていない』ことはいくつもあったように思うが、すべて福富が「これでよかった」とか「運がいいな」と、強ごう引いんにプラスに変換してしまったのだ。

「……変な人。どんよりした『厄やく』オーラを振り撒まいているはずのおれといても、キラキラしてたし」

　福富がハンドルを握にぎる黒い車が視界から消えるまで、その場を動くことができなかった。










《四》







　……来た。

　周りに誰がいても、なにが起きていても、大して興味を示さない。

　アイドルグループの女の子たちが数人でパークを訪おとずれても完全無視するものだから、佐々原には「クールだよなぁ」と不思議そうに言われる。

　そんな千幸でも、あの男の強きよう烈れつな存在感は無視できないものだ。

「やあ、『クロすけ』と『トラたろ』。今日は、よろしく」

「…………」

　今日もキラキラしているスーツ姿の福富に爽さわやかに笑いかけられて、『クロすけ』に包まれた千幸は、大きな頭を軽く上下させた。

　千幸はよく知らないのだが、雑誌に福富のインタビュー記事と写真が掲けい載さいされるらしい。その写真に、クローバーパークのマスコットキャラクターである『クロすけ』と『トラたろ』も一いつ緒しよに写ってほしいと言われれば、一いつ介かいの従業員である自分が断れるわけがない。

　写真に撮とられるのは、子供の頃ころから嫌きらいだ。

　自分の意思とは無関係に発する『厄』オーラが写し出されてしまうのか、千幸の顔や身体からだに黒い靄もやがかかったり、集合写真でも千幸がいれば四よ隅すみが黒くぼやけたり……心しん霊れい写真のような不気味なものになったことは、数知れない。

　周囲に忌き避ひされるまでもなく、千幸自身がカメラを避さけるようになった。おかげで、遠足や修学旅行といった学校行事の写真には千幸の姿がほとんど写っていないのだけれど、それでいいと思っている。

　幸い今回は、全身をすっぽりと包む『クロすけ』がフィルターの役目をしてくれるので、妙みような写真にはならないはずだ。

　直じかに他人と接せつ触しよくせずに済む、という動機で何気なく応おう募ぼした着ぐるみアクターは、千幸にとってこの上ない適職だったのかもしれない。

　デジタルカメラだと思うのだが、大きなカメラを手にした女性を含ふくむ三人が、福富から少し遅おくれてやって来た。

　コツンと着ぐるみの頭が触ふれ合わされて、佐々原の声が響ひびく。

「見事に女ばかりだな。絶対、御おん曹ぞう司しが目当てだろ」

「ん……そう思う」

　佐々原に同意した千幸は、コクコクと小刻みにうなずいた。

　この三人の中には、インタビュアーも含まれていると思うのだが……関係者全員が、若い女性なのだ。

　それも、化け粧しようや髪かみ形がたにやたらと気合が入っているように見えるのは、被ひ写しや体たいが福富であることが理由に違ちがいない。

　この手のことに鈍どん感かんだと自覚している千幸が気づくくらいだから、当然福富も感じ取っているはずだけれど、見事な営業スマイルで対応している。

「まずは、メリーゴーラウンドの前でお願いします」

「はい。『クロすけ』と『トラたろ』の立ち位置は、私の左右でいいですか？」

　振り向いた福富に手招きされて、千幸は会話の為ために密着していた『トラたろ』から頭を離はなした。

　微び笑しようを浮かべた福富に、ギュッと強く手首を摑つかまれる。

「千幸……『クロすけ』は、右側に来て」

　グイグイと手を引かれて福富の右側に立ったはいいが、その手を離してくれないことに戸と惑まどった。

　今の千幸は、クローバーパークの人気者『クロすけ』だ。インタビューに添そえられる写真で福富と手を繫つないでいても、おかしいことではないはずで……でも、着ぐるみの生き地じ越ごしでも感じる福富の手の力強さに、落ち着かない気分になる。

　まさか、左手は佐々原……いや、『トラたろ』と繫がれているのだろうか。もしそうであれば、ますます『クロすけ』だけが距きよ離りを置くわけにはいかない。

　戸惑いと困こん惑わくが隠かくしようもなく顔に出ていると思うけれど、幸いにも『クロすけ』が隠してくれる。

「ありがとうございます。場所を変えて、もう一枚お願いします。ラグーンプールのあたりとか、どうですか？」

　カメラを手にした女性に問われた福富は、「いいですね」と答えて『クロすけ』の手首を摑んだまま歩き出した。

　左手は……？

　チラリと見み遣やった福富の左手は、フリーだ。『トラたろ』と手を繫いでいるわけではない。

　同じタイミングで千幸が福富に手を取られていることに気づいたのか、佐々原が小走りで千幸に並んできた。

「おいおい、ラブラブカップルかよ」

「ちがっ、違う」

　頭を寄せてくるなりそんなふうに言われて、慌あわてて首を左右に振った。

　重い『クロすけ』の頭を大きく振ったせいで、首が痛い。普ふ段だんは慎しん重ちように動いているのだが、うっかりしていた。

『クロすけ』の中で眉まゆを顰ひそめる千幸をよそに、佐々原はいつも通りの調子で言葉を続ける。

「ったく、御曹司はそつがねーな。女除よけの防ぼう護ご壁へきとして、見事な選せん択たくだ。着ぐるみを押しのけてまで、自分が隣となりに立とうなんて思えないよなぁ。こーんなファンシーな光景を目にしたら、毒気を抜ぬかれる」

「あ……」

　なるほど。佐々原に言われて初めて、千幸……いや、『クロすけ』が女性を拒こばむ無難な役割を果たしているのだと思い至った。

　佐々原の言うとおり、さすがの機転だ。

　反して、そんなことを考えられずにどぎまぎとしていた自分は……バカみたいだ。

「ふふ……『クロすけ』と『トラたろ』は、中の人も仲よしさんなんですね」

　ゆっくりと歩きながらコソコソ話していると、斜ななめ後ろから女性に話しかけられる。

　千幸の一歩前を歩いていた福富が、その言葉に反応して振ふり向いた。

「クローバーパークの看板猫ねこ、おっとりした『クロすけ』と元気のいい『トラたろ』は、親友なんですよ。ね？」

「……っ」

　中の人、という部分には触れることなく同意を求められて、千幸と佐々原は同時にコクコクとうなずいた。

　福富の言葉に、話しかけてきた女性は「あ」と零こぼす。

「ごめんなさい。私ってば、ずいぶんと野や暮ぼなことを言ってしまって……恥はずかしいわ」

「いえ、ちびっ子がいないところですので、お気になさらず」

　福富は一見愛あい想そよく笑いながら女性に答えたけれど、千幸と佐々原をチラリと見遣った目は笑っていない。

　佐々原もそれを感じ取ったのか、

「なんか……王子様から黒いモノを感じたぞ。鳥とり肌はだ立った」

　と、虎とら模様の着ぐるみに包まれた腕うでを擦さすっている。

　無ぶ遠えん慮りよで、深く考えていない能天気な楽天家……のようでいて、なかなか敏びん感かんなところがあるらしい。

　ラグーンプールに到とう着ちやくすると、カメラを構えた女性は無人のプールと南国を模した樹木を数枚撮ってから、ぐるりと周囲を見回した。

「昼間も素す敵てきですけど、ライトアップされたらますます綺き麗れいでしょうね。十九時以降は、こちらにバーカウンターが設置されるんですよね？」

「ええ。是ぜ非ひ、おつき合いされている方といらしてください。手て前まえ味み噌そですが、雰ふん囲い気きは悪くないと思います」

　福富を見上げて話しかけた女性に、そんな切り返しをするあたり……言外に脈ナシを告げているのだろう。

　ニッコリ笑う福富は、キラキラとした……童話に出てきそうな完かん璧ぺきな王子様を、具現化したようにしか見えない。

　一言で表すなら、『鑑かん賞しよう用』だと彼女も察知したのだろう。

　ふっと短く息を吐ついて笑えみを消したかと思えば、キリリとした凜り々りしい顔つきでカメラを構える。

「もう少し、左に寄ってください。まずは、福富さんお一人で二、三枚撮とらせていただいて……『クロすけ』と『トラたろ』もご一いつ緒しよに、お願いします」

　見事に仕事モードへ切り替かわった女性に指示されるまま、少しずつ立ち位置を変える福富を、小さなアイホール越しに眺ながめた。

　いつも、こんなふうに女性を躱かわしているのだろうか。千幸のことは……強ごう引いんかつマイペースに連れ出したくせに。

　千幸の前で見せる顔と、女性に見せるビジネスモードの顔はずいぶんと違って見えて、戸惑う。

　どこが、どんなふうに……？　と、具体的にはわからないけれど空気が異なっている。

「なんつーか、やっぱ福富さんはオンナ慣れしてるよなぁ。モテまくってるだろうから、当然だろうけど」

「そ……だね。おれとは大おお違ちがい」

　ポツリとつぶやいた一言は、『クロすけ』の頭の内部に籠こもって聞こえないと思っていたのだが、佐々原の耳まで届いてしまったらしい。

「おまえみたいな草食系が好きな女も、いるって！　あ、なんなら俺の彼女の友達、紹しよう介かいしてもらうか？　可愛かわいい子ばかりだぞ」

　グイグイと『トラたろ』の頭を擦こすりつけられて、眉を顰めた千幸は両手で胴どう体たいを押し戻もどした。

　親切心からの言葉だということはわかるが、余計なお世話だ。

　千幸は、福富のようにモテたいと思ったことなど一度もないし、彼女を求めているわけでもない。

「遠えん慮りよする。絶対、アッチからお断りされるから。おれなんかと引き合わせたことで、彼女が友達に恨うらまれたら可か哀わい想そうだし」

「相変わらず、ネガティブくんだなー……」

　呆あきれたようにそう言われて、無言で顔を背そむけた。

　ネガティブでも自じ虐ぎやく発言でもない。事実だ。

　気の利きいた会話ができるでもなく、よくないことが頻ひん繁ぱんに起きる。こんな陰いん気きな人間の傍そばにいたいと思う、変わり者の女性などいないだろう。

　懲こりることなく千幸に絡からむ佐々原は例外だし、千幸と一緒にいて楽しそうな福富は……変人、いや宇宙人だ。

「おーい、『クロすけ』と『トラたろ』、こっちに来てくれますかー？」

「は、はい。行こう、『トラたろ』」

　カメラを手にした女性に呼ばれ、佐々原を促うながして慌てて駆かけ寄ろうとして……木の根に躓つまずいた千幸は、派手に転んでしまった。

「ッ……うぅ、また」

　すっぽり身を包む『クロすけ』のおかげで衝しよう撃げきはさほど大きくなかったが、恥ずかしくてすぐに動けない。

　足音が近づいてきて、すぐ傍に誰だれかがしゃがみ込むのがわかった。

「千幸、大だい丈じよう夫ぶか？」

　バッタリ地面に伏ふせたままの千幸の頭上から、福富の声が降ってくる。

　腕を引いて立ち上がらされて、『クロすけ』の身体からだに付着しているだろう汚よごれを、叩たたき落とされた。

「すみません……」

「まったく、きみは……俺の近くにいろ」　>>>♥

　千幸にだけ聞こえる音量でそう言いながら、手首を握にぎられて強く引かれる。

『クロすけ』が顔を隠かくしてくれていて、よかった。

　福富に引き寄せられた途と端たん、何故なぜかカーッと首に血が集まるのを感じたから……頰ほおが、奇き妙みように紅潮しているかもしれない。

　転んだ衝撃……驚おどろきの余よ韻いんだと自分に言い聞かせても、福富に寄り添そっているあいだはずっと、不可解な動どう悸きが治まってくれなかった。
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　……疲つかれた。

　被かぶっていた『クロすけ』のヘッドを外した途端、いつも以上の爽そう快かい感かんが全身を包む。

　私服に着き替がえるべく、ロッカーの扉とびらを開けながらふー……と大きく息をついたところで、隣となりに並んだ佐々原が話しかけてきた。

「百鬼さぁ、福富さんとやけに仲よさそうじゃなかったか？　千幸とか、下の名前で呼ばれてたよな？　いつの間に親しくなったんだよ」

　何度かポロリと零こぼした福富の言葉を、佐々原は聞き逃のがすことなく耳に入れていたらしい。

　ゴソゴソと『トラたろ』の着ぐるみを脱ぬぎながら尋たずねられて、千幸は返答に詰つまる。どう答えれば、不自然さを感じさせずに済むだろう。

「なんか……いろいろ面おも白しろがられて、構ってくるんだ。福富さんから見れば、これまで自分の周りにいなかった根暗な人間が物もの珍めずらしいんだと思う」

　福富自身から、そう言われたわけではない。でもきっと、的外れでもないはずだ。

　ポツポツ口にした千幸に、佐々原はフェイスタオルで汗あせを拭ぬぐいながら「そっかぁ？」と首を傾かしげた。

「珍しいからって、わざわざ絡むほど暇ひまな人じゃないだろ。純じゆん粋すいにおまえを気に入ってんじゃないの？　ラグーンプールのところでおまえがコントみたいな派手な転び方をした時、女連中は笑ったのに福富さんだけは本気で心配してたぞ。俺のほうが近くにいたけど、血相を変えておまえに駆け寄ったもんなぁ」

「……そう、なんだ？」

　転んだ恥はずかしさのあまり、地面に突つっ伏ぷしていた千幸は周りの様子を窺うかがうことができなかったので、あの時の福富の様子を初めて知った。

　確かに、佐々原のほうが近くにいたにもかかわらず、福富が「大丈夫か？」と声をかけてくれた。

「佐々原が、『トラたろ』だったから……福富さんのほうが身軽に動けた、ってだけじゃないのか？」

「それでも、心配してたのは事実だろ。素す直なおに受け止めろよ」

　素直になんか……なれるわけがない。自分が福富に気に入られる要素など、一つも思いつかないのだ。

　いっそのこと、初めて避さけられたという千幸にイヤガラセを目もく論ろんで接近していると言われたほうが、納なつ得とくできるかもしれないと……そんなふうに考える自分が捻ひねくれていることは、百も承知だ。

　なにも言い返せなくなって口を噤つぐんだ千幸は、腰こしのあたりまで『クロすけ』を脱ぎ下ろす。今日はあまり汗をかいていないので、シャワールームは使わなくていいか……と思ってＴシャツを被ったところで、軽いノックの音が響ひびいた。

　ドアに目を向けたのとほぼ同時に、佐々原が「どーぞー」と答えて、すぐさまドアが開かれる。

　顔を覗のぞかせたのは、つい先ほどまで話題に上らせていた福富だ。噂うわさをすれば影かげが差すのは、本当らしい。

「二人とも、お疲れ様です。今日は写真撮さつ影えいにつき合ってくれて、ありがとうございました。いい写真が撮れたと、記者の方がお礼を言っていました」

「福富さんこそ、お疲れ様です」

　佐々原は軽快に答えたけれど、千幸は軽く会え釈しやくをしただけでロッカーに向き直る。手持ち無ぶ沙さ汰たを誤ご魔ま化かそうと、タオルに手を伸のばした瞬しゆん間かん、首の後ろに冷たいものが押しつけられて飛び上がった。

「ひぁっ！　な……なにっ」

　ギュッと、心臓が竦すくみ上がった！

　正体を見み極きわめるべく慌あわてて振ふり向くと、イタズラが成功した子供のような笑えみを浮うかべた福富がすぐ傍に立っていた。

　さっきの女性たちに対する、ビジネスモードのキラキラ王子様スマイルはどこにいった……と不思議になるほど、取り繕つくろうことのない楽しそうな笑みだ。

「差し入れ。そこの売店で購こう入にゆうしたもので申し訳ないけど……二人でどうぞ」

　そう口にした福富が、両手に持っているものは……特とく徴ちよう的なキャラクターがプリントされた、昔懐なつかしの氷ひよう菓かだ。

　首の後ろに触ふれた冷たいモノの正体は、コレか。

「あ、ありがとうございます」

　脱だつ力りよく系のキャラクターを目にすると、驚いただろうと怒おこることなどできなくて、千幸はポツリと口にした。

　驚かされて礼を言うことが不本意だと、顔に出していない自信はないので、うつむき加減になってしまう。

「ありがとうございます。百鬼、どっちがいい？　俺、ソーダ味もらっていい？」

　手を出そうとしない千幸に代わって二つとも受け取った佐々原は、どちらのフレーバーがいいかと千幸に尋ねてきた。が、間かん髪はつを容いれずに希望を続けられ、思わず苦く笑しようを浮かべてうなずいた。

「……いいよ」

「サンキュ。じゃあ、おまえはこっちね」

　嬉うれしそうに口にしながら差し出された、レモン味の氷菓を受け取る。さっそくパッケージを開けた佐々原に倣ならい、千幸も開かい封ふうして齧かじりついた。

　シャク……とした歯は応ごたえに続いて、甘あま酸ずっぱく爽さわやかな氷が舌の上で溶とける。

　普ふ段だんはわざわざ自分で買うことのない氷菓は、子供の頃ころに食べた時の記き憶おくのままで……懐かしい味だ。

「うわ、めちゃくちゃ美味うまぁ。仕事上がりの『バリボリくん』、最っ高。砂さ漠ばくでオアシスを見つけたみたいだ。これまでは風ふ呂ろ上あがりが一番だと思ってたけど、ハマりそう」

「うん……」

　大おお袈げ裟さに感動している佐々原に、小さくうなずいて同意した。喉のどが渇かわいていたせいもあるのだろうけど、ものすごく美味おいしく感じる。

　溶けやすい氷菓を一心不乱に齧っている千幸と佐々原を、福富は子供を前にしているような微笑ほほえましげな目で見ている。

　どうして、立ち去らないのだろう。差し入れはありがたいが、観察されているみたいで居い心ごこ地ちがよくない。

「おっ、やりぃ。当たりだ」

　一足先に食べ終えたらしい佐々原が喜ぶ声を聞きながら、千幸も溶けかけていた最後の一口をなんとか落下させることなく齧った。

　ふと、右手に持った木の棒に違い和わ感かんを覚えて視線を落として小首を傾げる。

　コレは……なんだ？

　眉まゆ根ねを寄せてマジマジ見み詰つめている千幸の脇わきから、「どーした？」と佐々原が手元を覗き込んできた。

「あっ！　百鬼も当たりじゃんか！　オメデト！」

「当たり？　って……初めて見た」

　くじ引きはもちろん、アイスやガムの当たり付きというものに関しても、運のない千幸はお約束のように外れ続けてきたのだ。

　生まれて初めて手にした『当たり棒』を持つ右手が、小刻みに震ふるえる。

「ど、どうしよう。コレ、どうしたらいい？」

「どうって、そこの売店に持って行ったら引き換かえにもう一個くれるぞ。今すぐじゃなくてもいいけど。とりあえず、ロッカーに入れておいたら？」

　佐々原の言葉に、声もなく首を上下させた。

　でも、『当たり棒』なんて貴重なものを、自分で持っていること自体が怖こわい。

「佐々原が持っててくれる？　こ、怖い」

「はぁ？　一億円とかの宝くじの一等じゃあるまいし、そんなにビビるものじゃないだろー。面白いな、百鬼」

　佐々原はカラカラと笑っているが、千幸は本気で怯おびえている。当たりなんか引いてしまったら、幸運の反動で、すごく悪いコトが降りかかってきそうだ。

「……時々買い食いするけど、それって棒に模様がついているのが普ふ通つうじゃないのか？」

　それまで黙だまって千幸と佐々原のやり取りを傍ぼう観かんしていた福富が、不思議そうに口を開いた。言葉の意味を理解できなかった千幸は、思わず佐々原に視線を向ける。

　千幸に助けを求められた佐々原は、「えっ？」と目をしばたたかせて……じわりと苦笑を浮かべた。

「えーと……普通は、なんの変へん哲てつもない無地の棒です。まさか福富さん、当たり棒以外を見たことがない……とか？　はは……なんか、当たり付きの自じ動どう販はん売ばい機きとかでも当てまくってそうですね」

　半信半疑を表す困こん惑わくの表情を滲にじませつつ、冗じよう談だんめかして言葉を続けた佐々原に、福富はあっさりとうなずいた。

「それは、そういう模様がついているものだとばかり思って、子供の頃から食べ終わったらよく見ずに捨てていたなぁ。コーヒーやお茶を、当たり機能付きの自動販売機で買うのは避けているんだ。二本も飲めないし、予定外の荷物が増えたら困る」

　佐々原の言った、冗談めかした「当たり棒以外を見たことがない」という言葉は、正解のようだ。

　それにどうやら、千幸にとっては装そう飾しよくの一部でしかない当たり機能付きの自動販売機でも、当然の如ごとく『もう一本』増えるらしい。

　福富が『強運だ』と、噂で耳にして知っていたはずの佐々原だが、頰ほおを引き攣つらせて絶句している。

　千幸は……心の中で「やっぱり宇宙人」と、つぶやいた。当たりしか引いたことがないなんて、少なくとも『普通の人間』とは思えない。

　千幸から見れば、ただひたすら怖い。怖すぎる。

「そっか。福富さんが買ってきたから……だ」

　ふと右手に持っている棒に目を落として、心の底から納得する。

　千幸が自ら購入したものであれば、絶対に当たりなど引かなかった。そう思えば、さほど怖くなくなるのが不思議だった。

　福富の、お零こぼれ……余波だと思えばいい。それなら、反動の不幸があったとしても最小限で済みそうだ。

　納なつ得とくして息を吐つくと、緊きん張ちようで強こわ張ばっていた肩かたの力が抜ぬけた。

　福富効果なら、単純に喜んでしまえ。

「すごいなぁ。当たりの棒って、こんなふうになってるんだ。もう二度と見られないかもしれないから、交こう換かんせずに取っておこうかな……って、交換しなかったら怒られるのかなっ？　大だい丈じよう夫ぶだと思う？」

　水分を含ふくんでしっとりとした当たり棒を握にぎり締しめて、佐々原に尋たずねる。

　千幸のいつにない勢いに圧おされたのか、佐々原は「おお」と、ほんの少し背を反らして……破顔した。

「くっ……あっははははは！　なんだおまえ、そのカワイー反応！　涙なみだ目めになるほど当たりが嬉しいかっ？」

　床ゆかにしゃがみ込み、手放しで遠えん慮りよなく爆ばく笑しようしている佐々原を、ムッとしつつ見下ろす。

　そんなに、おかしいだろうか？

「だって、生まれて初めて見たんだ」

　佐々原の頭に向かって言い訳じみたことをつぶやくと、紺こん色いろのスーツ生き地じに包まれた長い腕うでがスッと肩に回された。

「……千幸の初めてに立ち会えて、光栄だな。『バリボリくん』くらい、またいつでも買ってあげるよ。だから、嬉しいって可愛かわいく笑ってくれないかなぁ」

「か、可愛く？　なんかないです。そりゃ……確かに嬉しかったけど」

　生まれて初めて当たり棒に遭そう遇ぐうした自分の喜び方は、過か剰じようだったかもしれない。今も、落として失くさないように、ギュッと手の中に木の棒を握り締めているのだ。

「あの、福富さん……離はなれませんか」

　さり気なく絡からみついてくる福富の手から逃のがれようと、指を握り込んだまま身み動じろぎする。

　千幸が逃にげたがっていることは伝わっているはずなのに、福富はますます強く千幸の肩を抱だき寄せながら、耳元に唇くちびるを寄せてきた。

　地味なイヤガラセか？

　女性なら頰を染めて喜びそうな距きよ離り感かんだが、少しでも接せつ触しよくを避さけたい千幸にとって、今の福富はキラキラの王子様というよりいじめっ子だ。

「福……皇輝さんっ」

　呼び名のせいで意地悪をされているのだろうかと、佐々原に聞こえないよう小声で「皇輝」と呼びかける。

　それでも福富は、千幸の肩に回した腕を離してくれなかった。離れるどころか、更さらに顔を近づけてくる。

「参ったなぁ。そんなに強く握るくらい、当たり棒が大事？……冗談じゃなく、可愛いね。新しん鮮せんっていうか……なんかグッとくる」

「っっ！」

　耳をくすぐった吐と息いきに、ザワッと悪お寒かんに似たものが背筋を這はい上がった。

　違ちがう。悪寒……嫌けん悪おではない。では、これはなんだろう？

　なにもかも、わからない。

　千幸がビクビクと肩を震わせていても、福富は手を離してくれない。落ち着かない気分ばかりが、際限なく増していく。

　そうして、声もなく全身を硬こう直ちよくさせて困惑する千幸を、ゆっくりと立ち上がった佐々原が助けてくれた。

「はー……笑った笑った。腹筋が痛いてぇ」

「わ、笑いすぎだろ佐々原」

　よかった。空気が変わったおかげか、金かな縛しばりが解けた！

　この隙すきに……と、福富の腕から逃れて深呼吸をする。今さらながら、心臓が激しく脈打っていることに気づいた。

　いつから、こんなに……ドキドキしていたのか、千幸自身にもわからない。密着していた福富にまで、伝わっていなければいいのだが。

　握り締めていた『当たり棒』をロッカーの棚たな部分に置いたところで、耳慣れない電子音に気がついた。

　発生源は、千幸の荷物……スマートフォンの着信音だ！

　身内以外だと、間ま違ちがい電話か詐さ欺ぎ電話らしきものしか着信がないせいで、呼び出し音への反応が遅おくれてしまった。

「誰だれ……あ」

　画面に表示されている『貴幸さん』の文字に、自然と唇を緩ゆるませる。目で福富に「すみません」と謝っておいて、応答した。

「もっ、もしもし。貴幸兄さん……どうかした？」

『特に用があるわけじゃないけど、しばらく連れん絡らくしていないなぁ……と思ってさ。やっと私用電話をする余よ裕ゆうができた。今、ちょっと話して大丈夫か？』

　電話の向こうから聞こえる落ち着いた男の声は、千幸にとって両親に次ぐ親しみ深いものだ。変に身構える必要がない。

　近くに住んでいる貴幸とは月に一、二度は逢あってご飯を食べさせてもらっているけれど、ここしばらくは電話で話すこともできないくらい忙いそがしそうだったのだ。

　久ひさし振ぶりに聞く頼たよれる従兄いとこの声に、自然と頰が緩む。

「うん。少しなら」

　千幸の答えに、一いつ瞬しゆんの間があって貴幸が言葉を続けた。

『……外か。四月から、新しいバイトを始めたんだよな？　確か、クローバーパークの着ぐるみ。上手うまくやってるのか？』

「やれて……るんじゃないかな、って自分では思うけど」

　いつもなら「やっぱり無理かも」とか「おれなんかダメなんだ」などと、貴幸相手にベソベソと泣き言ばかり零す千幸が、珍めずらしく前向きな返事をしたせいだろう。

　電話の向こうで思案するような間があり、返ってきた声は意外そうなものだった。

『へぇ？　次の休日あたりに、パークへ遊びに行こうかな。千幸の職場見学』

「それはダメって言ってるでしょ。なんか……恥はずかしいから」

　ここに採用されることが決まった時も、貴幸は「見に行く」と言い、千幸は「ダメ」と拒こばんだのだ。

　よく知っている人物に、子供向けのファンシーなキャラクターを演じる姿を見られるのは、なんだか照れくさい。

　頻ひん繁ぱんに来園する友人グループに、しょっちゅう囲まれて楽しそうな佐々原の考えは、千幸とは違うようだが。

『友人の一人くらいはできたのか？』

「……んー……どうかな」

　佐々原を、友人と呼んでもいいものだろうか。福富は……友人ではないと思う。

　迷いが返答に滲にじんでしまい、電話の向こうにまで伝わったらしい。貴幸が沈ちん黙もくして、慌あわててフォローする。

「おれ、大丈夫だよ。もう子供じゃないし、なんとかやれそうだから」

　子供の頃ころから疎そ外がいされがちな千幸を、四つ上の貴幸だけは「おいで」と手招きしてくれた。従兄というよりも、頼れる実の兄のような存在だ。

　アルバイトを変わるたびに心配してくれる貴幸の中では、千幸は未いまだに頼りない子供の印象のままなのかもしれない。

『そうか……それならいい。心配じゃなくて、個人的な興味から今度遊びに行くよ。仕事上がり……確かあそこは、夜でも入れるんだろ？』

「うん。『West』のほうは、バーとかあって……ナイト営業しているから」

『わかった。また連絡する』

「ん……じゃあね」

　通話を終えた千幸は、ふっと息をついて肩を上下させる。二十歳はたちにもなって、子供みたいに従兄に心配される自分が、なんだか情けない。

　そういえば、福富と佐々原が近くにいるはずなのに……妙みように静かでは？　と不思議になって、スマートフォンを握ったまま背後に身体からだを捻ひねった。

「え……と」

　福富と佐々原が、それぞれ私物らしいスマートフォンを手にして千幸を見ている？

　そのまま二人同時にジリッと距きよ離りを詰つめられて、「なにっ？」とロッカーに身体を寄せた。

　二人に、なにが起きている？　普ふ段だんはよくしゃべる人たちに、無言でにじり寄られたら……怖こわい。

「今の電話、誰かな？　ずいぶんと親しそうだったけど」

　内心の読めない、不気味な微び笑しようを浮うかべた福富に尋たずねられて、コクンと喉のどを鳴らした。

　なんだろう。口調は穏おだやかなのに、答えないわけはないよね？　と迫せまられているような……妙な圧力を感じる。

　視線を逸そらさない福富に、

「い、従兄……です」

「ああ、なんだ。身内か」

　千幸が言い返した途と端たん、福富が漂ただよわせていた空気が軽くなった？

　唇に浮かぶ笑えみも、今では見慣れたものだ。福富が変化した理由はわからないが、息苦しさがなくなったことはありがたい。

　そう肩かたの力を少し抜ぬいたところで、

「……俺にも教えてくれるよね。連絡先。もちろん、俺のものも提供するよ」

　手にしたままのスマートフォンを指差されて、「え……おれの？」と、またしても戸と惑まどいを滲ませる。

　福富とアドレス交こう換かん？　なんのために？

　千幸のものなど、福富の立場なら調べればすぐにわかるはずだ。いや、アパートを訪ねてきたくらいだから、既すでに知っていると思うのだが。

　そんな思いが顔に出ていたのか、福富は唇くちびるに滲ませていた微笑を深いものにして、千幸から聞き出そうとする理由を語る。

「千幸から、直接教えてもらいたいんだ。どうしても俺に教えるのが嫌いやなら、今日のところは引き下がるけど？」

「……嫌では、ないです」

　笑みを消して、悲しそうに「嫌なら」などと言われたら、それ以外に答えようがなかった。

　無敵だと言わんばかりにキラキラした王子様が、千幸の連絡先を手に入れられないからといって、本当にしょんぼり肩を落とすとは思えないけれど……落ち込む素そ振ぶりだったとしても、絆ほだされてしまった千幸の負けだ。

「ありがと」

「あ、その次は俺だからな。最初に持ちかけた時は、知らない人間とアドレス交換なんかしないって言われたけど、今は、知らない人間だなんて言わせねーから」

　福富とスマートフォンを突つき合わせていると、佐々原が脇わきから存在を主張してくる。

　そんなふうに言われてしまったら、佐々原のほうも拒めない。

「……物好きが二人」

　どちらも、千幸なんかと親しくなる必要などなさそうな……俗ぞくに言うリア充じゆうだ。友人関係に、不自由はしていないだろう。

　つぶやきは小さなものだったはずだが、

「こら、可愛かわいくない言い方をしない」

「おまえ、たまに自じ虐ぎやくがギャグになってるぞ。真ま面じ目めにおもしれぇ」

　福富には髪かみを撫なで乱されて、佐々原にはバンバンと背中を叩たたかれる。

　こんなふうに、千幸にとってはあり得ない距離で接してくる人たちも初めてで……。

　両親と従兄の貴幸、三件しかなかったスマートフォンのアドレスに追加された二人の名前を見下ろして、複雑な笑みを浮かべる。

　自分の『厄やく』に、万が一巻き込んでしまったら……と思えば、親しくなるのは怖い。でも、今のところ福富と佐々原には大きな影えい響きようがなさそうで、こうして接していても大だい丈じよう夫ぶなのではないかと、自身の周りに張り巡めぐらせていた高い壁かべを少しだけ低くする。

「っ……」

　直後、普ふ通つうにしていれば見えない位置にある、『紫雲』の痣あざがチリッと疼うずいたように感じて、眉まゆを顰ひそめた。

　表情の変化はわずかだったはずだけれど、福富に目め敏ざとく見み咎とがめられてしまう。

「千幸？　どうかした？」

「いいえっ、どこもなんとも……。ちょっと、足が怠いな、って思っただけです」

　勢いよく首を左右に振ふりながら答えた千幸に、福富は「ああ」と、申し訳なさそうな顔を見せた。

「お疲つかれのところに、ごめん。着き替がえの途と中ちゆうだったか。前回といい、タイミングがいいのか悪いのか……だな」

　千幸の腰こしのところで、中ちゆう途と半はん端ぱに引っかかっている『クロすけ』の着ぐるみを目にしながら苦く笑しようして、スマートフォンをスーツのポケットに滑すべり込ませた。

「お邪じや魔ましました。佐々原くん、今度ゆっくり飲み交かわそう。『West』のバーの、特別個室に招待するよ」

「マジっすか？　やった！　あ、百鬼も、逃のがさずきちんと連行しますから」

「はは……頼たのもしいな。お願いしよう。……千幸の顔は、引き攣つってるけど」

　当人を無視して勝手な約束を交わした二人は、嫌な感じに気が合うようだ。

　千幸の『厄』オーラに怯ひるまないあたりからも、予想はついていたが……。仲よくするのはいいけれど、自分を巻き込まないでくれるとありがたい。

　福富が扉とびらを閉めて出て行くと、佐々原が感かん嘆たんの声を上げる。

「マジでいい男だなー、福富さん。キラキラした王子様なのに、気取ったところとか嫌いや味みなところもないし。ありゃ、モテるわ。男でも惚ほれそうだもんな」

　千幸は、他意のなさそうな佐々原の発言に同意することも否定することもできなくて、グッと奥歯を嚙かんだ。

　そんな人が、楽しそうに自分に構う理由は……やっぱり不明だ。










《五》







「えーと、馬がゴール……しました、ね」

「そうだね」

　千幸の困こん惑わくは、福富には手に取るようにわかるはずだ。それなのに、微笑を浮かべるのみで反応を窺うかがわれている。

「……これは、当たりですか？」

　福富に「千幸が持ってて」と手て渡わたされていた長方形のカード……馬券と、室内のモニターに映し出された数字を見比べる。

　何度確かく認にんしても、変わるわけではない。

　馬券に印字された三つの数字は……モニターに表示されている『着順』と、ピッタリ合がつ致ちしている。

　その数字を選んだのは、当然ながら福富だ。

「まぁ、順当だな」

　窓の外では、紙ふぶきのように舞まっている馬券が見える。異様な盛り上がりだと感じるのは、千幸が初めて目にする光景だから……だろうか。

「そう……なんですか？」

　競馬など、未知の世界だ。福富に連れられて初めて競馬場に来たのだが、イメージしていた場所とはずいぶんと違ちがった。

　係員に案内されたこの部屋が、きっと限られた人間しか立ち入ることの許されない空間だろうということは、世間知らずな千幸でもわかるけれど。

　大きな窓ガラス越ごしに、つい先ほどまで馬が競走していたレース場を見み渡わたすこともできるし、室内に設置された大型モニターにレースの様子が映し出されている。それを、ソファに腰かけたまま眺ながめていてもいいのだ。

　大勢の観客でひしめく場内とは、別次元に隔かく離りされているみたいな、ゆったりとした空気が流れている。

　スーツ姿の男性も多いし、馬主だとかスポンサーだとか……漏もれ聞こえてくる会話からも、ここにいる人たちが特別だということは伝わってきた。

　ラフな服装の年若い千幸など、完全に場ば違ちがいだ。福富は、そわそわ落ち着きのない千幸を連れていて、恥はずかしくないのだろうか。

　さっきのレースが最後だったのか、室内にいる人たちが席を立って動き始めた。福富も身体からだの向きを変えたところで、スッと誰だれかが近づいてくる。

「皇輝くん、来てたのか。久し振ぶりだね」

「あ、宗そう田だ会長。お久し振りです」

　福富につられて振り向くと、見るからに高級そうなスーツに身を包んだ初老の男性が立っていた。

　少し後ろに、バッグを持った若い男性が二人控ひかえている。雰ふん囲い気きからして、秘書かボディガードだろうか。

「もしかして、君がいるから最終レースが荒あれたのかな。下位人気の馬に投票しただろう？　久し振りの高額配当だ。いつも不思議なんだが、皇輝くんが投票した馬は前評判がよくなくてもいい走りをするから……っと、うん？　今日は珍めずらしく連れがいるんだな」

「はい、本日は友人と」

　話している途中で、千幸に気づいたようだ。

　連れ……と言いながら千幸を見たその人と目が合ってしまい、無視するのも失礼かと目礼だけ交わして、福富の背後にさり気なく逃にげる。

　どこかの会社の、会長か。きっと、本来千幸では、直接顔を合わせる機会もなかったはずの人だ。

　千幸の態度は無礼なもののはずだが、彼は朗ほがらかに福富へと話しかけ続ける。

「ふむ、こうして友人と一いつ緒しよの君を見ると、しっかりしていてもまだ若かったんだなぁ……と再認識するよ。うちの優ゆう那なが会いたがっていたから、時間ができれば遊びに来てやってくれ。また、皇輝くんのお嫁よめさんになりたいと泣きながら駄だ々だを捏こねられると思うが」

「ええ、お邪魔します。プロポーズは光栄ですが……優那さんが成人される十五年後になっても、まだそう言っていただけるようでしたら、きちんとお応こたえしますよ」

「ははは、優那には悪いが、色よい返事とはならなそうだな」

　笑って福富の腕うでを叩いた男性は、別の人に話しかけられて忙せわしそうに場を離はなれた。ホッと緊きん張ちようを手放したところで、福富が振り返る。

「ごめん、千幸。ここにいたら、また知人に摑つかまりそうだな。場所を移そうか」

「あ……あの、コレは……？」

　手に持ったままの馬券を、目で指す。

　着順の数字がピッタリだったのだから、当たりだということは間ま違ちがいない。ただ、配当がどれくらいか……どうすればいいのかも、千幸にはわからない。

　戸と惑まどう千幸の手から福富が引き取ってくれると思っていたのに、返ってきたのは予想もしていなかった言葉だった。

「千幸にあげるよ。初めての競馬の記念だ。換かん金きんは今すぐじゃなくてもいいから、大だい丈じよう夫ぶ。確か、二ヵ月くらいは猶ゆう予よがあったかな」

「…………」

　そんなふうに、簡単に「あげる」と言われても、すんなりうなずけない。なにより、配当金の額がわからないのが怖こわい。

　この券一枚で、いくらですか？　と尋たずねるのもなんだか露ろ骨こつで、聞けないし……。

　手に持ったままどうしたものか悩なやんでいると、福富の指がスッと券を取り上げた。

「いいから、仕し舞まっておいてください」

　きっと、わざとかしこまった口調で言いながら千幸の着ているパーカのポケットに券を突つっ込み、「どこかでお茶でも飲もう」と出入り口のドアに誘ゆう導どうされる。

　切きつ符ぷか、レシートみたいな扱あつかいだ。

　こんなふうに、無造作にポケットに入れられる程度の額なのだろうか。それなら、少しだけ安心できる。

　気にならないわけではないけれど、福富に「早く、千幸」と急せかされて部屋を出た千幸は、ポケットの馬券を意識から追い出して福富の背中を追った。
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「うーん……こっちだと思ったんだけど、違ったかな。目的地とは違うカフェだけど、そこでもいい？」

「おれは、どこでもいいです」

　思案の表情を浮うかべた福富が、少し先に見えるカフェを指差す。

　こぢんまりとしたカフェだが、緑に囲まれたガーデン部分に木製のテラス席が設けられていて、二人連れの女性が談だん笑しようしていた。そのテーブルの下では、二頭の大きな黒い犬が大人しく伏ふせている。

　近づいてくる千幸と福富に気づいたのか、犬たちがムクリと頭を上げた。

　まずい。目が合ってしまった。絶対に、吠ほえられる。

　千幸は、そう覚かく悟ごして首をすくめたけれど、犬は吠えることなく……箒ほうきのような大きな尻尾しつぽを振ふっている？

「大人しい、いい子たちだね。可愛かわいいなぁ」

「あ……皇輝さんがいるからか」

　犬たちの目は、明らかに福富に向けられている。パタパタとリズムよく尻尾を左右させて、愛あい嬌きようを振りまいていた。

　これまでの経験からしても、千幸だけなら確実に唸うなられるか吠えられていたはずだ。それが今は、人だけでなく動物にも好かれるらしい福富に興味を惹ひかれているせいで、千幸になど構っていられないのだろう。

「俺が、なに？」

「えっと、おれ、犬に吠えられなかったのなんて初めてなんです。動物に嫌きらわれていて、カラスに攻こう撃げきされることはあっても犬や猫ねこには避さけられるから」

　動物はなにかと敏びん感かんらしいので、千幸の放つ『厄やく』オーラに反応して神経をピリピリ苛いら立だたせるに違いない。

　イタズラに刺し激げきするのは申し訳ないので、千幸も動物との接近を極力避けている。だから、犬の傍そばにこれほど近くまで寄ったのは初めてで……吠えられなければ、艶つや々つやした鼻や黒い瞳ひとみは、可愛いと言えなくもないか。

　立ち止まってジッと見ていると、飼い主の女性が話しかけてきた。

「よければ、撫なでてくれます？」

「いっ、いえ！　ありがとうございます」

　触さわるというのは、千幸にとってまだ少しハードルが高い。慌あわてて頭を下げると、そそくさとその場を離れた。

　福富は、クスクスと笑いながら千幸の後をついてくる。

「触らせてもらえばよかったのに。手、うずうずしていたよ」

「毛がむくむくで、触り心ごこ地ちはよさそうでしたけど……おれが触ったら、あの犬たちによくないことがあるかもしれないですし……」

「よくないこと？」

「っ……慣れない手つきで、不器用な触り方をされたら、嫌いやだろうなって」

　まさか、『厄』が降りかかるかもしれないなどとは言えなくて、少しばかり不自然かもしれない言葉で言い繕つくろう。

　福富は不思議そうな顔をしていたけれど、ありがたいことに深く追究してこなかった。

　大おお股またで千幸を追い越こした福富は、自動ではないカフェの扉とびらを開けて、いつものように自然な動きでエスコートする。

　人前でこんなふうにされるのは恥ずかしいのだが、福富にとっては日常なのだろう。それも、普ふ段だんは女性を相手に……だと思うけれど、福富から見れば頼たよりないであろう千幸は、対等に扱ってくれなどと図ずう々ずうしいことは言えない。

「窓まど際ぎわの席が明るくていいかな」

「……はい」

　異論などない千幸がうなずくと、福富はウエイターと短く言葉を交かわして窓際のテーブルに向かった。

　ただ単に歩いているだけなのに、こうして少し離れたところから見るとやっぱりキラキラ光を放っているみたいで、やけに目立つ。華か美びな服装ではないのに、人目を惹かずにいられない華はなやかな存在感があるのだ。

　店内にいる、主に女性の視線を一身に集めていることは……たぶん、本人もわかっている。全然気にする素そ振ぶりがないのは、見られることに慣れきっているせいに違ちがいない。

「千幸」

　呼びかけられた千幸は、慌ててうつむいて顔を隠かくす。

　福富とは違い、人から見られることに慣れていないし、他人の視線は苦手だ。できる限り、ひっそりと目立たずにいたいのに……存在自体が派手な福富のせいで、千幸まで注目されてしまう。

　福富は、テーブル脇わきで立ったまま千幸が追いつくのを待っている。この状じよう況きようで、無視することはできない。

　グッと両手で拳こぶしを握にぎって、今すぐ背を向けてここから逃にげ出したい……という衝しよう動どうをなんとか抑おさえた千幸は、ギクシャクと足を運んだ。

　イスに座ると、目の前にアルバムのようなメニューブックを差し出される。

「なんでも好きなものを」

　福富はそう言ってくれたし、カタカナの複雑そうな名前のドリンクメニューが羅ら列れつされているけれど、よくわからない飲み物は怖い。

　千幸は、記された文字をロクに見ることなく、「おれはアイスカフェオレを」とだけ答えて、メニューを福富に返した。

　福富も冒ぼう険けん心はあまりないのか、オーダーを取りに来たウエイターに、

「アイスカフェオレとアールグレイ」

　短くそう告げて、メニューブックをスタンドに立てかける。

　ウエイターが立ち去ると、正面に座っている千幸におもむろに話しかけてきた。

「……俺ね、実は……」

　実は？　その続きは？

　言いよどむ福富は珍めずらしくて、テーブルクロスを見み詰つめていた千幸は、そろりと視線を上げる。

　真顔の福富と、パチッと視線が絡からんだ。千幸と真っ直すぐ目が合うことは珍しいせいか、唇くちびるを綻ほころばせかけて……キュッと引き結ぶ。

　沈ちん黙もくが数秒。

　意を決したように福富が発した一言は、予想もしていないものだった。

「方向音おん痴ちなんだ」

「は……あ」

　深刻そうに、なにを言い出すのかと思えば……方向音痴だという、告白か。

　唐とう突とつにそんなことを聞かされた千幸は、呆あつ気けに取られた顔をしているかもしれない。どう反応すればいいのかわからないのだから、仕方がないだろう。

「格好悪いだろ。一本道だったり慣れたところだったりするならともかく、一度や二度しか行ったことがない場所にはまず辿たどり着けない。まぁ……たいてい誰だれかが連れて行ってくれたり、目的の店ではなくてもこうして都合よく代わりの店が見つかったりするから、特に支障はないんだけどね」

「格好悪くはないですけど、なんで……それを今、おれに？」

　むしろ、完かん璧ぺきな王子様ではないと知って、少しホッとしてしまった。

　あまりにもキラキラした出来過ぎな人なので、宇宙人レベルで摑つかみどころのなさを感じていたのだ。

　今は、どうしてそんなことを改まった様子で千幸に話して聞かせたのか、というのが疑問だ。

「うん……それはね」

「はい」

　福富が意を決したように口を開こうとしたところで、トレイにグラスを載のせたウエイターがテーブル脇に立つ。

「お待たせいたしました。アイスカフェオレと、アールグレイティーです」

　ストローを添そえた細長いグラスと、ティーポットとカップを手際よくテーブルに並べて、ウエイターが立ち去る。

　出で端はなを挫くじかれて一口紅茶を含ふくんだ福富は、仕切り直しとばかりに「千幸」と名前を呼びかけてきた。

「実は……予定外の店に入ったから最も寄より駅がどこかもわからないし、ナビに頼っても駅に辿り着ける自信がない。素知らぬ顔でタクシーを捉つかまえようかとも思ったけど、駅前パーキングに停とめた車を回収しておきたいんだ」

「……おれが、駅まで案内します」

　ダメだ。笑うな。福富は真しん剣けんなのだから……笑ってはいけない。

　そう、自分に言い聞かせれば言い聞かせるほど、笑いが込み上げてくる。

　千幸は必死で耐たえていたのに、

「それなら一安心だ」

　本当にホッとした調子で福富がそう口にしたことで、我が慢まんの限界に達してしまった。頰ほおが緩ゆるむのも、肩かたが震ふるえるのも止められない。

「す、すみません……バカにしているんじゃないので、ごめんなさい。なんか、可愛かわいいって言ったらやっぱり失礼ですけど、人間くさくてホッとして……」

「そうやって、ぷるぷるしながら笑う千幸のほうが、ずっと可愛いんだけどね。みっともない告白をしたけど、千幸が笑ってくれたからいいか」

　相変わらずポジティブに捉とらえた福富は、言葉とは裏腹の複雑そうな顔で、ティーカップを口に運んでいる。

「千幸といたら、なにかと退たい屈くつしないな。なんだろう。他ほかの人たちと、違う」

「……おれのせいで、運のよくないことが起きても、ですか？　この前、公園でトンビにクリームパンを持って行かれたのも、降水確率が十パーセントなのにゲリラ豪ごう雨うに遭そう遇ぐうしたのも、おれが一いつ緒しよにいたせいだと思うけど……」

「それら全部をひっくるめて、楽しい。俺には初めてのことばかりだ。千幸と一緒にいるの、好きだな」

　楽しい、という言葉は噓うそではないだろう。小さな不運が続いても、「こんなの初めてだ」と笑っていたのだから。

「千幸は？　俺がこうして連れ出すの、楽しくて好きだと思ってくれている？」

「おれは……」

　千幸こそ、福富といれば初めてのことばかりで……なにより、福富のキラキラした運強さが常に千幸に付き纏まとっている『厄やく』を遠ざけてくれるみたいで、楽しいし嬉うれしい。

　好き……と言ってもいいのだろうか。誰かと、こんなにも距きよ離りを縮めたことなどないので、よくわからない。

　千幸の戸と惑まどいは顔に表れているはずだけれど、

「おれは？　続きをどうぞ」

　笑いながら、続きを促うながされる。

　きっと、千幸は福富のように自然な調子で「楽しい」とか「好き」と言えないことが、わかっているはずだ。

　証しよう拠こに、チラリと目が合った途と端たん、無言で笑えみを深くした。

「……皇輝さんは、ちょっとだけいじめっ子だと思ってます。普ふ段だんは、キラキラに上手うまく隠れてるけど」

「あははは、俺にそんなことを言うのも、千幸だけだなぁ」

　いじめっ子だなどと無ぶ遠えん慮りよなことを告げたのに、なにがそれほどおかしいのだろう。

　楽しいという言葉通りに笑う福富は、やはり酔すい狂きような人だ。

　今は、千幸が珍しいモノだから、新しん鮮せんで……面おも白しろがっているだけなのだ。きっとそのうち飽あきて、つまらないと見向きもしなくなる。

　だから、千幸はこれ以上福富と一緒にいることに慣れてはいけない。

　突つき放される日が来ても、「やっぱり」と、すぐに頭から追い出せるよう……この人に、深入りしてはダメだ。

　間ま違ちがっても、背を向けられたことを逆さか恨うらみしたりしないように、「好きだ」などと思ってはいけない。

　福富を、自分の中の特別なポジションに置かないよう……心の中で、繰くり返し言い聞かせる。

「駅まで連れて行ってくれたら、お礼に千幸のアパートまで車で送るよ。不思議なことに、千幸のアパートは初めて行く場所にもかかわらず、迷わなかったんだよなぁ。今日も、たぶんナビ不要で辿り着ける。なんでだろう？」

　ジッと目を合わせながら尋たずねられて、どぎまぎと視線を逸そらした。

　そんな、特別みたいに言われてしまったら……心臓が、意味もなくドキドキする。息苦しいくらいに動どう悸きが激しくなってきた。

　テーブルの下で隠かくれて、落ち着きなく手を握にぎったり開いたりと繰り返したけれど、千幸の心臓の鼓こ動どうは乱れたままだ。

　黙だまっていたら、ますます息が苦しくなりそうで……躊躇ためらいがちに口を開いた。

「そんなの……皇輝さん自身がわからないことが、コミュ障の自覚があるおれに、わかるわけないと思いませんか？」

　可愛げのない切り返しだと、自分でも思う。それでも福富は、機き嫌げんを下降させることなく「そりゃそうだよなー」と笑っている。

　変人。宇宙人。

　笑ったら、ますますキラキラしていて……『厄』の付き纏まとう自分とは対極に位置する存在だと、再認にん識しきする。

　そうだ。福富が飽きる前に、千幸のほうから距離を置くべきかもしれない。

　こうして千幸が関心を抱いだくことで、この人に大きな『厄』が降りかかってしまったら……と、想像するだけで心がひんやりする。

　窓越ごしに差し込む太陽光よりも、福富自身が眩まばゆい輝かがやきを放っているみたいで、直視できなくなって目を細める。

　自分は、誰かを「好き」などと思ってはいけないのだ。

　好き……と思い浮うかべた途端、生まれながら身に染しみついた『厄』の証しるしである『紫雲』の痣あざが、またしてもズキズキ疼うずいて存在を主張しているみたいで。

　脚あしの上に置いた手でギュッと腿ももを摑み、「皇輝さんのことはなんとも思っていない。だから鎮しずまれ」と言い聞かせた。










《六》







「あ、百鬼。そこまで一いつ緒しよしようぜ」

「……うん」

　帰り支じ度たくを終えるタイミングが佐々原と一緒になり、揃そろって従業員用の通路を歩く。

　千幸は電車を使い、佐々原はロードバイクだ。わざわざ示し合わせて帰路につくことはなくても、今では意図的に避さける理由もないので、帰宅時間が被かぶれば駐ちゆう輪りん場じようのあるパークの出口まで並んで歩くのだが……今日の千幸は、従業員通用口とは逆方向に足を向けた。

「あれ？　百鬼って電車じゃなかったっけ？」

　不思議そうに尋ねられて、青と白を基調としたナイトモードのイルミネーションでライトアップされた、『West』の観覧車を指差す。

「あっちで、待ち合わせしているんだ」

「へえ？　相手は女か？」

　キラリと目を輝かせた佐々原は、興味を隠そうともせずにズイッと詰つめ寄ってくる。思いもよらなかった疑ぎ惑わくをぶつけられ、慌あわてて首を横に振ふって否定した。

「違ちがうっ。相手は、従兄いとこ！　ナイターの『West』に行ったことがないから、案内してほしいって言われて……」

「あー……この前、電話で話してた人か。友達はいないなんて言ってたけど、ちゃんといるんじゃねーか」

「従兄は身内だから、友達とは言えないと思うけど」

　しかも、四つ上の貴幸は兄的な存在だ。

　子供の頃ころから千幸を庇ひ護ごしてくれている、頼たよれる従兄であり……対等な関係の『友達』とは、間違っても言えない。

　そんなことなど知る由よしもない佐々原は、カラリと笑って「似たようなものじゃんか」と大おお雑ざつ把ぱに一ひと括くくりにした。

「そっかー、従兄かぁ。なんかおまえ、このところとっつきやすくなったし、いじいじうつむくことも減っていい感じだから、ついに彼女ができたのかと思った。待ち合わせ相手が従兄っていうのは、ちょっと残念だな」

「なんで佐々原が残念がるんだよ」

「んー……自宅の軒のき下したに巣を作った、ツバメの雛ひな鳥どりを見守る気分？」

　わかるような、わからないような……なんとも言い難がたい例に苦く笑しようした千幸と目を合わせた佐々原は、ふっと笑みを深くする。

「そうやって笑うことも増えたしさ。福富さんの影えい響きようかなぁ」

「どうして、福富さんの影響？」

　トクンと、心臓が大きく脈打った。

　福富の名前に自分が動どう揺ようする理由はわからないけれど、落ち着かない気分になったことを佐々原に悟さとられるのは避けたい。

　声が上うわ擦ずりそうになるのをなんとか抑おさえて、どうしてここで福富の名前が出るのだと、短く聞き返す。

「だって福富さん、たまに仕事上がりに百鬼を迎むかえに来てるだろ？　一いつ緒しよに、遊びに行ってんじゃないのか？　ちょっと意外な組み合わせだけど、性格が違ちがうから気が合うってこともあるだろうし、俺は悪くない友人関係だと思うなー」

　楽しそうに千幸を待ち伏ぶせする福富には、目立たないようにしてくれと言ってあるけれど、佐々原にはしっかり見られていたらしい。

　まぁ……あの人が存在感を消すのは、無理か。

　ありがたいことに、千幸の自分でもよくわからない動揺に気づかないらしい佐々原は、他意の感じない笑みを向けてくる。

「ま、なんにしてもいい変化だと思うけど」

「それは……ありがと、って言うべき？　ツバメの雛鳥って、変に子供扱あつかいされてる気がしなくもないけど」

「ははは、そうそう礼を述べよ！　疑うたぐり深くてネガティブ思考なのは、そう簡単に変わんないかぁ」

　佐々原は、手加減することなく千幸の背中を叩たたいてそう言うと、駐輪場方向と『West』への分ぶん岐き点で千幸に背を向けた。

「じゃ、お疲つかれ。また明日あした」

「……お疲れ様」

　大きく手を振った佐々原に、控ひかえ目に右手を振って応こたえると、『West』との境界にあるゲートを目指した。

　従業員しか残っていないせいで、『East』には最低限の明かりしか灯ともっていない。千幸は薄うす暗ぐらい足元に視線を落として歩きながら、佐々原に言われた言葉を思い起こす。

「おれ、変わった？　皇輝さんの影響……で？」

　自分の手のひらを見下ろしてみても、当然ながら目に見える変化はない。福富のように、周りの空気がキラキラしているわけでもなく……実感は皆かい無むだ。

　ただ、そうだ。うつむくことは減ったかもしれない。そのせいかどうか、物にぶつかることも少なくなった気がする。

「よく考えたら、絆ばん創そう膏こうの減りが遅おそくなったかも？」

　頻ひん繁ぱんに転んだり予期せずなにかが飛んできてぶつかったりして、常に身体からだのどこかに生傷があるのは今でも同じだ。

　ただ、その数は減ったと思う。

「生傷や青痣が少ないのは、いいことだよな」

　佐々原の言う変化が、福富の影響なのか否いなかに確信は持てないが、千幸にとって悪いことでないのは間ま違ちがいない。

　福富には……？　千幸の『厄やく』の影響は、本当に及およんでいないのだろうか。

「身の周りに悪いことが多くなっていませんか……とかって聞いても、笑って流されそうだもんな」

　小さな不運を面おも白しろがっていたあの人は、なにが起きれば『悪いこと』だと表情を曇くもらせるのか、千幸には予想がつかない。

　なにより、キラキラした笑え顔がおの印象が強すぎて、福富の暗く沈しずんだ憂うれい顔など想像さえできなかった。










「千幸！」

　現地集合ということで、貴幸との待ち合わせ場所は十九時以降にラグーンプールのサイドに設けられるバーだ。

　到とう着ちやくした千幸が貴幸の姿を捜さがして視線を巡めぐらせると、短く名前を呼びかけられる。

「ごめん……貴幸兄さん。待たせた？」

　慌ててテーブルに駆かけ寄った千幸に、貴幸は向かい合ったイスを指差しながら笑いかけてきた。

「いや、五分くらい前に着いたところ。座れよ」

「うん。オーダーは、まだ？　おれのこと、待っててくれてた？」

「種類が多いから迷ってたんだ。パークのバーだからもっと簡素だろうと思ってたけど、本格的なカクテルを揃えてるなぁ」

　貴幸は、カクテルリストが記された細長いメニューを眺ながめながら、感心したように口にする。

　そのわけは、福富から聞いたことがある。

　せっかく『大人向け』と営業時間を区切るのだから、中ちゆう途と半はん端ぱに妥だ協きようしたくないと俺の我わが儘ままを通したんだ……と、笑って口にしていた。

　千幸にとって身近な大人である貴幸が褒ほめているのを目まの当たりにすると、なんとなくくすぐったいような……自分の手て柄がらでもないのに、誇ほこらしいような気分になる。

「まずは、ベーシックなギムレットだな。千幸はどうする？」

「……モスコミュール」

　メニューに目を通すことなく答えると、貴幸はあからさまに意外そうな声を上げた。

「あれっ。千幸、飲めるようになったのか？」

「飲めるってほどじゃないけど、ここで……少しだけカクテルの名前を覚えた」

　終業後に、福富と何度かここで落ち合っているのだ。

　福富は、物知らずな千幸にわかりやすくカクテルの説明をしてくれて、薦すすめられるままいくつか試ためすうちにアルコール耐たい性せいが高くない自分でも飲みやすいものを知った。

「ふーん、驚おどろいたな」

　静かにそう口にした貴幸が、ウエイターに合図をしてオーダーを告げる。

　工業デザイナーとして大きな企き業ぎように勤めている貴幸は、年度の変わり目はなにかと忙いそがしいようで、前回顔を合わせたのは一ヵ月半も前になる。

　電話やメールで近きん況きようのやり取りをしてはいたけれど、千幸がここに勤めるようになってから直接顔を合わせるのは初めてだ。

「ここしばらく、大変な目に遭あった……とか、接せつ触しよくした相手を不運に巻き込んだって泣きついて来ないなぁ……と思ってたが、問題ないのか？」

　同じ『百鬼』の名前を持つ貴幸は、千幸が生まれながら背負った『厄』を知っている。

　これまでの二十年で、千幸が関かかわったことによる事故や周囲の人を巻き込んでの不運を、ほぼすべて把は握あくしているのだ。

　勤務する飲食店で食中毒が発生したり、小規模な小火ぼやが起きたり、空き巣に入られたり……きっと千幸の『厄』が元げん凶きようとなったと思ってアルバイトを辞やめるたびに、「やっぱりおれなんて、ダメなんだ」と情けなくベソベソ泣き言を零こぼしては、慰なぐさめてもらっている。

　だから、一度も泣き言を聞かせなかったこの一ヵ月半ほどを、貴幸が不思議に思うのもわかる。

「うん。なんか、厄パワーが落ち着いてるっていうか……抑えられてる感じで」

　千幸の『厄』よりも、福富のキラキラとした幸福オーラが勝まさっているのかもしれない。

　今のところは、だが。

　そこまで語ることはできなくて語ご尾びを濁にごしたけれど、貴幸は不ふ審しんそうに追究してくる。

「なんで？……心当たりはあるのか？　そういえばなんか千幸、雰ふん囲い気きが変わったな。前まえ髪がみ、切ったか？　目元が隠かくれない長さにするのは、珍めずらしい」

「それ、は」

　なんだか、いくつも質問をされた気がする。

　髪は、目的地を知らされず騙だまし討うちのようにして福富に連れられて行った美容院で、戸と惑まどっているあいだに弄いじられてしまったのだ。

　鏡に映る自分は、なんだか別人のようで未いまだに慣れない。

　それも含ふくめて、『厄』の気が抑えられているのであれば……思い当たるのは、一つ。

「千……百鬼くん！」

　あの人物のことを貴幸にどう答えようか迷っていると、千幸が思い浮うかべた『心当たり』当人が登場した。

　少し離はなれたところから名前を呼ばれたかと思えば、大おお股またで真っ直すぐに近づいてくる。

　あまりの不意打ちに、ギョッと目を見開いてテーブル脇わきで足を止めた福富を見上げたまま、言葉もなく硬こう直ちよくしてしまう。

　そのあたりのテーブルの下に隠れていて、より印象的な登場場面になるよう待ち構えていたかのような、ものすごいタイミングだ。

　もちろん、福富がそんなことをするわけがないので、たまたま通りかかったところで千幸が目に留まっただけだろうけれど。

「あの……？」

　戸惑いの表情を滲にじませた貴幸に、福富は「あ、これは失礼」と言いながら、スーツのポケットから革かわ製せいのカードケースらしいものを取り出す。

「お邪じや魔まをしてすみません。ナイトタイムのここで、百鬼くんがお連れさんと一いつ緒しよだなんて……珍しいと思って、つい声をかけてしまいました。私、ここのクローバーパークで施し設せつ管理と企き画かく経営に携たずさわっております、福富皇輝と申します」　>>>♥

　ビジネスモードの笑みを浮かべた福富は、そう言って自然な動作で貴幸に向かって名めい刺しを差し出す。

「これは、ご丁てい寧ねいに……って、そんな方が、どうして個人的に千幸に声を？」

　立ち上がって名刺を両手で受け取った貴幸は、表情と声に戸惑いを滲ませて、福富と千幸のあいだに視線を往復させる。

　貴幸が訝いぶかしがるのは、当然だ。

　千幸と福富の接点など、雇こ用よう主側と従業員というもの以外に考えられないだろう。こんなふうに気さくに声をかけられるなど不自然だと、千幸自身も思う。

　反して、こうして向かい合って立つ福富と貴幸は、同年代ということもあってか違い和わ感かんが全然ない。

　どちらもきちんとしたスーツを身に着け、女性に好まれそうな所謂いわゆるイケメンで……佐々原がここにいれば、「イケメンが二人か。美女を釣つり放題だろうなぁ」と感かん嘆たんのため息をつきそうな、同性から見てもいい男たちだ。

　福富も、スッキリ整った容姿の貴幸を前にすれば、綺き麗れいな顔とはこのことだと……千幸への形容を思い直すに違ちがいない。

「ああ、すみません。私も名刺を……」

　貴幸が差し出した名刺を受け取った福富は、「百鬼貴幸さん、ですか」とほんのわずかに唇くちびるを綻ほころばせた。

　百鬼という名前だけで、千幸の身内であることは明白だ。先日の電話の相手であり、従兄いとこだと千幸が語ったことも思い出したのかもしれない。

「実は百鬼くんとは、個人的な友人でして……ね？」

　福富に同意を求められ、ぼんやりとしていた千幸は慌あわてて「はいっ」とうなずいた。

　テーブル脇に立ったままチラリと千幸を見下ろした貴幸が、ほんの少し眉み間けんに皺しわを寄せるのがわかった。

　その目が、「俺は聞いてないぞ」と窘たしなめている。

　貴幸はいつも千幸のことを心配してくれているのに、福富と親しくなったことを話して聞かせていなかったことを不服に思っているのだろう。

「よろしければ、おかけになりませんか。こちらで千幸がきちんと働けているのかどうか、聞かせてください」

「……では、お言葉に甘えて少しだけお邪魔します」

　戸惑う千幸をよそに、福富は貴幸の誘さそいをあっさりと受けてしまった。人見知りや物もの怖おじとは無む縁えんそうな、福富らしい。

　学生時代からクールビューティーと言われて女の子に大人気だった貴幸と、夜でもキラキラ眩まぶしい華はなやかなオーラを放つ福富。

　雰囲気は違っていても、目立つこの二人と同席している千幸は……見事なまでに、添そえ物だろう。

　弁当でたとえるなら、容器の隅すみに追いやられて肩かた身みの狭せまい思いをしている漬つけ物ものだなと、自じ虐ぎやく的なことを考えつつテーブルに視線を落とす。

「もしかして、千幸の雰囲気が変わった理由は福富さんですか」

　尋たずねているようでいながら、確信を持った口調だ。福富が、明らかにこれまで千幸の周りにはいなかったタイプのせいだろう。

「変わりましたか？　んー……もともと千幸は、必要以上に自己評価が低かっただけだと思いますが」

　貴幸からズバリと切り出された福富は、マジマジと千幸を見てそう答えながら、ふわりとした笑えみを浮かべる。

　福富の周りにキラキラと舞まう光が見える……のは、きっと目の錯さつ覚かくだろうけど、眩しい笑顔であることには違いない。

　今のは……褒ほめられたと捉とらえていいのか？

　千幸は、福富の言葉の意味をどう受け取ればいいのか、どんな顔をすればいいのかも迷い、ギクシャクと目を逸そらした。

「あの……不ぶ躾しつけな質問ですけど、福富さん、縁えん戚せき関係に神社の系統は？　お名前に、少し憶おぼえがありまして」

「ああ、ありますよ。父方の本家が、福の神を祀まつる幸こう福ふく神社です」

「え……？」

　テーブルに視線を落としていた千幸は、唐とう突とつな貴幸の質問にも、サラリと答えた福富の返事にも驚おどろいて、勢いよく顔を上げた。

　斜ななめ前に座っている福富と目が合い、ニッコリと笑いかけられたが、千幸に笑い返す余よ裕ゆうはない。

「福ふく神じん……の」

　福富が口にした『幸福神社』は、千幸にも馴な染じみ深い場所だ。

　身に負って生まれた『厄やく』の影えい響きようを少しでも抑おさえられないかと、あちこち奔ほん走そうして探し出した両親に連れられて、五歳の七五三の際に初めて参拝した。それ以来、千幸と両親の初はつ詣もうでは毎年『幸福神社』なのだ。

　貴幸も、百鬼の家系の一員なので千幸ほどではなくても小さな不運がついて回っているはずで、だから『幸福神社』に思い至ったのだろう。

「まぁ、かつて福の神を身に降ろしていただとか……福神そのものだったとかという家系に纏まつわる話は、かなり誇こ張ちようされた迷めい信しんだと思いますが。ありがたいことに私が少しばかり運強いのは、ご先祖の加護があるせいかもしれませんね」

　思案の表情を浮かべながらそんなことを口にする福富に、千幸は思わずテーブルに身を乗り出して言い返した。

「少し……じゃないでしょう。皇輝さん、おれから見たら、あり得ないことだらけだ。なんか、福神そのもの……って感じでキラキラしてて」

「ははは。それ、神社を継ついだ伯父おじが、生まれてすぐの俺を一目見た瞬しゆん間かんに口走ったっていう言葉と同じだ。目の錯覚だろうけど、キラキラと光を纏まとってたらしいよ。噂うわさを聞いて、入院していた患かん者じやさんたちが、次々と新生児室に見物に押し寄せたとか聞かされたなぁ」

　福富は冗じよう談だんめかして笑っているが、千幸にとっては冗談で流せない。

　普ふ段だん、千幸が誰だれかと積極的に会話を交かわすことがないと知っている貴幸が、驚きに目を丸くして見ているのが視界の端はしに映っていても、言葉を止められなかった。

「今も、キラキラしてますよっ？　怖こわい……くらい」

「久し振ぶりに、千幸の『怖い』を聞いたな。俺、キラキラしてる？」

「し……してますって」

　スッと顔を寄せられて、反射的に背中を反らして逃にげた。

　美形のアップは、迫はく力りよくがありすぎて刺し激げきが強い。心臓が、ドクドクと猛もうスピードで脈打ち始めて息苦しくなる。

　頰ほおを引き攣つらせているかもしれない千幸を、福富は苦く笑しようを浮かべて見ていたけれど、不意に思いも寄らなかった言葉を口にした。

「いい機会だから聞くけど、千幸は……『厄やく神じん』の家系かな」

「っ！」

　天気の話でもしているかのようにさり気ない福富の問いに、千幸は絶句して目を瞠みはった。

　厄神の家系だなどと、福富に話したことはない。

　あまり近づくとよくないことが起きるとか、なにか不運があれば自分が原因かもしれないとは言ったことがあるけれど、変な妄もう想そうを語っていると思われそうで『厄神』云うん々ぬんは一度も口にした記き憶おくがない。

　なのに……どうして、知っている？　いつから……？

　福富に聞きたいことは、頭の中をグルグル駆かけ巡めぐっているのに、声にならない。

　あまりの驚きよう愕がくに言葉を失う千幸の代わりに、同じく驚きを顔に表した貴幸がそれらを代弁してくれた。

「福富さん、百鬼の家系のことをご存じでしたか？　千幸を採用する際には、そのことを知っていながら……？」

「あ、いえ。『厄神』の存在を知ったのは、つい最近です。千幸があまりにも、『自分と一いつ緒しよにいると不運が』とか、『よくない影響が』と卑ひ屈くつなことを言うので、かつて、福神とは対ついを為なす厄神家系があったという伝承を思い出して……少し、調べさせてもらいました。名前も特とく徴ちよう的ですし、すぐに調べがつきましたよ。二十一世紀の現代に、厄の神が？　と半信半疑だったけど、二人の反応からして……本当なんだ？」

　どうやら、福富にも確信があったわけではなさそうだ。なのに、千幸と貴幸は二人がかりで疑念を事実であると承認してしまったらしい。

　福富が本当に『福神』家系であり、千幸が『厄神』であるとわかっているのなら、隠かくしたり誤ご魔ま化かす必要はもうない。

　うつむいた千幸は、ポツリと零こぼす。

「おれが、あまり近寄らないほうがいいって言ったわけが、それです。この先も、どんな悪あく影えい響きようがあるかわかんないから……」

　これで、福富も千幸と距きよ離りを置こうと真しん剣けんに考えるかもしれない。

　実際に、『厄』の神の依より代しろとなっている……『厄』の化け身しんのような存在だと知れば、いくらなんでも敬遠したくなるはずだ。

　千幸こそ、よくわからなくて怖い存在だった福富と離はなれることを望んでいたのに、実際に避さけられそうな状じよう況きように直面すると、身勝手なことに淋さみしさが湧わいてくる。

　逃げ腰ごしになっているようでいながら、福富に連れられて未知のあれこれを体験するのは、楽しかったのだと……もう、認めよう。

　福富の傍そばにいれば突とつ出しゆつした不運もなく、普ふ通つうの人になったみたいで……平和だった。

　なんとも形容し難がたい寂せき寥りよう感が胸の奥から湧き起こり、テーブルの一点を見み据すえて唇くちびるを嚙かんでいると、貴幸の手が肩かたに置かれた。

「千幸。すぐにここを辞やめたほうがいい。福神とおまえ……俺たちなんか、相あい性しようがよくないに決まっている。福富さんとも、個人的に逢あわないほうがお互たがいのためじゃないか」

　硬かたい声でそう言った貴幸の台詞せりふに、千幸からの異論はない。その通りだ。うつむいたまま、うなずこうとして……福富の声に動きを止めた。

「失礼ですが、千幸くんと二人で話をさせてください。あなたがいると、千幸くん自身の本音を聞けないようですし。私は、千幸の口から考えていることを聞かせてもらいたい」

　昔から、貴幸の言うことに間ま違ちがいはなくて……千幸は、ただ従っていればよかった。そうして千幸が貴幸に頼たより切っていることは、容易に見て取れるに違ちがいない。

　貴幸がいれば、千幸の口数がいつも以上に少なくなるのも事実で……。

「なにを……千幸、俺はいないほうがいいか」

　隠し切れない苛いら立だちを含ふくむ声で名前を呼ばれた千幸は、ビクッと肩を震ふるわせた。

　少し前なら、ここにいてくれと懇こん願がんしただろう。福富と二人で残されるなど、罰ばつゲームみたいなものだ……と。

　でも、今の千幸にとって、福富は怖いだけの存在ではなくなっている。

　そろりと顔を上げた千幸は、険しい表情で自分を見ている貴幸と視線を合わせた。少しだけ迷い、次に福富へと目を向ける。

　真しん摯しな眼まな差ざしで、真っ直すぐに……千幸を見据えていた。だから、意を決して貴幸の言葉に逆らう。

「ごめん、貴幸兄さん。おれも、福富さんと話したい」

「っ……わかった。俺は席を外そう。なにかあれば、連れん絡らくするんだ」

　言いかけた言葉を吞のみ込んで嘆たん息そくした貴幸は、財さい布ふから五千円札を出してテーブルに置くと、腰こしかけていたイスから立ち上がった。

　抑よく揚ようのあまりない静かな声で、

「福富さん、失礼します。うちの千幸を、よろしくお願いします」

　そう言い残して、テーブルを離れた。

　よろしくお願いされても、困るだろう……と福富の顔色を窺うかがったけれど、いつになく険しい表情で貴幸の背中を見送っていた。

　睨にらむような眼差しが不思議で、小さく「皇輝さん？」と呼びかける。

「あ……ああ、ごめん。ぼんやりしていた。えーと……続きは、どこからだったか」

　ハッとしたように千幸に笑いかけてきた福富は、いつもと同じキラキラとした空気を漂ただよわせていた。

　貴幸を見送る福富に、どことなく不ふ穏おんで鋭えい利りな空気を感じたのは、千幸の気のせいかもしれない。

「おれが、厄神の依り代と知って……不気味じゃないですか？」

　回りくどい言い回しをするのは、苦手だ。

　千幸は、福富に一番聞きたかったことを単刀直入に尋たずねる。

「それだけど、どうして『厄神』と言い切れるのか聞いていいか？　思い込みという可能性は？」

　千幸に『厄やく』が憑いていることを、自じ称しようしているだけではないかと暗に匂におわされて、ゆるく頭を左右に振ふった。

「おれの身体からだに、百鬼の家系に言い伝えられてきた印が……あるんです。生まれつきの、特徴的な痣あざが『厄神』の証あかしです」

「なるほど……」

　うなずいた福富は、思案の表情を浮うかべて口を噤つぐむ。

　千幸の語った具体的な説明に、妄もう言げんではないかと言えなくなってしまったらしい。

「やっぱり、気味悪いですよね。昔から、おれの周りではよくないことがいろいろ起きていました。最初は偶ぐう然ぜんだろうと笑って、お祓はらいに行ったほうがいいんじゃないかと言ってた人も、不運が続くうちに眉まゆを顰ひそめておれを避けるようになって……」

　周囲から人がいなくなるのは、千幸にとってはありがたいことだ。自分の『厄』に、他人を巻き込まずに済むと思えばホッとする。

　傍はたから見れば、友人のいない孤こ立りつした人間であっても構わなかった。自分のせいで、誰だれかが不幸になるのを見るほうが嫌いやだ。

「俺は、気味が悪いとか避けようなんて思わないけどね。千幸と一緒にいたら、楽しいって言っただろ？」

　うつむく頭の上から降ってきた福富の言葉に、ビクッと肩を震わせた。

　楽しい……？

　今の千幸は、素す直なおに、言葉通りに受け入れられない。

　それは、福富が千幸とは対極の『福ふく神じん』に関係する人間だと、知ってしまったせいかもしれない。

「……『厄』に憑つかれて生まれた人間に対する、同情ですか？　それとも、自分とは正反対の珍めずらしいモノを面おも白しろがってる？　おれみたいな世間知らずの子供をからかうのは、時間の無む駄だだと思うけど……」

　千幸が逃にげたがっていても、懲こりることなく誘さそいかけてきた。福富にしてみれば、絶好のオモチャだったのでは。

　思い起こせば福富は、「誰だれかに避けられたのは初めてだ」とか「千幸といれば退たい屈くつしない」と言っていた。

　そうでもなければ、福富が自分のような人間に構う理由なんか……。

「からかって、面白がってる？　そんなふうに感じた？」

　いつになく硬い声で問われて、グッと奥歯を嚙み締しめる。

　初めは……確かに、そう思っていた。

　福富が初めて遭そう遇ぐうしたという、自分を避けたがる人間が興味深くて、わざと近づいてくるのだろうと。

　でも、からかって面白がって……バカにされているとか侮あなどられているとか、福富からそういった悪意は一度も感じなかった。

「千幸、黙だまっていないできちんと答えてくれないかな。俺は、千幸を好きだって言ったはずだけど、伝わらなかった？」

「え……」

　硬さの抜ぬけた、少し弱った声で続けられて、思わずパッと顔を上げた。

　好きだと、福富に言われた憶おぼえは、確かにある。ただしそれは、千幸と行動を共にすることで、これまでにない状況に遭遇することを面白がっていて……それに対する好きではなかったのか？

　ただの感想であり、千幸個人に対する福富の感情とは別物のはずだ。

「あー……全然わかってなかったのか。鈍にぶいのは、まぁ仕方ないかな。千幸といるのは、楽しい。好きだよ。『厄』がなんだ。そんなの関係ない」

「や……やめてくださいっ。おれは、誰にも好かれるわけがない。関係が深くなればなるほど、不運に巻き込むんだから……」

　悪意はもちろん、特別な好意も他人に抱いだいてはいけないと思っていた。

　千幸を心配して……百鬼の関係者としての義務感もあったのか、かつての厄神について調べたという貴幸からも、そう言われてきたのだ。

　人を好きになっても不幸にするだけなら、誰も心に入れたくなんかなかった。

「予想はついていたけど、意地っ張りだな。意外と頑がん固こな千幸に信じてもらうには、少しばかり強ごう引いんな行動に出るしかないかな」

「な、に……っ」

　テーブルの上にあった手をグッと握にぎられて、驚おどろいた千幸は反射的に引き抜こうとした。けれど福富の大きな手は、千幸の右手を包み込むように握り込んでいて離はなしてくれない。

　しばらくジタバタもがいていたけれど、福富の手はそのままで……なにを思って、こんな行動に出たのかわからない。

　やはり、からかっている？　それとも、いじめっ子だなどと言った千幸に対する意い趣しゆ返がえしだろうか。

　泣きたくなるくらい、頼りない気分が込み上げてくる。

「皇輝さんっ、手、離し……ッ」

　うつむいていた顔を上げて、離してくれと訴うつたえようとしたのに、言葉の途と中ちゆうで苦情を封ふうじられてしまった。

　目の前が……暗い。唇くちびるを塞ふさいでいるものは、なに？　あの、『紫雲』の痣が……チリチリと熱を帯びている。　>>>♥

　我が身になにが起きているのかわからなくて、息もできずに硬こう直ちよくしていると、唐とう突とつに唇の封ふう印いんと暗かった視界が解き放たれる。

　目の前で、細かな光がキラキラと舞まったみたいだ。周囲のイルミネーションとは違ちがう。もっと、眩まばゆい光で……。

　これまでになく近いところに福富の端たん整せいな顔があって、千幸と目が合った途と端たん、ふわりと笑った。

「あ……」

　ついさっき触ふれていたのは、福富の……くちびる？

　啞あ然ぜんとしている千幸の顔を、福富は微び笑しようを浮かべたまま覗のぞき込んできた。

「好きだって……信じる？　まだ信じられないなら、もう一度しようか」

「信じ、られな……。なんてこと、するんですかっ。絶対に、よくないことが起きる……っ！　おれは、皇輝さんを好きになんかなっちゃいけない……のに」

　自分がなにを口走っているのかもわからなくなり、震ふるえる両手で口元を覆おおった千幸は、ガタンと大きな音を立てて腰かけているイスごと身体を引いた。

　誰とも交かわしたことのない、深い接せつ触しよくをしてしまった。どんなことが起きるか、千幸にもわからない。

　どうしよう。『紫雲』の痣が、ズキズキと……痛いくらい疼うずいて、存在を主張している。

　なんとか昂こう揚ようを鎮しずめなければならないと頭ではわかっているのに、激しい動どう悸きが耳の奥で響ひびいている。

　顔が……顔だけでなく、全身が熱い。

　焦しよう燥そう感かんに突つき動かされるままイスから立ち上がったところで、千幸を追って席を立った福富に腕うでを摑つかまれた。

「千幸っ。聞きなさい。百鬼の家系ではどうかわからないが、少なくとも福富の家系では『厄神』というものは諸悪の根源的な扱あつかいではなくて、福神を引き立てる為ために損な役割を……」

「ダメだって！」

　もう、触れてはいけない。

　鳥とり肌はだが立つような危機感に吞み込まれそうになり、福富の言葉をシャットアウトして必死で拒きよ絶ぜつしようとする。

　頑固に抗あらがう千幸にかえって煽あおられたのか、福富はもどかしそうな顔で腕を摑む手に力を込めてきた。

「逃げるな」

　強く腕を引かれ、強引に両りよう腕うでの中に抱き込まれた瞬しゆん間かん。

　たった今、身に刻まれた生傷のような強きよう烈れつな痛みが、『紫雲』の痣あざから波は紋もんのように全身を駆かけ巡めぐった。

「ヤダ、皇輝さん……っ！」

　バチッ！　と。

　初めて耳にする激しいスパーク音に続いて、目め隠かくしのように植えられている木の向こう側あたりから、女性の悲鳴が聞こえてくる。

「なんだ？」

　千幸を抱き込んでいた福富の腕から力が抜け、千幸は唐突な解放に大きく息をついた。

　険しい表情の福富が、音が聞こえてきた方向を振ふり向く。

　すぐに、ざわざわと大勢の人の声が聞こえてきた。

「おい、火花が見えたぞ。煙けむり……っ？」

「やだ、焦こげ臭くさいんだけど。キャッ！」

　バチバチと耳慣れない音が再び響いた瞬間、ラグーンプール周辺のイルミネーションが一いつ斉せいに消えた。

　一ひと際きわ大きな、女性の悲鳴が上がる。

「電でん飾しよくがショートしたか？」

　つぶやくと同時に素す早ばやく上着を脱ぬぎ捨てた福富が、スマートフォンを取り出しながら音の発生地点へと走り出す。

　その姿は立ち木に隠かくれてすぐに見えなくなったけれど、緊きん迫ぱくした声は千幸がいる場所まで届いた。

「消火器！　あと、消防に連れん絡らくを！　そこの君は、非常ライトを持って、お客様を安全な場所へ誘ゆう導どうしろ」

「あ……っ、はい。落ち着いて、こちらにいらしてください。ライトを頭上で振りますので、この光に従ってください」

　的確な指示を出す福富の声に、スタッフが応じているのがわかる。

　不安そうな客の声と、大声で飛び交かうスタッフたちのやり取り。

　それらのざわめきは、別世界のもののように現実感がなくて……膝ひざの力が抜けた千幸は、その場に座り込んだ。

「ほら……やっぱり、おれなんかと係かかわったら、ダメなんだ。ごめ……なさい。皇輝さん……ごめん」

　震える両手を強く握り締めて、唇を嚙かむ。鼻の奥がツンと痛くなり、ゴシゴシと手の甲こうで鼻の下を擦こすった。

　申し訳なくて、情けなくて……でも、元げん凶きようである千幸には泣く権利などない。

　自分がここにいては、ダメだ。もっと、事態が悪化するかもしれない。一刻も早く、消えなければならない。

　のろのろ立ち上がった千幸は、テーブルに投げ捨てられた福富の上着をチラリと横目で見み遣やると、もう一度「ごめんなさい」とつぶやいて踵きびすを返した。

　少しずつ近づいてくる消防車やパトカーのサイレンも、千幸の耳には薄うすい膜まくを通して聞こえてくるようで……遠い世界の出来事みたいだった。










《七》







　大混乱に紛まぎれて、誰だれにも呼び止められることなくパークを出ることに成功した。

　あれからパークは、どうなったのだろう。

　本来なら従業員側の人間として福富のサポートをしなければならなかったのに、無責任にも放ほう棄きして逃にげてきた千幸にはわからない。

　ただ、厄やく災さいをもたらす自分があの場から離れたことで、大事になっていなければいい……と祈いのるのみだ。

　パークの最も寄より駅の改札をくぐったところで、ジーンズのポケットに入れてあるスマートフォンが着信を知らせた。

「ひっ」

　ビクッと身体からだを震わせて、足を止める。脳のう裏りに福富の顔が思い浮うかんで、心臓が大きく脈打った。

　けれど、あの場で先頭に立って非常事態の収しゆう拾しゆうを図はかっているはずの福富であるわけがなく……画面に表示されている発信者は、『貴幸さん』だ。

　ホッとしたと同時に、肩かたの力が抜ぬける。

　通行の妨さまたげとならないように柱の陰かげに移動すると、重く感じる指先をスマートフォンの画面に触れさせた。

「もしも……」

　千幸が応答し終わらないうちに、急せいた声で名前を呼ばれる。

『千幸っ！　さっき、クローバーパークで火災が発生したとかってニュース速報が流れたが、今……駅か？』

　電車の発着を知らせるアナウンスが、聞こえたのだろう。電話の向こうの貴幸の声が、スッとトーンを落とす。

「うん。パークを出て今から電車に乗るところ。おれは、なんともない。たぶん……おれがいなくなったから、パークも大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　これだけの情報で、報道された火災の原因がどこにあるのか、貴幸には察せられたに違ちがいない。

　数秒の間があり、貴幸が言葉を続けた。

『あの後、なにがあったのか……聞かせろ。パークの最寄り駅なら、うちまで三十分くらいだな。西口で待ってる』

　千幸に有う無むを言わせない口調でそれだけ言うと、プツリと通話を切られてしまった。

　無関係とは言えない貴幸に、経緯いきさつを話さないわけにはいかない。それに、確かに電話で話すより、直接語ったほうがいいだろう。

　でも、福富とのやり取りをどこまで貴幸に言えばいい？

　電飾から火花が散るトラブルの引き金となった出来事といい、話せないことのほうが多いような気がする。

「はー……すっぽかすわけにはいかないよな」

　深く息を吐ついてスマートフォンをギュッと握にぎった千幸は、大きな重おも石しがつけられているような鈍にぶい足取りで、ホームへと続く階段を上った。










　貴幸が居住しているマンションは、駅から徒歩十分もかからないところにある２ＤＫだ。

　一いつ緒しよに住めばいいと、高校卒業後に実家を出た千幸を何度も誘さそってくれているが、いろんな意味で迷めい惑わくをかけたくないので首を横に振り続けている。

　何度も訪おとずれているから迷うことなく辿たどり着けるのに、わざわざ駅で待ってくれていた貴幸と落ち合い、マンションへ入った。

「お茶かコーヒーしかないな。コンビニに寄ればよかった。どれがいい？」

「……貴幸兄さんと同じもの」

　キッチンの冷蔵庫を開けた貴幸に答えると、グラスにお茶を注ついで差し出される。お礼を言ってそのグラスを受け取り、テレビが置かれた一室のフロアマットに座り込む。

　楕だ円えん形のガラストップテーブルに同じグラスを置いた貴幸が、無言で千幸の隣となりに腰こしを下ろした。

　貴幸は、千幸が話し出すのを待っていてくれているのだろうけど、沈ちん黙もくが息苦しい。ギュッと両手でグラスを握り締しめた千幸は、ポツリとつぶやいた。

「やっぱり、おれはダメなんだ。誰かを好きになっても、親しくなればなるほど……不幸にしかしない」

　そのものズバリを口にしなくても、好きになるという言葉の向かう先が『福富』であることは、きっと貴幸には伝わっている。

　弟分から、同性を「好き」と聞かされた貴幸がどんな表情をしているのか、確かめるのが怖こわくて顔を上げられない。

　喉のどがカラカラに渇かわいている。グラスのお茶を一気に飲み干した千幸は、パークの騒そう動どうの発ほつ端たんを語り始めた。

「皇輝さんに、好きだって言われたけど……おれが珍めずらしいもので、面おも白しろがってからかっているだけだろうって信じられなかった。だって、おれも好きなんて応こたえたら、どうなるかわかんない。貴幸兄さんも、言ってたよね。悪意でも好意でも、強い思いを寄せた相手に『厄やく』が降りかかるかもしれない……って。怖くて、皇輝さんから逃げようとしたら、怒おこったみたいに抱だき寄せられて……」

　キスをされたことで感情が昂たかぶり、あんなことが……とまでは言えなかったけれど、だいたいの経緯は摑つかめたらしい。

　隣の貴幸が、深く息をつくのが伝わってきて肩を強こわ張ばらせた。

　福富とのやり取りを、気持ち悪いと思われただろうか。千幸も、自分が男……どころか、誰かを好きになるなんて、考えたこともなかったのだ。

　誰も好きにならず、誰からも好かれず、ひっそりと生きていくと決めていた。

　唇くちびると唇の接せつ触しよくなど、映画や漫まん画がの世界のものでしかなくて、自分が体験するなど想像したことさえなかった。

　あの時は驚おどろきと衝しよう撃げきばかりで、接触してはいけないという焦あせりに突つき動かされて福富から逃のがれた。でも、少し落ち着いてからこうして思い起こすと……優やさしいぬくもりに、今いま更さらながらドキドキする。

「千幸。パークの仕事はすぐに辞やめておいで。福富さんとは、もう逢あわないほうがいい。ここに越こしてきてもいいから、しばらく俺といよう。血けつ縁えん者なんだから、俺と一緒なのは大丈夫だってわかってるだろ？」

　静かな口調でそう言い出した貴幸に驚いて、うつむけていた顔を上げた。

　恐おそる恐る隣に顔を向けると、貴幸はこれまでと変わらない、優しい笑えみを浮かべて千幸を見ている。

「貴幸兄さん……おれのこと、気持ち悪いって思わない？　皇輝さんを、好きだなんて言ったのに」

　まだ、そうして笑ってくれるのは嬉うれしい。

　でも、千幸に気を遣つかって無理をしているだけでは……という不安が拭ぬぐい切れなくて、おずおずと尋たずねる。

　貴幸は、ほんの少し眉まゆを寄せて千幸の髪かみをクシャクシャと撫なで回した。

「千幸が気持ち悪いなんて、思うわけがないだろ。福富さんを好きだっていうのは、錯さつ覚かくだ。これまで接したことがないタイプで、しかもどうやら『福ふく神じん』系だろ。いろいろショックで、勘かん違ちがいしているだけなんだ。離はなれたら、すぐに忘れるよ」

「忘れる……？」

　あんなに鮮せん烈れつな印象の人を、忘れるなど考えられない。今も目を閉じれば、キラキラ眩まぶしい光の欠片かけらを纏まとう福富の姿が、ハッキリ思い浮かぶのだ。

　貴幸が言うほど、簡単なことだとは思えないけれど……離れたほうがいいという言葉は、正論だ。

　迷いが見て取れるのか、貴幸は千幸の頭にポンポンと手を置きながら、小さな子供に言い聞かせるようにして言葉を続ける。

「誰だれかを不幸にするのが嫌いやなら、千幸は、俺といればいいんだ。……そうだろう？」

　そう……かもしれない。少なくとも、百鬼の家系である貴幸には『厄』の影えい響きようがないことは確かなのだ。

　でも、成人してまで貴幸に甘えてしまってはダメだ。

「おれなんかといたら、貴幸兄さんの交友関係の妨げになるよ。母さんからも、貴幸兄さんにあまり頼たよって迷惑をかけないように……って釘くぎを刺されているし、おれのせいで婚こん期きを逃したら大変だ。あ、今って彼女は？　せっかくモテるんだから、おれを同居させてる場合じゃないだろ」

　自分のことなど気にしないでいい……と伝えたくて、意識的に軽い口調を繕つくろった千幸は、笑いながら貴幸に言い返した。

　千幸などより、女性を同居……この場合は同どう棲せいか、に誘うべきだ。

　慣れない気き遣づかいを試みたせいで、ぎこちない笑みだったかもしれない。貴幸は、笑い返してくることなく大きなため息をつく。

「今は、フリーだ。そんなの、千幸が気にすることはないよ。俺は、女より千幸のほうが大切なんだから」

　子供の頃ころから、千幸を庇かばってくれるのは貴幸だけだった。友人らしい友人がいない千幸の唯ゆい一いつの味方で、心強い存在だった。

　だから、やはりこれ以上厚意に甘えて、もたれ掛かかってはダメだ。

「……ありがと。でもやっぱり、貴幸兄さんにばかり甘えてちゃダメだって思うから同居はやめておく。パークは、辞めるつもりだけど……」

　その先は、未定だ。今のところ、どうすればいいのか具体的に思いつかない。

　少しだけアパートに引き籠こもって……思う存分落ち込んで、わずかでも前向きな気分になれたら新しい職を探そう。

　できれば、人との接触が最低限で済むものがいい。千幸にできることで、という制限がつくのであまり多くなさそうだけれど。

　千幸の意志が固いことは伝わったらしく、貴幸は「頑がん固こだな。甘えてくれればいいのに」と、仕方なさそうに吐と息いきをつく。

「あ、ニュースの時間だ。パークのことが取り上げられるかもしれないな」

　ふと時計に目を向けた貴幸が、テレビのリモコンを手にした。千幸は、自分の膝ひざを両りよう腕うでで抱だき込んで身体からだを固くする。

　自分がしでかしたことの結果を知るのは、怖い。

　でも、知らなければならないとも思う。

「んー……ここじゃ、やってないな。別の番組なら……」

　いくつかニュース番組を切り替かえた貴幸が、「あ」と手を止めた。ニュースを読み上げるアナウンサーの声に、唇を嚙かんで顔を上げる。

『先ほどのクローバーパークの火災について、続報です。一時黒こく煙えんが上がって騒そう然ぜんとしていましたが、現在は落ち着きを取り戻もどしているようです。プール周辺にあったイルミネーションのコードがショートしたことが原因とみて、消防が調査を行っています。怪け我が人は、今のところ確かく認にんされていません。コードと立ち木の一部が焦こげただけで、他ほかの施し設せつへの延えん焼しようもないと発表されています。併へい設せつするホテルは、通常の営業が行われているようです』

　画面に映し出されたパークは、ナイトタイムの営業が間もなく終わることもあって照明が抑おさえられている。

　バーを含ふくむラグーンプール周辺のイルミネーションは灯ともっていないが、ホテルの窓からは室内の光が零こぼれているし、さすがに運転は止められている観覧車のイルミネーションは点灯したままだ。

　大きな被ひ害がいはなかったらしい……と、確認することができて、全身の力が抜ぬけた。

「よ……か、った。おれのせいで、取り返しがつかないことになったらどうしよう……って思って、た」

　千幸は安あん堵どの息をついて、抱かかえた膝に額を押しつける。上うわ擦ずった、みっともない声だったけれど、貴幸はなにも言わなかった。

　テレビが消されて、室内が静かになる。それを待っていたかのように、千幸のスマートフォンが着信音を響ひびかせた。

「……鳴ってるぞ」

「うん」

　貴幸に促うながされて、ジーンズのポケットからスマートフォンを取り出す。そこに表示された名前は、『福富さん』だ。

　指先が震ふるえて……応答することができず、握にぎっていたスマートフォンをフロアマットに置いた。

「出なくていいのか？」

「……出られない」

　今、福富に対してなにを言えばいいのか、わからない。

　貴幸の目にも、スマートフォンに表示されている着信者の名前は見えていると思うけれど、無言で千幸の背中をポンと叩たたいた。

　しばらく鳴り続いていたスマートフォンが、沈ちん黙もくを取り戻す。テレビは消えていて、貴幸も千幸も口を開こうとせず……音のない室内は、やけに静かだ。

　また、かかってくるのでは……とスマートフォンにしばらく意識を向けていたけれど、それきり着信音を発することはなかった。

　福富はパークの事後処理に追われているはずなので、当然だ。このタイミングで千幸に連れん絡らくを取ろうとしたこと自体が、特別に違ちがいない。

　あんな別れ方をしたから、気にかけてくれているのだろう。

「おれなんかに、構わなくていい……のに」

　膝を抱えたまま、小さな声で零こぼす。

　一人でパニックに陥おちいって感情を昂たかぶらせ、『厄やく』を振ふり撒まいた挙げ句、大変な状じよう況きようから逃にげ出したのだ。

　自分の勝手さを改めて突きつけられた気分になり、心の中で「ごめんなさい」と繰くり返すしかできなかった。








□　□　□









　大事には至らなかったが、現場検証と設備点検のためという名目でパークは三日間の臨時休園が決まったと、従業員への一いつ斉せいメールで知らされた。

　事故の翌々日。

　消防や警察による検証が終わり、事故の経けい緯いと今後の対応を含む説明会があるということで、一いつ般ぱん客きやくの入っていないパークに全従業員が集められた。本社の、幹部社員まで出向いてくるらしい。

　千幸にとっては、ちょうどよかった。人事担当者に退職を申し出て、従業員のパスを返へん却きやくするいい機会だ。

　急な「辞やめます」を咎とがめられることはわかっているが、これ以上パークや福富に関かかわることはできない。

　昨今の若い者は、根こん性じようがない上に無責任だと叱しつ責せきされることも覚かく悟ごしている。

　従業員専用のパスを示して、パークのホテル内にある多目的ホールに入る。平素だと、結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんの会場や企き業ぎようの総会等の場として使用されることの多い広い空間は、百人を超こえる従業員の喧けん騒そうで満ちていた。

　できる限り隅すみのほうへ……と人ひと混ごみを縫ぬって壁かべ際ぎわに立った千幸の肩かたを、背後から誰だれかがポンと叩いてくる。

　知り合いのほとんどいない千幸に声をかけてくる人間は、多くない。心臓がギュッと竦すくみ上がった。

「あ……佐々原」

　ドキドキする心臓をシャツの上から押さえて振り向くと、見慣れた長身が立っていた。ホッとして、緊きん張ちようを解く。

　当然だ。あの人が、この状況で千幸に声をかけてくるわけがない。立場が違いすぎる。

　変に身構えること自体が思い上がりだと、自己嫌けん悪おに沈しずむ千幸に、佐々原は「よっ」とこれまで通りに笑いかけてきた。

「ニュースで見て、めちゃくちゃビックリしたなぁ。おまえあの日、『West』に行くって言ってただろ。もしかして、現場に居合わせたのか？」

「おれは、帰ったところだったから……」

　上手うまく説明する自信がなかったので、咄とつ嗟さに噓うそをついてしまった。

　佐々原は、後ろめたさを抱えて目を逸そらした千幸の言葉を疑うことなく、「そっかぁ」とうなずく。

「でも、最小限の被害で済んだみたいでよかったよな。明後日あさつてには、プールサイドバー以外のところは平常営業に戻るみたいだし」

「そ……なんだ。佐々原、よく知ってるな」

　説明会が始まるのは、十分後だ。まだ知らされていないそんな情報を、どこで得たのか不思議で、首を傾かしげる。

「さっき、そこでオッちゃん達が話してたぞ。相変わらず、周囲をシャットアウトして我の世界で生きてるなぁ」

　周りに注意を払はらわないのは事実だし、苦く笑しようする佐々原の言葉に悪意はないとわかっている。でも、自分の身勝手さに落ち込む今の千幸にとっては、追い討うちをかけられた気分だった。

　千幸が視線を足元に落としたところで、ざわざわと思い思いに話していた周囲の人たちが一斉に口を噤つぐみ、シン……と静かになった。

　なにかと思えば、正面中央に設置されたマイクスタンドの前に濃のう紺こんのスーツ姿の福富が立っている。

　壇だんを設けているわけではない。ただ、マイクスタンドが置かれているだけだ。それなのに、際きわ立だった存在感は長身だけが理由ではないだろう。

　誰だれもが、自然と福富に視線を奪うばわれる。福富は一言も発することなく、場を支配することができるのだ。

　これは訓練で得たものではなく、生まれ持った性質に違いない。

　いつになく緊張を帯びた、険しいと表現してもいい顔をしていても、キラキラ……華はなやかなオーラを纏まとっている。

「本日は、ご足労いただきましてありがとうございます。報道等でご存じだと思いますが、一昨日おとといの夜に『West』ゾーンのラグーンプールサイドで発生しました火災につきまして、私から説明させていただきます」

　マイクを通した福富の声は、耳に心ここ地ちよく流れ込んでくる落ち着いたものだ。百人を超える人間に注視されていても、臆おくすることなく言葉を続ける。

「ご心配をおかけしまして、申し訳ありませんでした。原因は、配線コードの捻ねじれによる部分的な断線でした。絶ぜつ縁えんコーティングが剝はがれて電線が剝むき出しになった部分に、木の葉から伝い落ちた水すい滴てきが触ふれたことで、ショートしたようです。幸い、問題となったコードが焼けたことと付近の木の枝が焦こげたのみで、他ほかへの延えん焼しよう等はありませんでした。なにより、お客様が全員無事だったことに加えてスタッフにも怪け我が人が出なかったことは、皆みな様さまが適切に動いてくださったおかげだと感謝しております。日ひ頃ごろの避ひ難なん訓くん練れんの効果が、素す晴ばらしく発揮されたと言ってもいいでしょう。心より御おん礼れい申し上げます」

　一いつ旦たん言葉を切った福富が、一歩足を引いて深く頭を下げる。

　ザワリと空気が震えたけれど、福富は十秒近くその体勢を保ち、ゆっくりと顔を上げた。

　メモに目を落とすでもなく、ホール内をぐるりと見回して説明を続ける。

「今後の、ラグーンプールサイドバーの営業についてですが、消防署の指導と助言に基もとづきまして、二度と同じ事態が発生することのないよう徹てつ底ていした安全管理を講じた上での再開となります。具体的には、イルミネーションの電源を……」

　福富はまだ言葉を続けていたけれど、千幸は小さく息をついて耳に集中させていた意識を逸らした。

　今後のことは、ここを去る予定の自分が聞いても仕方がない。人事担当者を見つけて、解散になると同時に捉つかまえよう。

　そう思いながら、目的の人物を捜さがすべく視線を巡めぐらせる。千幸がキョロキョロしていることに気づいたのか、佐々原が肘ひじで脇わき腹ばらを突つついてきた。

「おい、百鬼。誰か捜してんのか？」

「……うん。ちょっと……」

　目的の人物が誰か答えれば、理由も察せられるだろう。今ここで、退職するつもりだと佐々原に言うつもりはないので、言こと葉ば尻じりを濁にごす。

　千幸と佐々原だけでなく、ポツポツと私語を交かわす人たちが出てきたことで、小声で話していても悪目立ちをしなさそうだと思ったようだ。

　佐々原は、潜ひそめた声で言葉を続ける。

「相変わらず、福富さんはデキがいいよなぁ。あれで、俺の五つ上か。現場にいたスタッフがさぁ、福富さんが偶ぐう然ぜんあの場にいてくれたおかげでパニックが抑おさえられたって言ってた。初期消火も完かん璧ぺきで、消防が駆かけつける前には煙けむりもほとんど消えててブレーカーまで落としてたってさ。コードの状態からしても、小火ぼや程度で済んで怪我人がゼロだったのは偶然の幸運がいくつも重なったからだとか……さすが『幸運皇子』だな」

　それは……確かに、福富の適切な対応に加えて、運強さも味方したのだと思う。でも、そもそもの電気コードのショートが、千幸がいなければ起きなかったはずの災難だったのではないだろうか。

　相あい槌づちを打つこともできずに足元を睨にらみつけていると、盛大な拍はく手しゆがホール内に響ひびいてビクッと身体からだを震ふるわせた。

　後半部分はほとんど聞いていなかったが、どうやら福富の説明が終わったらしい。

　始まる前は、少し沈んだ神しん妙みような空気だったにもかかわらず、終われば拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸わき起こるあたり……さすがだ。

　社の上層部も、福富の持つ人心掌しよ握うあくオーラを効果的に生かそうと目もく論ろんだ上での、説明者としての人選だったに違ちがいない。

「レストランを開放してくれるってさ。滅めつ多たにないチャンスだから、ただ飯を食ってこうぜ」

　千幸と話していたくせに、佐々原はちゃっかりとその部分を聞いていたらしい。腕うでを叩たたいて誘さそわれたけれど、千幸にはしなければならないことがある。

「ごめん。おれは、この後ちょっと用事があるから……やめておく。せっかくだから、佐々原は行ってきなよ」

「えー？　一人じゃ淋さみしいだろ」

　眉まゆ尻じりを下げて大おお袈げ裟さに嘆なげくふりをしても、朗ほがらかで人見知りをしない佐々原だったら、初対面の人とでも楽しくテーブルを囲むことができるはずだ。

　佐々原は執しつ拗ように食い下がることなく、もう一度「ごめん」と謝った千幸の背中を軽く叩いて嘆たん息そくした。

「じゃ、今度飲みに行こうぜ。生まれ変わる予定の、『West』のバーでさ」

「……ん」

　その約束は果たせないだろうと申し訳なく思いながら、小さく頭を上下させた。

　佐々原と手を振ふり合って別れ、人事担当は……とホール内に視線を巡らせる。

　私服ではなく、スーツを着用しているはずだ。何度も顔を合わせたわけではないので、ハッキリ顔を覚えてはいないが、黒くろ髪かみのオールバックが特とく徴ちよう的で……。

　人の流れにジッと目を凝こらしていると、背後からポンと背中を叩かれた。

「なに、佐々原。言い忘れ……」

　話し忘れたことがあって佐々原が戻もどってきたのかと、名前を呼びながら振り返る。

　直後、千幸の視界に飛び込んできたのは濃紺のスーツで……取り繕つくろう余よ裕ゆうもなく、頰ほおが引き攣つるのを感じた。

「佐々原くんじゃなくて、残念？」

　少しだけ背を屈かがめて千幸の顔を覗のぞき込む福富は、イタズラが成功した子供のような、楽しそうな笑えみを浮うかべている。

　咄とつ嗟さに踵きびすを返そうとしたけれど、福富はそんな千幸の動きを予測していたのか、グッと腕を摑つかんで引き留められた。

「こらこら、逃にげない。……二時間後くらいには行けると思うから、ここで待ってて。冷蔵庫の中のもの、適当に飲み食いしていいから」

　笑みを消すことなくそう言いながら、千幸が羽織っているパーカのポケットに、カードを挟はさんだ台紙を滑すべり込ませてきた。

　これはなんだ？　正体不明だ。

「え、ここで……って、これ、なんですかっ？」

　戸と惑まどいの声を上げた千幸が、ポケットに入れられたばかりのカード台紙を取り出すと、福富は「そうだ」となにやら思いついたような声を上げて、左手首に着けていた時計を外す。

「これも預けておこうかな。誰だれかに託たくすんじゃなくて、直接、俺に返すように。……それ一つで結構な車が新車で買えるよ、とだけ言っておこう」

「ちょ……っ、やめ……怖こわいんですけどっ」

　ギョッとして身体を引いた千幸よりも、福富が腕うで時ど計けいをパーカのポケットに突っ込んでくるほうが早かった。

　慌あわてて取り出そうとしたのに、福富は素す早ばやく身体の向きを変えて、近くにいた中年の男性と言葉を交わしている。

　途と方ほうに暮れた千幸は、しばらくその場に立っていたけれど……福富に話しかける人は途と絶だえることがなく、千幸の割り込む隙すきなどない。

　ぼんやりと突っ立っているせいで、福富に近づこうとする人から邪じや魔まそうな目で見られる。少しずつ身体をずらして場所を譲ゆずっているうちに、いつしか話しかけられない距きよ離りまで引き離はなされていた。

「う、噓うそ？　本当？　どっちにしても、高級品だよね……怖すぎる」

　左手にカード台紙を持ち、右手で布の上からパーカのポケットを握にぎり締しめると、泣きたい気分でつぶやく。

　柱の陰かげで人目を避さけてこっそりと確かめたカード台紙は、このホテルのもので……ルームナンバーの欄らんには、手書きで数字が記されている。

　ということは、当然、台紙に挟み込まれている黒いカードはルームキーなのだろう。

　ここで、待て？　あの様子からして、二時間後には福富がやって来る？

「に、逃げたい……」

　泣きそうな声で零こぼしたけれど、知らんふりをして帰れない理由がポケットにある。腕時計という担保を託した福富は、千幸の性格を的確に見み抜ぬいている。

　たとえ五百円の時計だったとしても、持ち去ることなどできないのに……超ちようがつく高級腕時計は、物理的な重さ以上にズシリと感じる。

「やっぱり、いじめっ子だ。キラキラした、サドな王子様……」

　嘆いても、当の福富は人ひと垣がきの中に隠かくれていて目に映すことさえできない。

　腕時計の安全を考えれば、カードキーの部屋へ移動するのが一番だろう。

　とぼとぼ足を動かした千幸は、一いつ般ぱん客きやくを受け入れていないせいで閑かん散さんとしたフロントロビーを抜ぬけて、エレベータホールへと向かった。

　エレベータに乗り込み、カードに記されている数字のボタンが存在しないことに戸惑って……動かないエレベータに四苦八苦すること、五分あまり。

　このホテルに、カードを認にん証しようさせなければ辿たどり着けないフロアがあることを、初めて知った。










《八》







　すっかり日が暮れた大きな窓の外には、『West』だけでなくクローバーパークのシンボルとなっている巨大観覧車が見える。

　運転が停止していることもあり、夜空を背景にした真っ黒なシルエットのみが描えがかれていて、不思議と美しい光景だった。煌きらびやかなイルミネーションで飾かざられている時よりも、今の無機質な姿のほうが印象的だ。

　パーク内のあちこちで、青と白を基調としたイルミネーションが点灯しては消えた。きっと、明日から通常営業が再開されるのを前にした、試験点灯が行われているのだろう。

　ここの観覧車に一度も乗ったことのない千幸は、これほど高い位置からパークを眺ながめるのは初めてだった。

「綺き麗れいだな」

　二日前、物々しい小火ぼや騒さわぎがあった場所とは思えないほど綺麗な光景で、思わず感かん嘆たんの息が漏もれた。

　福富に渡わたされたキーを使って部屋に入った直後から、窓の傍そばに立っている。もうすぐ、三時間余りになるだろうか。

　日暮れ前から、刻々と変わる空の色やライトアップされていくパークをずっと見ていたけれど、飽あきることがない。

　思考を空にしてぼんやりする時間は、なんとも心ここ地ちよくて……時間の経過も忘れそうだ。

　そうして、一人で『無』の時間を楽しんでいた千幸だったが、背後から部屋のドアが開く音が聞こえてきたことで、突とつ如じよ現実へと引き戻された。

「……っ、千幸、待たせてごめん。すぐに抜けるつもりだったんだけど……」

　部屋に入ってきた福富は、急ぎ足でここまで来たのだろう。少し息が上がっている。

　窓まど際ぎわに立つ千幸の姿を目に留めると、大おお股またですぐ傍まで歩み寄ってきて足を止め、大きく肩かたを上下させた。

「はー……よかった。待ちくたびれて、帰ったかと思った」

　ネクタイを少し緩ゆるめて、ホッとしたような笑みを浮かべる。

　息せき切って駆かけつけ、千幸がいたというだけで安あん堵どする福富の姿に、胸の奥が甘く疼うずいた。

　トクトク鼓こ動どうを速める心臓に戸惑いながら、窓の外に視線を逸そらす。

「時計、預かってるし……」

　あれは一種の脅きよう迫はくだろうと、顔と声に非難を滲にじませる。福富は気づかないわけがないと思うが、責める千幸の言葉をサラリと流した。

「うん。この部屋に置いて、帰ることもできた。でも、俺が来るまで待っててくれた……ということは、千幸も俺に逢あいたくなかったわけじゃないよね」

　ビクッと肩を震ふるわせてしまったのは、指し摘てきされて初めて気がついたことだけれど、福富の言葉が的外れなものではなかったからだ。

　確かに、ここは誰だれもが入って来られる空間ではない。わかりやすい場所に腕時計を置いて、帰ってしまうこともできた。

「それはっ、置いて行くって考えつかなかっただけ……で」

　しどろもどろに返した言葉は、聞き苦しい言い訳じみた響ひびきになってしまったけれど、福富は笑わなかった。

　嬉うれしそうな微び笑しようを浮かべたまま、小さくうなずいている。

「きちんと返さなきゃ……って責任感から、ここにいてくれただけでもいいよ。理由はどうでも、千幸がいることが重要だ」

　二日前の夜を思い出せば、そんなふうに言ってくれる福富の真意がわからなくて、千幸はなにも答えられない。

　気まずい思いで唇くちびるを引き結んでいると、大きく一歩距離を詰つめてきた福富の腕うでが、肩に巻きついてきた。

「ッ……あの」

「俺ね、電話を着拒されたの初めてなんだ」

「…………」

　端たん整せいな顔を間近に寄せてきた福富に、卑ひ怯きような逃にげを穏おだやかな口調で指摘され、グッと息を詰める。

　怒おこっているわけではない。表情も声も、柔にゆう和わなままだ。

　でも……もう逃げることは許さないと、言外の圧あつ迫ぱく感かんが福富から漂ただよっている。

「ごめんなさい。おれのせいで、大変なことになったと思ったら……どう謝ればいいのか、わかんなくて」

「千幸のせいだなんて、俺は思っていない。怪け我が人が一人も出なかったから、避ひ難なん訓くん練れんの成果が確認できたと笑えるしね。幸いにも小火程度だったし、被ひ害がい額がくも少額だ。設備の問題点が浮うき彫ぼりになったから、怪我の功名とも言える」

　理路整然と語る福富は、こういう言い方をすれば不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど……どことなく楽しそうだ。

　千幸なら『不運』とマイナスのループに落ち込むようなことでも、福富は「よかった」とプラスに捉とらえている。

　そう言えばこの人は、初めて逢った頃ころにも「誰だれかに避けられるの初めてなんだ」と、嫌いやがられていながら妙みように楽しそうだった。

　あからさまな言動で千幸に拒こばまれているのに、どうして距離を詰めてくるのか不思議で……怖こわかったことを思い出す。

　あれから二ヵ月も経たっていないのに、もっとずっと時間が流れたように感じる。いつの間にか、福富という千幸にとっては異質な存在に慣らされていた。

「そう言えば皇輝さん、ここにいて……いいんですか？」

　ホールで、多くの関係者らしき人に囲まれていた福富の姿を思い起こす。

　二時間で抜けるという言葉も、まず無理だろうと予想はついていたのだ。

　福富は、「待たせてごめん」と言ったけれど、逆に千幸は三時間程度でここに現れたことに驚おどろいた。

「一昨日おとといから、ほぼ不ふ眠みん不ふ休きゆうだったからな。さすがに半日……明日の午前いっぱいまでは、休きゆう憩けいをもらった。スマホもオフにしていいってさ」

　ハッとした千幸は、反射的に福富を見上げた。

　これまで、目が合わないように逃げていたから気づかなかったけれど……清潔感のある印象は変わらなくても、さすがに目元に疲ひ労ろうが滲んでいる。

　自分の配はい慮りよのなさがもどかしくて、慌あわててパーカのポケットに手を入れた。

「それじゃ、ますますおれなんかに構ってる場合じゃないでしょう？　時計をお返ししたら帰りますから、皇輝さんは休んで……」

　腕うで時ど計けいを差し出した千幸の手を、福富の手が摑つかみ……強く引き寄せられる。抗あらがう間もなく胸むな元もとに抱だき込まれてしまい、身体からだを強こわ張ばらせた。

「……帰さない。やっと休めるから、千幸に傍にいてほしい」

「でも、おれが……おれのせいで、あんなことになったんだから、皇輝さんはもう近づいたらダメだっ。早く、離はなしてよ」

　腕の中から逃のがれようとジタバタ手足を動かしても、福富は力を緩めてくれない。

　背中を抱く手の力強さが、逃がしてやらないと伝えてくる。

「皇輝さん。本当に、ダメだって。おれ、これ以上皇輝さんに迷めい惑わくをかけたくない。好きになればなるほど、『厄やく』の影えい響きようが濃こくなるなんて……呪のろいだ。こんな人間とは、縁えんを切らないと皇輝さんまで」

　必死で離してくれと懇こん願がんする千幸の髪かみを、福富の手が撫なで回した。ポンと後頭部を軽く叩たたかれて、言葉を切る。

「千幸。少し落ち着け。こうして抱いていても……なにもないだろ？　あれは、偶ぐう然ぜんの事故だった。千幸のせいじゃない」

「……おれのせいとしか、思えない」

　そんなふうに慰なぐさめられても、あっさりうなずけるわけがない。

　キラキラした眩まぶしい福富を、自分が背負う『厄』で侵しん食しよくするなんて……自分で自分が許せなかった。

「皇輝さんは、少しいじめっ子だけどキラキラした王子様で、おれなんかが傍にいたらダメなんだ」

「俺をいじめっ子だなんて言うのも、千幸だけだな。……千幸が俺を嫌きらいだから、傍そばにいたくないって言うのでなければ、この手を離す気はないね。千幸が逃げたがっていても、俺は自分の思うようにさせてもらう」

　傲ごう慢まんとも受け止められる台詞せりふだけれど、福富は、これまでの二十六年間ずっとそうして生きてきたのだろう。

　望みがあれば、自らの努力と生まれ持った幸運で引き寄せて……福富の願いが叶かなえられる。なにもかも思うように行かない千幸とは、正反対だ。

　そんなふうに卑ひ屈くつになる自分がなにより嫌いやで、やはりこの人の傍にいるべき存在ではないと痛感する。

「皇輝さん、なにかと珍めずらしいおれが新しん鮮せんで、面おも白しろいだけだろ。退たい屈くつ凌しのぎのオモチャにしては、リスクが高すぎると思う」

　刺し激げきを求めているだけなら、千幸の存在は猛もう毒どくだ。軽い気持ちで、イタズラに手を出さないほうがいい。

　そう言って離れようとしたのに、福富は落ち着きを保ったままの声で返してくる。

「千幸といることを楽しんでいるのは、否定しない。でも、好きだと言いながら逃げることしか考えない千幸は……もどかしいな。俺が好きだと言っても、信じてくれないし」

「おれは、好きなんて」

　頭を横に振ふろうとしたけれど、福富の手に押さえられた。

　否定することを許してくれない。

「言っただろ。あの夜も、今も……」

　両手で頭を挟はさみ込まれて、顔を上げさせられる。否いや応おうもなく間近で福富と視線を絡からませることになり、口を噤つぐんだ。

　好きだと、言った……だろうか。勢いで、唇から零こぼれ落ちてしまった？

　自分の発言に自信が持てずにいると、福富が大きく息をついた。頑かたくなな千幸に、呆あきれたのかもしれない。

　頭を挟み込んでいた手が、離れて行った……直後、なんの前まえ触ぶれもなく身体を抱き上げられてギョッとした。

「皇輝さんっ？　なに……して」

　千幸を抱き上げたまま危なげない足取りで部屋を横切った福富は、これまで千幸が覗のぞきもしなかった別室へと移動する。

　先ほどの部屋がリビングなら、ここは……予想していた通り、大きなベッドのある寝しん室しつだ。

　当然のようにベッドへと下ろされて、隣りん室しつから漏もれてくるかすかな薄うす明あかりの中で福富を見上げた。

「本当は、もっとじっくり時間をかけて口を割らせたいところだけど……疲つかれてるんだろうな。今日の俺は、一つずつ手順を踏ふむ余よ裕ゆうがないみたいだ。俺は俺の好きにさせてもらうから、話したくなったらどうぞ」

「冗じよう談だん……」

「そう思う？」

　千幸を見下ろしてうっすらと笑えみを浮かべた福富は、彼らしくない乱雑な仕草で上着を脱ぬぎ捨ててネクタイを引き抜ぬく。硬こう直ちよくする千幸に手を伸のばしてきて、パーカごと下に着ているＴシャツも捲まくり上げられた。

　……怖い。

　福富は、いつもと同じようにキラキラしているのに……余裕がないという言葉のまま、食い入るようにこちらを見下ろす目は、千幸の知らない人みたいだ。

「皇輝さん、ぁ……ッ」

　スルリと服の内側に潜もぐり込んできた手が、胸元を撫でる。初めて素す肌はだで知る自分以外の人の手は、あたたかくて……ザワッと鳥とり肌はだが立った。

　小さな震ふるえが伝わったのか、福富は手の動きを止めることなく苦く笑しようを浮かべた。

「鳥肌が立つくらい、嫌いや？」

「ちが、う」

　福富から顔を背そむけて目を閉じた千幸は、身体を硬かたくして『嫌』を否定する。

　福富に触ふれられること自体が、嫌なわけではない。ただ……動どう悸きが激しすぎて、心臓が苦しい。

　きっと、胸元に手を置いている福富にも伝わっているはずなのに……触れた手を離してくれない。

「皇輝さんの手が、嫌なんじゃな……いっ。ドキドキして、心臓が止まりそうで……怖こわい。やっぱり、いじめっ子だ」

　混乱のあまり、自分がなにを口走っているのかわからなくなってしまった。

　ギュッと両手を握にぎり締しめて身を震わせる千幸に、福富はきっと笑みを浮うかべたままで、穏おだやかに言い返してくる。

「うん。俺がいじめっ子なのは、千幸だけにね。千幸だけが、特別なんだ。好きを、信じてもらえないのは……淋さみしい」

「あ……」

　ポツリとつぶやかれた最後の一言に、固く閉じていた瞼まぶたを開いた。

　余裕や、からかいの気配は感じられない。淋しいと……飾かざり気のない小さな一言は、福富の心の声だ。

「今は、『厄』だとか……余計なことを考えないでいい。ただ、千幸の本当の想おもいを知りたいだけだ。俺を……どう思ってる？」

　いつもキラキラと眩まばゆい光を放つ人に、不安そうな声で懇願されて……胸の奥から、熱いものが込み上げてきた。

　王子様とか、福の神だとか言われている福富が、どこか頼たよりない風ふ情ぜいで千幸の返事を待っている。

　福富が言うように、余計なことを削そぎ落とした千幸の想いなど、とてつもなくシンプルなものだった。

　そろりと見上げた福富と、視線が絡む。

　真しん摯しな瞳ひとみで千幸を見下ろす福富は、急せかすことなく返事を待ってくれていて……もう逃にげられなかった。

　光り輝かがやく圧あつ倒とう的なオーラに、魅み入いられる。

「好き、だ。……皇輝さんのこと、好きなんだ」

　なにもかも正反対で、釣つり合わないことはわかっている。こうして想いを寄せると『厄』に巻き込むだろうと、それもわかっているのに。

　胸の中いっぱいに育った感情が、溢あふれ出してしまった。

　不安で泣きそうな顔をしているかもしれない千幸に、福富はホッとしたように唇くちびるを綻ほころばせた。

「よかった。ここで、千幸に好きじゃないって言われたら、立ち直れないところだった」

「噓うそだ。おれが皇輝さんを好きなこと、お見通しだったくせに」

　安あん堵どしたことを隠かくそうともしない福富にムッとして、そろりと睨にらみ上げる。

　千幸の心も、悪わる足あ搔がきも……福富には手に取るようにわかっていただろう。

　そう唇を尖とがらせた千幸に、福富は「心外だ」と眉まゆを顰ひそめる。

「人の心なんか、わかるわけがないだろう。恋こいする相手の前では無様に翻ほん弄ろうされるだけで、思い通りにコントロールすることもできない。千幸に関しては、俺自身も予想がつかないことばかりだ」

「皇輝さんが、そんなの……信じられない」

　千幸に振り回されていると言わんばかりの言葉に、目をしばたたかせる。無様に翻弄されていたのは千幸だけで、福富はいつも落ち着いていた。

　疑念を滲にじませていると、

「信じろよ。今も、ほら……」

　手を取られて、福富の胸むな元もとに誘ゆう導どうされる。

　薄うすいシャツ一枚を通して伝わってくるのは、ぬくもりと……激しい心臓の鼓こ動どうだ。千幸と同じくらいトクトク速くて、余裕などないという言葉をなによりも証明していた。

「千幸の言う『厄やく』なんかに、俺が負けるように見える？　絶対に大だい丈じよう夫ぶだから……逃げないでくれ」

　根こん拠きよの示されることのない「大丈夫」だったけれど、千幸はもう逃のがれることができなくて、素す直なおにうなずいた。

　他ほかの人から聞かされたら、信じることなどできない。でも、福富がそう言うのなら……きっと、本当に「大丈夫」だ。

　ふっと息を吐ついて唇に笑みを浮かべた千幸は、おずおずと福富に両りよう腕うでを伸ばした。

「もう……逃げない」

「千幸。……そんなに可愛かわいい顔、俺以外に見せるなよ」

　千幸をギュッと抱だき締めた福富が、情感のたっぷりこもった苦しそうな声でそう言ったから、ますます笑みを深くしてしまった。

　千幸に向かって可愛いなんて言う人は、福富しかいない。

「おれにそんなこと言うの、皇輝さんだけだよ」

「……それはどうかな」

　ふっと吐き出された福富の息が、耳元をくすぐる。

　これまでになく密着していることを今いま更さらながら実感してしまい、動悸が加速するのがわかった。

「俺の勝手にさせてもらうんじゃなくて、同意ってことで……いいか？」

「そんなの、聞かれても……困る……」

　途と方ほうに暮れた声で返した千幸に、福富はそれ以上追究することなく、耳元に唇を押しつけてきた。

　もう逃げないと言ったから、千幸はそろりと福富の背中に手を回して抱き返した。










《九》







「この前は、きちんと話せなかったけど……調べたと言っただろう？」

「え？」

　ベッドで向かい合い、福富の手で着ているものを脱がされる。手て際ぎわのよさにたじろいでいると、唐とう突とつにそんなことを聞かされて目をしばたたかせた。

　露あらわになった福富の肢し体たいを真正面から見られず、視線を逃がし気味にしていることは知られているはずだ。

　クスリと笑いながら、最後の一枚も足首から抜き取られる。

「百鬼の……『厄神』の家系と、福富の『福ふく神じん』について。昔は、互たがいの性質上ほとんど交流がなかったらしいね。でも、いくつか興味深い説が見つかった」

「な、なに？」

「千幸は、知らないのかな」

　怪け訝げんそうに尋たずねられても、曖あい昧まいに首を横に振ふるしかできない。

　百鬼の本家には、先祖代々の『厄神』に纏まつわる書物等があるはずだ。両親や貴幸は目を通していると思うけれど、千幸は一度も手に取ったことさえない。

「おれは、百鬼の家系でも遠えん戚せきだし……貴幸兄さんが調べてくれたことを、聞かせてもらっただけだ。千幸には難しくてわからないだろうからって、説明してくれて……」

　往生際が悪いと言われそうだが、足を閉じて福富の目から少しでも身体からだを隠そうとしながら答える。昔から従兄いとこに頼り切りだったのだと、福富に知られるのは少し恥はずかしい。

「はー……貴幸氏、ね。やっぱり、彼が千幸を抑おさえ込んでいたんだな。少し話しただけで、わかったよ。千幸に向ける、独どく占せん欲よくと支配欲。あと、ちょっと歪ゆがんだ愛情に優ゆう越えつ感……か。割り込んだ俺が、余よ程ほど憎にくいんだろうな。冷たい目で睨みつけてきた」

「なに？　なんのこと……？」

　淡たん々たんと福富が語った言葉の意味が、わからなかった。

　独占欲とか、支配欲とか……貴幸が、千幸に？　考えたこともない。

「まぁ、今は他の男の話をしなくていいか。また今度、じっくりと教えてあげるよ。……『福神』はね、『厄神』の力を弱めることができるらしいよ。ある程度相そう殺さいするってことだろうけど、少なくとも千幸の不運は軽減するはずだ。俺が、本当に『福神』を継ついでいるなら……だけど」

「そんなこと、本当にできるっ？　でも、それじゃ、皇輝さんによくないことが起きる……かもしれない？」

　厄の力が軽くなる可能性があるという言葉に、パッと顔を輝かせた千幸だが、喜んでばかりではダメだと思い直す。

　相殺ということは、福富の幸運を千幸が打ち消すことでもある。

「あ、そのあたりの心配は無用だ。千幸と一いつ緒しよにいたら、楽しいって言っただろ。運よく、なにもかも思い通りになる人生なんて、無機質でしかない。乗り越こえなければならない困難は、ある程度必要だ」

「わざわざ、困難を引き寄せてまで立ち向かう必要はないと思うけど……」

「千幸はいろんなことがあっただろうから、そうかもね。俺は、攻こう略りやくが難しければ難しいほど燃えるタイプなんだ。だから、そのあたりは気にしないでいい。千幸と出かけた時の小さなトラブルも、楽しかった。次はなにがあるんだろうって、わくわくした。誰だれといるより、千幸と一緒が楽しいし……ささやかな笑え顔がおを見せてくれたら、嬉うれしい」

　キラキラとした笑みを浮うかべてそう言った福富は、身体を隠そうとする千幸の手を摑つかんでジッと見み詰つめてきた。

　視線が痛い。

　福富のように手足の長い抜ばつ群ぐんのスタイルを誇ほこっているならともかく、千幸の貧相な身体などそれほど見る価値はないはずだ。

「あの、あんまり見ないでほしいんだけど」

「うん……千幸の言ってた『厄神』の証あかしの痣あざって、どこにあるのかなって思って。それが、重要なアイテムなんだけど」

　じっくりと身体を見ていた理由は、『紫雲』の痣を探していたから、か。

　見られていた理由は納なつ得とくできるものだけれど、「ハイどうぞ」と簡単に応こたえられない。

「……どうしても、見せないとダメ？」

「ああ」

　あっさりとうなずかれてしまい、奥歯を嚙かんだ。

　あれを見せるのに躊躇ためらう理由は、主に二つ。色も形も禍まが々まがしい痣だと自分で目にしても思うし、場所も問題だ。

　けれど福富は、真顔で千幸を見み据すえている。嫌いやだなどと、子供のような駄だ々だを捏こねて逃にげられそうにない。

「ぅ……その、ここ……です」

　意を決した千幸は、そろりと足を開いて右腿ももの内側……脚あしのつけ根あたりを指し示した。

　普ふ通つうにしていれば、人目にさらすことのない場所だ。そこに、親指と人差し指で作った輪くらいのサイズの、紫むらさきがかった雲形の痣がある。

「へぇ……これが」

　福富の視線を感じて、カーッと首から上が燃えるように熱くなる。

　見るからに陰いん気きな『厄神』の証を目にした福富は、どんな顔をしているのだろう。反応を確かめるのは怖こわいし、なによりジッと見られるのは恥ずかしい。

「も、いいですか」

「まだ。これからが肝かん心じんだ」

　両脚を閉じようとした千幸の動きを阻はばんだ福富は、予想もしていなかった行動に出た。背中を屈かがめて、『紫雲』の痣に唇くちびるを押し当てて……いる？

「や、ヤダ皇輝さんっ。なにやってんだよ。そんなの……やめ、ぁ……ぁ……ッ」

　福富の頭が邪じや魔まをして千幸からは見ることができなくても、感かん触しよくで、舐なめ濡ぬらされているのがわかる。

　信じられない。そんなこと……どうして、と。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいり、押しのけようと伸のばした手にも力が入らない。福富の髪かみを、指先で搔かき回すだけになる。

「福神の口づけが加護となり、厄を弱らしめる……だって。試ためす価値はあるだろう？」　>>>♥

「っ、あ……でも、で……もっ」

　痣の位置がそこでなければ、千幸も「お願いします」とすんなり頭を下げられたと思う。福富には、抵てい抗こうはないのだろうか。

　聞きたくても、声を出すことができない。なにか言おうとすれば、自分がどんな声を漏もらすかわからない。

「ッ、ふ……っん、ん……」

　動どう悸きが激しすぎて、苦しい。福富が口づけている場所から、全身へ熱が広がっていくみたいだ。

　千幸は両手で自分の口を塞ふさぎ、必死で込み上げてくる熱を押し戻もどそうとした。

　ダメだ。福富は、千幸の『厄』を薄うすめようとしてくれているだけなのに……。

「ん、ああ……少し薄くなったかな。どうやら、効果ありだな。見てみる？」

　とんでもない問いに、大きく左右に頭を振った。

　見てみる？　皇輝の前で？　絶対に嫌……というより、無理だ。

「ゃ……無、理っ。もう、離はなしてください」

　腿を摑む手を離してくれと訴うつたえても、福富は千幸の願いを叶かなえてくれない。それどころか、隠かくしようもなく熱を帯びた屹きつ立りつに指を絡からませてきた。

　一人で、変に熱を帯びていることを知られてしまった。恥ずかしさのあまり、頭の中が真っ白にスパークする。

「い、嫌だっ。それ、そこ……触さわったらっ。や……ごめんなさい。おれ、変……っで」

「嫌そうには見えないけど。こんなになってるの、俺が原因だろ？　変じゃないし、拒こばまれていない証しよう拠こだと思えば嬉しいだけだな」

　嬉しい？　本気でそう言っている？

　聞き返そうにも、言葉にならない。福富の指が屹立に絡みつき……軽く触ふれられただけで、一気に極限まで熱が高まった。

「っ、あ！　あ……ぁ、ご、ごめんなさ……っ。ごめんなさい」

　ビクッと身体を震ふるわせた千幸は、福富の指を汚よごしてしまったことを、涙なみだ目めになりながら謝罪する。

　信じられない。躊躇なく触れてきた福富も、呆あつ気けなく追い上げられてしまった自分も……。

　激しい鼓こ動どうが耳の奥で鳴り響ひびき、千幸の動どう揺ようを煽あおる。

「そんなに謝る必要はないだろ。可愛かわいいね、千幸。誰かに触られたの、初めて？」

「……当たり前っ」

「光栄だな」

　いっぱいいっぱいになっている千幸とは違ちがい、福富の声にはまだ余よ裕ゆうが滲にじんでいる。

　それが、恥ずかしいのか悔くやしいのか……いろんなものがグチャグチャに絡んで頭の中を渦うず巻まいていて、よくわからない。

「これくらいで泣きそうになられたら、少し罪悪感が……。んー……でも、ごめんね。やめてあげられそうにないな」

　力の入らない千幸の身体からだを反転させると、更さらにとんでもないところへ指を押しつけられる。

　福富のあの、長くて綺き麗れいな指が……双そう丘きゆうの狭はざ間まに潜もぐり込み、身体の奥……へ。

「っひ、ぅ……」

　声もなく身体を震わせた千幸の背中を、もう片方の手でそっと撫なでてくる。

　熱っぽい吐と息いきがうなじをくすぐり、耳の裏側あたりに唇が押しつけられた。

「ごめん。千幸が怖がってるのはわかるけど、抑おさえられない。もっと……触りたい」

　福富は、苦しそうな声で、自制ができないと漏らす。それと同時に千幸の胸に湧わいたのは、不可解な悦よろこびだった。

　どんなものでも立ち向かえない、威い風ふう堂どう々どうとして……落ち着いた福富が、理性が利きかないと惑まどったように零こぼす。

　それも、原因が自分で……。

「いい、よ。抑えたり、しなくていい。おれ、変なこと口走るかもしれないけど……嫌がってるわけじゃない。皇輝さんの思うようにして、いいから。そう、してほしいんだ」

　ギュッとベッドカバーを握にぎり締しめた千幸は、たどたどしく思いを伝える。

　きちんと口にして話さなければならないことも、あるのだと……福富にはわかってほしいと、不器用な言葉だと思うけれど、なんとか告げた。

「……泣かせるだろうけど」

「いい、って。逃げそうだったら、縛しばりつけてもいいから……っ」

　自分がなにを言っているのか、よくわからないまま思い浮うかんだ言葉を口にする。

　背中にあった福富の手がピクッと震えて、再び身体を仰あお向むけにさせられた。

「あ……」

「散々煽ってくれて……知らないからな。本気で泣かせるぞ」

　険しい目で千幸を見下ろしながら、脅おどすようにそんなことを口にしても、やっぱり福富はキラキラとした光を纏まとっていて……。

「な、泣かせて」

　ぼんやりとうなずいた千幸は、福富の首に腕うでを巻きつかせて抱だきついた。

　甘える仕草は恥はずかしかったけれど、福富ならいろんな意味で大だい丈じよう夫ぶだと信じられたから……残っていた躊躇いを、完全に手放す。

「その言葉、忘れるなよ。んー……なにか滑すべりをよくするものは……ちょっとだけ待ってて」

　千幸の胸むな元もとを軽く叩たたいた福富が、ベッドを下りる気配がする。

　千幸は逃げることも隠れることもできず、俎そ上じようの鯉こいになった気分で身体を強こわ張ばらせると、微び動どうもせずに福富が戻って来るのを待つ。

　ちょっとだけ、という言葉通りに福富はすぐに戻ってきて、千幸の膝ひざを割り開いた。

「……ホテルで提供しているアメニティの保ほ湿しつクリームだけど、口にしても大丈夫なオーガニックのものだから」

「ッ……！」

　ぬめりを纏まとった指が、ゆっくりと後こう孔こうに挿そう入にゆうされる。摩ま擦さつ抵てい抗こうがほとんどなく、先ほどとは全然違う。

　それだけに、指の感触がリアルで……ビクビクと身体を震わせた。

「狭せまいな。痛くない？」

「っい、……ない、ですけど。ぬるぬる、して……て」

「うん。指より大変だろうから……」

　そう言いながら、腿ももの内側に熱を帯びた硬かたい感触を押しつけられる。

　福富が、千幸に触れて昂こう揚ようしているのだという、なによりの証拠だ。自分だけが切せつ羽ぱ詰つまった気分になっているのではないと知り、更に身体の熱が高まった。

「大変でも、いい。皇輝さんの熱……知りたい」

「っ！」

　そろりと手を伸ばして、指先を触れさせる。そのまま手の中に包み込もうとしたけれど、強い力で手首を摑つかまれて引き離された。

「くそ……千幸のせいだからな。こんなに余裕をなくしたのは初めてだから、どんなふうにするかわからないぞ」

「いいから、思うようにして……って、……ぁ！」

　気き遣づかいなどいらないと、熱っぽい息をつきながら訴える。千幸の言葉が終わらないうちに、膝を掬すくい上げるようにして福富が身体を重ねてきた。

「ン……ぅ、っ……っぁ！　ぁ……」

　苦しい。痛いというよりも、熱い。

　身体の内側から、熱の塊かたまりで焼き尽つくされるみたいで……声も、吐息までもが喉のどの奥に詰つまる。

「っ、千幸。息を吐はけ。ほら……俺の肩かたにしがみついていい、から」

　手を取って誘ゆう導どうされるままに、熱い身体に縋すがりつく。

　大きく息を吐くと、身体の奥にある熱ねつ塊かいの存在をまざまざと感じた。

「皇輝さん？　熱い……よ」

「うん。千幸も、熱い」

　福富の声が、甘くかすれている。乱れた吐息が耳元をくすぐり、それだけで苦痛が別のものに取って代わる。

　同じ熱を共有しているのだと思うだけで……これまで身に受けたことのない快楽が、身体の奥底から込み上げてくる。

「ぁ、皇輝さ……っ、や、嫌いやだっ、揺ゆすんな……っで、ゃ……溢あふれる、からぁ」

　しゃくり上げるようにして、際限なく湧き上がるなにかが溢れる……と繰くり返した。

　もう、自分がなにを口走っているのかわからない。ただひたすら、唯ゆい一いつ確かな存在だと感じる目の前の福富に縋る。

「ごめん。その嫌は、聞いてあげられない。千幸……もっと、俺の名前を呼んで」

　大きく身体を揺さぶられながら、熱っぽい声でねだられる。

　頭を振ふった千幸は、請こわれるままに福富の名前を何度も口にして、汗あせで滑る指先に力を込めて夢中で熱い背中を抱いた。

「こ、き……さん。皇輝さん……ッ。あ！　っあ……身体、融とけて……なくなるっ。怖こわ……い、怖い……っ」

「っ、ふ……俺は、千幸を怖がらせてばかり、だな」

「でも、好き……すき、皇輝さ……ん」　>>>♥

　自分とはなにもかも正反対で、キラキラと眩まぶしい光に包まれていて、初めて目にした時から怖くてたまらなかった。

　それなのに、どうしようもなく意識せずにはいられなかった。全身全ぜん霊れいで、福富という存在に惹ひかれていたのだ。

「ん、俺も……俺のほうが、好きだよ千幸。俺が愛するからには、不幸だなんて、二度と言わせない」

　福富の声は確かに耳へと届いているのに、熱の奔ほん流りゆうに押し流される千幸には意味を解することができない。

　きつく閉じた瞼まぶたの裏が、キラキラ眩しく輝かがやいているようで……心身を、あたたかな光に包まれているみたいだった。








□　□　□









　少し前まで熱の嵐あらしに巻き込まれて、散々翻ほん弄ろうされていたのに……今は、凪ないだ空気が満ちる空間がなんだか不思議だ。

「千幸。平気か？」

「ん……」

　前まえ髪がみを搔かき上げながら福富に顔を覗のぞき込まれて、コクコクと頭を上下させた。声が出ない。渇かわいた喉が、ヒリヒリと痛みを訴うつたえている。

「少し身体を起こして……一口でも、水を飲んだほうがいい」

　福富に背中を支えられ、キャップを開けたペットボトルを口元に寄せられた。

　甘えきっていて恥ずかしいけれど、全身が重くて動くのが億おつ劫くうだから……いいか。

　一口、二口……喉を落ちる水が、渇きを癒いやしてくれる。

「ありがと」

　ペットボトルから口を離はなした千幸は、深く息を吐いて、大きなベッドに力の入らない四し肢しを投げ出す。白い天てん井じようが視界に映り、改めて室内に視線を巡めぐらせた。

「皇輝さん、この部屋って……なに？　フロア表示に、なかったけど」

「ここは、俺の私室。窓からの眺ながめは、最高だっただろ？　たまに人目から解放されて、一人きりでぼんやりしたくなるんだ。見られることには慣れてるけど、少しだけ煩わずらわしい時もある」

「そんな大切な部屋に、おれを入れてもよかったのかな」

　福富にとって大事な空間だと、軽く聞かされただけでも想像がつく。

　こうして、寝しん室しつのベッドに身を横たえながら遠えん慮りよしても今いま更さらだと思うが、千幸が立ち入ってもよかったのだろうか。

「千幸だから、だ。誰だれも……ルームクリーニングのスタッフでさえ、ここには入れない。ベッドメイクも、自分でしているよ」

　福富が……キラキラの王子様が、ベッドメイク。

　驚おどろきに目を瞠みはった千幸に、福富は苦く笑しようを浮うかべて言葉を続ける。

「そんなに意外？　千幸は俺を、キラキラしてるとか言って本物の王子様みたいに思っているかもしれないけど、普ふ通つうの人間だよ。ジャンクフードや駄だ菓が子しが好きだし、戦隊ものＤＶＤをコレクションしているし、絶望的な方向音おん痴ちだし……競馬もする」

　指を折って『普通の人』ポイントを挙げていく福富は、最後に「千幸も我が身で知っただろうけど」と前置きをして、意味深な笑えみを深くする。

「スケベ根こん性じようも、しっかり持ち合わせているしね。正しよう真しん正しよう銘めいの俗ぞく物ぶつだ」

「……っ、それは」

　否定できない。最後のほうは、なにをされたか……自分がどうなったのか、記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　さり気なく腰こしのあたりを撫なでてくる福富の手を押し止とどめようとした千幸は、頭の隅すみに引っかかっている「競馬」というキーワードで、アパートに置いてある馬券の存在を思い出した。

「あの、皇輝さん。この前の馬券って……」

「まだ持ってる？」

「もちろんです。その、不ぶ躾しつけなことを聞きますけど、あれって、いくらぐらいになるものなんですか？」

　どう言葉を選ぼうとしても、無ぶ遠えん慮りよなものにしかならない質問だ。身を縮めて口にした千幸に、福富は「あれ？」と首を傾かしげた。

「わかってなかった？　えーと……あれだと確か……」

　思案の表情を浮かべた福富は、千幸の右手を取って手のひらを開かせた。

　そこに指を滑らせる様子を、千幸は黙だまってジッと見み詰つめていたけれど……ググッと眉み間けんに縦皺じわを刻んでしまう。

　最初が『２』で、続く『０』が、じゅうひゃくせん……いちまん……まだあるのかっ？

「あのっ、ちょ、ちょっと待って皇輝さん。ゼロの数、おかしいっ？　もう一つ少ない……のでも、怖いんですけどっ」

「ははは、たぶん、これくらいだなぁ」

　あの、小さな長方形の紙が……にひゃくまんえん……？

　冗じよう談だんでからかわれているのかとも思ったけれど、異様に運強い福富が言うものだから妙みような信しん憑ぴよう性せいがある。

　笑っている福富が、一番怖い。

「今度のお休みに、デートを兼かねて一いつ緒しよに換かん金きんに行こうか」

　とんでもない配当額を知ってしまったからには、アパートに置いておきたくないので、それには異論はない。換金して、福富に引き取ってもらおう。

　ただし、競馬場に行くのなら……。

「……馬券は買わないでくださいね？」

　せっかく手放しに行くのに、またしても恐おそろしい馬券を目にしたくない。

　千幸は真しん剣けんに口にしたのだが、福富は笑みを浮かべたまま、肯こう定ていとも否定とも取れる言葉を返してきた。

「んー……その日の気分だな。でも、もし当たっても、そんな額の配当にはならないんじゃないかなぁ」

　千幸の腿もものあいだに手を滑り込ませると、右腿のつけ根を指先で軽く撫でる。

「ゃ、もう触さわんないでください」

　熱の落ち着きかけていた肌はだが再び変にざわついて、慌あわてて福富の手を押し戻もどした。

　福富がそこに指を滑らせたのには、わけがあったらしい。

「千幸の『厄やく』を、少しだけ引き受けることに成功したみたいだからね」

　千幸はまだ確かめていないけれど、福富曰いわく『紫雲』の痣あざは少しだけ色を薄うすめたらしい。どうやら、福富の『福』と千幸の『厄』は、目もく論ろ見み通りの相そう殺さいに成功したようだ。

　ただし、コレが原因……いや、理由で、福富の『幸運』が薄まる可能性もあるのか。

「ご、ごめんなさい」

「ごめんじゃないだろう。俺は、楽しいよ」

　千幸のつぶやきを咎とがめると、両りよう腕うでの中にギュッと抱だき込まれる。

　安あん堵どの息を吐はきかけた千幸は、頭の片かた隅すみにあった疑問をポツリと口にした。

「どうして、『福神』は『厄神』の力を弱らせることができるんだろう。相殺するなら、『福神』にメリットはないのに。『福神』について調べたって言ってたけど、皇輝さんはわかる？」

　その途と端たん、千幸を抱き締しめている福富の腕がピクッと震ふるえる。数秒の間があり、低く抑おさえた声が答えた。

「昔から、『福神』は狡こう猾かつなんだ。『厄神』が『厄』を振ふり撒まき……不幸を恐おそれた人々は、『福神』に祈いのり信しん仰こう心を捧ささげる。そうして力を得ていた『福神』は、卑ひ怯きようだろ。損な役回りを押しつけて、見て見ぬふりをしていた『厄神』に対する、ささやかな罪滅ほろぼし……かな」

「本当に？　そんなの……両親も貴幸兄さんも、一言も言わなかったけど」

「と、うちの家系には伝承されている。『厄神』のほうは、たぶん知らないだろう」

　言葉を切った福富の手から、力が抜ぬける。少し不安そうに、

「千幸が謝る必要なんか、一つもないんだ。俺が……嫌いやになった？　強運は『厄神』を犠ぎ牲せいにして成り立っているようなもので、キラキラした、綺き麗れいな王子様なんかじゃない」

　そう尋たずねられて、千幸は慌あわてて首を横に振った。

「好き……」

　おずおずと広い背中を抱き返した千幸は、密着した肌から伝わってくるぬくもりにそっと瞼を伏ふせた。

　こんなふうに、誰かとピッタリくっついて安堵するなんて……想像したこともなかった。胸に満ちるあたたかな想おもいなど、一生知らないはずだった。

　福富と出で逢あわなければ、知り得なかったことばかりだ。

　そんなふうに考えた千幸とテレパシーが通じたかのように、福富が静かに語った。

「千幸と逢えて、よかった。千幸がいなければ、俺の毎日はモノクロだった。俺が千幸に、千よりもっとたくさんの幸せをあげるから……傍そばにいてくれるか？」

「それは……おれが、お願いしないといけないことだと思うんですけど。皇輝さんの傍に、いさせてほしいです」

　どちらに益があるのか考えれば、傍にいてほしいという台詞せりふは千幸のものだ。

　傍にいてほしい。傍にいたい。知らないことばかりの千幸に、もっと、いろんな世界を見せてほしい。

　遠慮がちに請こうた千幸に、福富は「よくできました」と笑って指先で髪かみを搔き乱す。

「じゃあ、相思相愛ということで……ずっと、一緒にいよう」

「……はい」

　きちんと返事をした千幸に、またしても福富は満足そうな笑みを見せる。

　そっと端たん整せいな顔が寄せられて、瞼まぶたを伏せて口づけを受け止めた。

「そうだ」

「ん……？」

　唐とう突とつになにかを思い出したらしい福富のつぶやきに、閉じていた瞼を押し開く。千幸と目が合うと、小さく嘆たん息そくして言葉を続けた。

「あの従兄いとこ……貴幸氏には、改めて挨あい拶さつさせてもらおう。千幸のことは、もう心配いらないとわかってもらわないとね」

　口元は笑っているけれど、目は真剣だ。千幸に意地悪なことを言って追い詰つめる時と似た笑みに、背筋がざわざわとする。

　なんだろう。貴幸のことを話す福富は、少しだけ怖こわさの種類が違ちがう。

　理由は……？　と首を傾げたけれど、よくわからない。

　それに千幸も、貴幸の名前で思い出したことがあったのだ。

「そういえば、おれ、『クロすけ』の中の人を辞やめます、って言おうと思ってて……」

「うん？　なんだって？」

　聞き返してきた福富の笑みが、なんだかますます怖いことになっている。キラキラ王子様なのにサドだなんて、最強だ。

　絶対に逆らえない。

　千幸はコクンと喉のどを鳴らして、ふるふると首を左右に振ふって見せた。

「辞め……ません」

「よかった。千幸が『クロすけ』の中にいると思えば、ますますあのキャラが可愛かわいくて……『クロすけ』ばかり贔ひい屓きしたくなって、少し困るけどね」

　恐る恐る言い直すと、ようやく福富は爽さわやかに笑ってくれた。

　辞めなくていいのか。貴幸の助言は間ま違ちがっていないと思うけれど、ここで『クロすけ』を続けられるのは……嬉うれしい。

　ホッとした千幸が小さな笑みを浮かべるのを待っていたかのように、顔を寄せられる。

　唇くちびるの端はしをわずかに吊つり上げた福富が、潜ひそめた声で尋たずねてくる。

「それも、あの従兄になにか言われたから？」

「…………」

　正直に答えないほうが、よさそうだ。

　そんな危機感が込み上げてきて口を噤つぐんだのに、ぎこちなく目を逸そらしながらの沈ちん黙もくは、肯定と受け取られてしまったらしい。

「やっぱり、きちんと話し合いの席を設けよう。これまで千幸の面めん倒どうを見てくれていたようだから、丁てい重ちようにお持て成しをするかな。うん。俺が傍にいるから千幸は大だい丈じよう夫ぶだと、しっかり思い知らせ……いや、安心してもらわないと」

「はぁ……丁重に」

　言葉のままの意味だと、ストレートに受け止めてもいいのだろうか。

　千幸はもう、なにも言えなくなってしまい、目の前にある福富の肩かたに頭を預けた。

　この人には、なにもかも敵かなわない。

　だから千幸の『厄』も、福富の『福』に敵わなければいいのに……と、『厄神』の敗北を祈いのりながら。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。このたびは、『福神×厄神』をお手に取ってくださって、ありがとうございます！




　いろいろな方に支えられまして、大変ありがたいことに四組目の『神×神』となりました。シリーズではありますが、カップルとお話はそれぞれ独立していますので、これだけ読んでいただいても大丈夫です。……が、この機会に他の神様カップルの本もお手にしていただけると、とっても嬉うれしいです。

　今回は、『福神』と『厄神』です。キラキラとしたサド王子な福神と、警けい戒かい心の強いビクビクした仔こ犬いぬ系の厄神でした。ブラックな王子様に後ろ襟えりをがっしり摑つかまれた千幸は大変そうですが、破われ鍋なべに綴とじ蓋ぶたカップルとしてこれはこれで幸せではないかと……。ちょっぴりでも楽しんでいただけましたら、幸いです！

　……どうでもいいことですが、私も×リ×リくんの当たり棒を見たことは一度もありません。うっかり手にしたら、千幸のように動どう揺ようして「悪いことが起きるかも」と怯おびえそうです。




　これまでの三組に加えまして、四組目の神様カップルにも美び麗れいなビジュアルをくださった、みずかねりょう先生。今回も、とってもお世話になりました！

　キラキラと美形なサド王子様な皇輝も、黒いオーラを背負いつつ可愛かわいい千幸も、どちらも眼福です。素す敵てきな二人を、本当にありがとうございました。




　そして、新担当Ｉ様。私から初しよ稿こうをもぎ取るという、最も困難かつ根気と忍にん耐たい力を要する大変な作業からのバトンタッチで、大変お世話になりました。ありがとうございました。もう少し、周囲にご迷めい惑わくをおかけしない大人になりたいです……。気をつけます。頑がん張ばります。

　ここまでおつき合いくださった方にも、心より御おん礼れい申し上げます。ほんの少しでも楽しい時間を過ごしていただけたら、なによりも嬉しいです。

　取り急ぎ、失礼いたします。また、どこかでお逢あいできますように！




　余談ですが、脱だつ稿こう直後のものすごいタイミングで某ぼう遊園地の火災が発生し、ニュースを見ながら「わ、私じゃないです……よ」とつぶやきました。人的被ひ害がいがなくてよかったです……。








二〇一七年　　梅雨つゆ前なのに夏バテモードです
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